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知の拠点TSUKUBAで
新たな知と個性輝く人材を共創する
建学の理念を踏まえて、大学院における教育の目標とその達成方法

及び教育内容の改善の方策を含む教育の枠組みを明らかにし、

学位の質の保証と持続的向上を目指す本学の教育宣言として

広く社会に公表します。

建学の理念

筑波大学は、基礎及び応用諸科学について、国内外の教育・研究機

関及び社会との自由、かつ、緊密なる交流連係を深め、学際的な協力

の実をあげながら、教育・研究を行い、もって創造的な知性と豊かな人

間性を備えた人材を育成するとともに、学術文化の進展に寄与するこ

とを目的とする。

　従来の大学は、ややもすれば狭い専門領域に閉じこもり、教育・研

究の両面にわたって停滞し、固定化を招き、現実の社会からも遊離し

がちであった。本学は、この点を反省し、あらゆる意味において、国内

的にも国際的にも開かれた大学であることを基本的性格とする。

　そのために本学は、変動する現代社会に不断に対応しつつ、国際性

豊かにして、かつ、多様性と柔軟性とを持った新しい教育・研究の機

能及び運営の組織を開発する。更に、これらの諸活動を実施する責任

ある管理体制を確立する。

大学院スタンダード
筑 波 大 学 の 教 育 宣 言 ： 筑 波 ス タ ン ダ ー ド
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筑波大学は「新構想大学」と呼ばれ、「開かれた大学」
を開学の理念として生まれました。旧来の大学のありか
たを反省し、「学際」そして「国際」化への「改革」を掲げ
た、原点もアイデンティティもここにあります。その後の時
代の流れを見れば、この理念の予見したものが、いかに
先進的であったかがわかります。学際化、リベラルアー
ツ教育、産業と学問の連携、国際交流、留学生の受け
入れなど、ことごとく時代の求めるところとなってきました。
私たちは、この理念の先進性、先見性を誇りに思うべき
です。
　あえていうならば、私たちは「伝統校」「名門校」の称
号よりも、新しい、開かれた「先端校」「先進校」の理念
を選んだのです。東京高等師範学校、東京教育大学と
いう伝統の誇りはいまでも私たちの内にありますが、東
京を離れ筑波に地を得たとき、誓ったものは新しい「改
革」と「挑戦」の理念でした。「筑波」とは地名ではなく、
その理念の代名詞だと思うべきです。改革者は改革を
やめず、開拓者は開拓をやめません。つねに、開かれて
あること。みずからの改革をつづけ、時代の矢印となるこ
と。筑波大学が目指すナンバーワン、オンリーワンとは、
最も「未来志向」の大学であること、ではないでしょうか。
世界と未来に向いたTSUKUBA CITYの中枢として。
医学・体育・芸術もあり、肉体性と感性の領域まで含む
人間理解と人材育成を目指す、真の意味での総合大
学＝UNIVERSITYとして。
　筑波大学とは「未来へのフロントランナー」である、と、
あらためて確認して、この新しい伝統のバトンを、絶える
ことなくリレーしていきたいと思います。
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学 長 からの メッセー ジ

筑波大学長　永田 恭介

筑波スタンダードとは何か
筑波スタンダードは本学による教育宣言です。学士課程のスタンダード（平成20年3月公表）
と大学院のスタンダード（平成23年6月公表）の2種類があり、各課程で筑波大学が何を目
指し、その目標をどうやって達成するかを明らかにし、本学が保証する教育の質を広く社会に
公表するものです。質を維持するだけでなく、それをたえず改善し、持続的に向上させるツー
ルとして、筑波スタンダードは学内でも重要な役割を果たしています。

「学位プログラム」の意義
学位プログラムとは、学士・修士・博士といった学位の水準と学問分野に応じて達成すべき能
力を明示し、その能力を学生が修得できるように体系的に設計された教育プログラムのことで
す。学部等の教育組織に教員が固定される従来型のシステムでは、個々の教員が提供する
授業の総和としてプログラムが組まれるため、社会の要請や学生のニーズよりも教員の事情
が優先されがちでした。それに対し、学位を国際的互換性のある能力の証明と位置づけた上
で、学位に相応しいプログラムにするために学内外の組織の枠を越えて教員が集まり、学生
視点での教育内容を提供するのが学位プログラムです。学位プログラムを中心とした教育シ
ステムとすることにより、学生にとっても社会にとっても、大学の教育目的、教育内容、教育成
果が見えやすくなります。

筑波スタンダードと学位プログラム
本学は開学以来、従来の学部とは異なる「学群・学類」を置き、学生の教育のための組織と教
員の研究のための組織を分離した体制の下で学士課程の教育を実施してきました。この教育
システムにより、一つの組織内で閉じることなく、教育の必要性に応じて全学から担当教員を
配置することを可能としています。これは、学位プログラムの考え方を体現した教育システムと
言えます。2011年度には、新たな教員組織（系）を設置する組織改革を行い、さらに2020年
度には大学院を改組再編するとともに全学的な教学マネジメントの体制と仕組みを整備し、
学位プログラムを中心とした教育システムへと全面移行しました。筑波スタンダードでは、す
べての教育組織において、学位ごとの「学位授与の方針」と「教育課程編成・実施の方針」、
およびその質を保証する方策を明示しています。これらは、本学の建学の理念に基づく一貫し
た取組です。今後も、国際的互換性と協働性を備えた教育システムとして本学の学位プログ
ラム制の確立及び教育の質のさらなる向上を目指し、教職員一同、より一層教育改革に邁進
する所存です。
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▎ 学問を継承し躍進させる研究者及び
 異分野を融合し先端的な新領域を
 切り拓く研究者をともに育む

▎ 教育・研究・組織運営の各面で鍛え抜かれた
 力量を有する大学教員を養成する

▎ 深い専門性、卓抜した独創性と柔軟性を兼ね備え
 社会に貢献する高度専門職業人を育てる

博士課程の教育目標

▎ グローバルな視野と専門的実務能力を併せ持ち、
 社会に貢献する高度専門職業人を育成する

修士課程の教育目標

▎ 高度の専門性が求められる職業を担うための
 深い学識及び卓越した能力を有する
 高度専門職業人を育成する

専門職学位課程の教育目標

筑波大学大学院の教育目標
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筑 波 大 学 の 大 学 院 教 育 が 育 成 す る 人 材 像

▎鋭敏な国際感覚を基盤としグローバルにリーダーシップを発揮し得る人材

▎ 論理的な思考力と先進的な創造力を兼ね備え
 成熟した知情意に基づいて専門的職能を切り拓く人材

▎ 豊かな教養と倫理観を併せ持ち人類社会の未来に資する知を創成できる人材

国際的に

地域の
中核として

学生と
教員が

社会と
ともに

異なる
分野間で

知 の 拠 点 T S U K U B A で 新 た な 知 と 個 性 輝く人 材 を 共 創 す る（図 1）

共創

国際的に、筑波大学には多く
の留学生や外国人教員が集
まり、国籍や言語の垣根を越
えて学び合っています

社会とともに、東京キャンパス
を中心に夜間大学院を開設し、
社会人が学び直す場を提供
しています

　また、産業界などと連携し、
実践的教育を行っています

異なる分野間で、総合大学と
して幅広い学問分野を有し、
専門分野を深化させながら、
学際・融合的な教育研究を積
極的に展開しています

学生と教員が、研究指導のプ
ロセスで教員もまた学生から
学び、ともに知の拠点を創りだ
しています

地域の中核として、筑波研究
学園都市の各研究機関や民
間企業などとのネットワークを
最大限に活用しています

図 1　知の拠点と人材の共創
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▎3学術院6研究群による学位プログラム制

本学大学院は、2020年度に8研究科85専攻から3学術院
6研究群へと改組再編し、学位プログラム制へ全面移行しま
した。新組織では従来の専攻の壁が取り払われ、幅広い分
野の教員が協働して学位プログラムを担当します。つまり、6

つの研究群がいわゆる専攻相当となり、その中では全教員が
専任教員となります。これにより、研究群内では、ひとりの教
員が複数の学位プログラムを担当することができ、分野を超
えた担当・協働指導体制等が可能になりました（図2）。また、
学術院・研究群を教員の所属組織である系とは明確に分離
した組織としました。この学術院・研究群の下に開設される
学位プログラムは、学位のレベル（修士・博士）とその系統（研
究・専門・専門職）及び分野において、社会的要請を踏まえ
た人材養成目的を設定し、どのような能力を修得すべきかを
明示し、それを修得するための教育課程を体系的に設計し
ています。
　このほかに、全学的な協力の下で運営する学位プログラム
の実施・運営を行うために「グローバル教育院」を置いていま
す。

▎3つのポリシーの明確化とコンピテンスの設定

本学が授与するすべての学位について、ディプロマ・ポリシー、
カリキュラム・ポリシー及びアドミッション・ポリシーの3つの

ポリシーを明確化するとともに、学位授与時に学生が備えて
いるべき知識・能力（以下「コンピテンス」という。）をディプロマ・
ポリシーにおいて明示しました。これに基づいて各教育組織・
学位プログラムは教育課程を編成・実施します。学位に相
応しいコンピテンスを明示し、その達成度を評価することで
学位の質保証が担保され、また本学の大学院教育による学
修成果を社会に可視化することができます。
　コンピテンスは「汎用コンピテンス」と「専門コンピテンス」
に区分し、汎用コンピテンスは社会での活躍を支える汎用的
知識・能力として修士課程・博士課程ごとに全学共通に定
めています（表1）。専門コンピテンスは、専攻分野における高
度な知識・能力として学術院・研究群・学位プログラムの各
階層の人材養成目的に対応し、「研究力」「専門知識」「倫
理観」の3項目を基軸として体系的に構成されています。全
学・学術院・研究群の各階層における共通の基盤の上に各
学位プログラムの特色や独自性に基づくコンピテンスを設定
することで、学生は、深い専門性とともに、関連する分野の基
礎的素養や広い視野、俯瞰力を涵養できる仕組みとしてい
ます。

方針 1

明確な教育目標と質の高い学位プログラム

教 育 目 標 の 達 成 に 向 け た 方 針

教育組織

人文社会ビジネス科学学術院

人文社会科学研究群

ビジネス科学研究群

理工情報生命学術院

数理物質科学研究群

システム情報工学研究群

生命地球科学研究群

人間総合科学学術院 人間総合科学研究群

教員の所属組織

人文社会系

ビジネスサイエンス系

数理物質系

システム情報系

生命環境系

人間系

体育系

芸術系

医学医療系

図書館情報メディア系

学際研究系

幅
広
い
学
問
分
野
の
教
員
が
協
働
し
て
教
育
を
担
当

図2　幅広い分野の教員による担当・協働指導体制
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▎体系化された教育課程編成

本学は、高度な専門的知識とそれを活かす多様で学際的な
知識の習得で得られる総合的な知的基盤に加え、倫理観、
人間性、論理性、国際性、コミュニケーション力、豊かな心
身基盤、マネジメント・企画調整力などの汎用智がバランス
よく培われた高度な知的人材を育て上げるための教育を施
すための教育体系を「総合智教育」と定義しています。この
総合智教育の理念に基づき、各教育組織・学位プログラム
はディプロマ・ポリシーにおいて明示した汎用コンピテンスと
専門コンピテンスを学生がバランスよく修得できるように教
育課程を体系的に編成・実施します。このため、各学位プロ
グラムにおける専攻分野に係る科目だけでなく、全学で編成
する大学院共通科目や学術院単位で編成する学術院共通
専門基盤科目、研究群の共通科目を開設しています。大学
院共通科目は主に汎用コンピテンスに対応する科目であり、
倫理観、情報伝達力・コミ ュニケーション力、国際性、キャリ
アマネジメント力、幅広い知的基盤、豊かな身心基盤などを
バランスよく涵養するための6科目群を設定しています。学
術院共通専門基盤科目は学術院の専門コンピテンスに対応
した科目であり、自らの専門分野に隣接する様 な々専門分野

の基盤的知識を修得することができます。本学の学生は大
学院共通科目、学術院共通専門基盤科目、研究群共通科
目及び各々の専攻分野に即した専門的科目を履修していく
ことによって、俯瞰的な視野で論理的に考える力と一つの分
野にとどまらない広がりのある専門性を身につけることができ
ます。

▎社会の要請に応える研究力と現場力の養成

複雑化した課題を多く抱える今日の社会においては、深い専
門知識と研究能力に裏打ちされた高度で実践的な課題発
見・解決力を持った人材の輩出が強く求められています。こ
うした情勢を踏まえ、本学は修士又は博士にふさわしい研究
能力に加えて、特に、社会における現実の具体的課題に即
した「現場力」の養成を重視した学位プログラムが授与する
学位を「専門学位」として位置づけました（図3）。
これは、社会の具体的課題に積極的かつ的確に対応してい
くために、本学が独自に設ける学位系統です。授与する学位
（修士・博士）の法令上の位置づけに違いはありません。
「専門学位」を授与する学位プログラムは、現在経営学学位
プログラム、サービス工学学位プログラム、山岳科学学位プ
ログラム等の16学位プログラムです。

大学等の
教育・研究機関

政府・地方
公共団体など

高度な研究能力
豊かな学識

汎用的知識・能力

民間企業など

課題の現場

現実の課題解決
専門学位研究学位

アカデミア

真理の探究

汎用コンピテンス

修
士
課
程

1．  知の活用力：高度な知識を社会に役立てる能力

2．  マネジメント能力：広い視野に立ち課題に的確に対応する能力

3．  コミュニケーション能力：専門知識を的確に分かりやすく伝える能力

4．  チームワーク力：チームとして協働し積極的に目標の達成に寄与す
る能力

5．  国際性：国際社会に貢献する意識

博
士
課
程

1．  知の創成力：未来の社会に貢献し得る新たな知を創成する能力

2．  マネジメント能力：俯瞰的な視野から課題を発見し解決のための方
策を計画し実行する能力

3．  コミュニケーション能力：学術的成果の本質を積極的かつ分かりや
すく伝える能力

4．  リーダーシップ力：リーダーシップを発揮して目的を達成する能力

5．  国際性：国際的に活動し国際社会に貢献する高い意識と意欲

図3　専門学位と研究学位表 1　汎用コンピテンス



8

▎つくばからTS U KU B Aへ

本学には開学当初から多くの留学生と外国人教員が集まり、
国籍や言語の垣根を越えて学びあう学生と教員が「筑波」大
学という組織や「つくば」市という地域にとらわれない知の拠
点TSUKUBAを共創してきました。また、本学は体育・芸術・
医学を擁する特徴ある総合大学として、スポーツ、芸術、心
身の健康も含めて全人的に留学生と外国人教員を支援する
ことにより、誰もが安心して協働できるコミュニティーづくりを
推し進めています。
　つくば市と筑波研究学園都市には多くの外国人が滞在し
ています。その中核機関として、本学は筑波研究学園都市の
国際化を推進するためのハブ機能も果たしています（表2）。

▎国際性の日常化

本学が21世紀において果たすべき役割のひとつが、グロー
バルリーダーとなる人材の育成です。これを実現するために、
本学は12の国・地域に13か所の海外拠点を置き、また、
300件を超える交流協定を結び（図4）、優秀な留学生の受
入れ、在学生の海外派遣、教員の学術交流にめざましい成
果を上げています。
　本学は、国際化拠点整備事業（グローバル30：平成21～
25年度）やグローバル人材育成推進事業（GGJ：平成24～
28年度）等の取組を通して、キャンパスにおける「国際性の
日常化」を推進しています。スーパーグローバル大学創成支
援事業（SGU：平成26～令和5年度）では、国境や機関の
壁を越え、世界中の資源を積極的に活用した教育研究の実
施をめざしCampus-in-Campusなどを推進しています。
　また、キャンパスにおける「国際性の日常化」と、「世界を
学びの場」にする学生の海外派遣を推進するためのワンスト
ップサービスを提供する学内組織として、スチューデントサ
ポートセンター（国際交流支援室）を設置しています。

▎グローバルリーダーの育成

国際的なリーダーにふさわしい人材を育成するため、本学は、
学びの場をキャンパスという空間に限定せず「世界を学びの
場」にすることをモットーに、本学独自の支援としての奨学金
や、授業、課外活動、そのほか全学的な様 な々取り組みを用
意しています（表3）。

方針 2

グローバルリーダーとなる人材の育成

教 育 目 標 の 達 成 に 向 け た 方 針

つくば市には、137ヶ国から来た
9,457 人（令和2年10月）の外国人が在住

大学には4,000室の宿舎があり、約2,200名の留学生のうち
約1,000名が暮らす。

表2　つくば市と筑波研究学園都市の外国人滞在状況

● 海外拠点13ヶ所
●  68の国・地域の大学等とのCampus-in-Campus協定10、大学間交流協定173、
部局間交流協定194

図4　海外拠点と交流協定国（R4年 10月現在）

Japan-Expert（学士）プログラム
地球規模課題学位プログラム（学士）
総合理工学位プログラム（学士）

（スーパーグローバル大学創成支援事業による新しい教育プログラム）

授業科目・教育プログラム等
大学院共通科目：世界に挑む産業界・官界トップリーダーによる

JAPICアドバンスト・ディスカッションコースなど

ヒューマンバイオロジー学位プログラム
エンパワーメント情報学プログラム

地域研究イノベーション学位プログラム

経済・公共政策プログラム（世界銀行等の協力のもと、
開発途上国の若手リーダーを対象とした英語による修士プログラム）

AIMS（Asian International Mobility for Students）プログラム
筑波トランスパシフィックプログラム

ヒューマニクス学位プログラム
（卓越大学院プログラム採択）

表3　グローバルリーダー育成のための取り組みなど

日本人学生と留学生の交流の場：
Student Commons, Global Chat Program(G-Chat/Tsuku-chat/Language 

Exchange(GOTCHAT))など

場の提供

市民と留学生の交流の場
City Chat Caféなど

大学院共通科目：国際研究プロジェクト、国際インターンシップ
経済的支援（渡航費支援・滞在費支援・参加費支援等）

つくばスカラシップ：留学生支援

海外留学支援事業（はばたけ！筑大生）：国際交流協定校交換留学
支援、キャンパスインキャンパス（CiC）等支援、海外武者修行支援、

海外学会等参加支援、語学研修・海外研修参加支援

日独韓共同修士プログラム（TEACH）

中央アジア・日本人材育成プロジェクト（日本財団助成）

筑波大学グローバル+リーダーシップ教育プログラム
（Tsukuba Global+（ツクバ・グローバル・プラス）／TG+）
地球規模課題（グローバル）の知識、新興国（ローカル）の視点、

高い英語力と現地語力を身につける、全学に開かれたリーダーシップ教育プログラム

日本・ユーラシア研究プログラム（SPJES）
（日本財団中央アジア・日本人材育成プロジェクトの支援を受け設けられた、中央アジア地域の

SDGs（持続可能な開発目標 Sustainable Development Goals）の達成と当該地域社会の課題解
決に貢献できる人材を育成することを目的とした英語による修士プログラム）

日本

中国
（北京）中央アジア

（タシケント・
アルマトイ）

東南アジア
（ホーチミン・
ジャカルタ・
クアラルンプール・

台湾）

欧州
（ボン・ボルドー・
グルノーブル）

北アフリカ・
地中海
（チュニス）

北米
（アーバイン）

南米
（サンパウロ）
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▎全学的な教学マネジメントによる
 P D CAサイクルの推進

改組再編後の学位プログラムの教育の質を持続的に保証・
向上させていくため、教学マネジメント室を設置し、全学的
な教学マネジメントを実現します。

方針 3

全学的な教学マネジメントの実現
　教学マネジメント室では、学位プログラムのモニタリング
（毎年の自己点検）とプログラムレビュー（機関別認証評価の

7年サイクルに合わせて数年おきに実施する総合的な点検・
評価）の取組を中核としつつ、学位プログラムの新設又は改
組等に伴う質保証の審査、体系的なファカルティ・ディベロ
ップメントの推進及び高等教育に関する調査研究などを行
い、内部質保証の確立と高度化を図ります。

図 5　モニタリングとプログラムレビューによる内部質保証の確立（イメージ図）

学位プログラム

各教育組織・学位プログラムの自己点検・評価（モニタリングとプ
ログラムレビュー）とその結果に基づく改善→内部質保証の確立

教学マネジメント室

モニタリング及びプログラムレビュー
の結果を踏まえたフィードバック

教学マネジメントに関する取組状況
の報告

モニタリング
現状に関する定量的・
定性的データの把握と

点検（毎年）

プログラムレビュー
毎年のモニタリング結果
等を踏まえた総合的な点
検・評価（数年おき）

Plan

DoAct

Check
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人文社会ビジネス科学学術院
Graduate School of Business Sciences, Humanities and Social Sciences

人文社会科学研究群
Degree Programs in Humanities and Social Sciences

ビジネス科学研究群
Degree Programs in Business Sciences

法曹専攻（専門職学位課程）
Law School Program

国際経営プロフェッショナル専攻（専門職学位課程）
MBA Program in International Business

人文学学位プログラム（博士前期課程）
Master's Program in Humanities

哲学・思想サブプログラム
Subprogram in Philosophy

歴史・人類学サブプログラム
Subprogram in History and Anthropology

文学サブプログラム
Subprogram in Literature

言語学サブプログラム
Subprogram in Linguistics

現代文化学サブプログラム
Subprogram in Modern Culture Studies

英語教育学サブプログラム
Subprogram in English Language Education　

国際公共政策学位プログラム（博士前期課程）
Master's Program in International Public Policy

国際日本研究学位プログラム（博士前期課程）
Master's Program in International and Advanced Japanese Studies

人文学学位プログラム（博士後期課程）
Doctoral Program in Humanities  

哲学・思想サブプログラム
Subprogram in Philosophy

歴史・人類学サブプログラム
Subprogram in History and Anthropology

文学サブプログラム
Subprogram in Literature

言語学サブプログラム
Subprogram in Linguistics

現代文化学サブプログラム
Subprogram in Modern Culture Studies

英語教育学サブプログラム
Subprogram in English Language Education　

国際公共政策学位プログラム（博士後期課程）
Doctoral Program in International Public Policy

国際日本研究学位プログラム（博士後期課程）
Doctoral Program in International and Advanced Japanese Studies

法学学位プログラム（博士前期課程）
Master's Program in Law

経営学学位プログラム（博士前期課程）
Master's Program in Business Administration

法学学位プログラム（博士後期課程）
Doctoral Program in Law

経営学学位プログラム（博士後期課程）
Doctoral Program in Business Administration
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人文社会ビジネス科学学術院の人材養成目的
ビジネス科学、人文学、社会科学に関する多面的かつ高度な教育研究を通じて、人間の価値や人と社会のあり方を時間軸、空
間軸を交差させて総合的に探究することによって、新たな知を創造し具現化できる研究者、大学教員、高度専門職業人を養成
する。

人文社会ビジネス科学学術院コンピテンス

修士

1. 研究力 人文社会ビジネス科学分野における研究課題設定と研究計画を遂行するための基礎的な知識と
能力

2. 専門知識 人文社会ビジネス科学分野における高度な専門知識と運用能力

3. 倫理観 人文社会ビジネス科学分野の基礎的研究能力を有する人材または高度専門職業人にふさわしい
倫理観と倫理的知識

博士

1. 研究力 人文社会ビジネス科学分野における最新の専門知識に基づいて先端的な研究課題を設定し、自
立して研究計画を遂行できる能力

2. 専門知識 人文社会ビジネス科学分野における先端的かつ高度な専門知識と運用能力

3. 倫理観 人文社会ビジネス科学分野の研究者または高度専門職業人にふさわしい倫理観と倫理的知識、
および専攻する特定の分野に関する深い倫理的知識

博士

・企業・組織の経営や法務に関する深い専門知識を持ち、多角的に思考する能力
・社会や実務の現場から自ら問題を発見し、明確化した上で解決する能力
・学術研究に基づく理論と実務に関する知識や経験を融合して、自らの主張を組み立て、コミュニケーションする能力
・経営や法務に関する新たな知を創造するとともに、社会や実務でそれを実践する能力
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人材養成目的

人や社会の営み、人と社会の関係の考察・分析に係わる人文社会科学の基礎研究において優れた能力を有し、学問の進展や
社会的要請の変化に応じて人類の知の継承に貢献し得る人材、またグローバル化の進展に伴う地球規模の課題や社会的課
題に果敢に挑戦し、人間の存在や人と社会との関係の望ましいあり方を構想し得る独創性と柔軟性を併せ持つ研究者・教育
者、及び高い専門性と実務能力を有する職業人を養成する。

研究群コンピテンス 評価の観点 対応する主な学修

修士

1. 研究力：人文社会科学分野に
おける研究課題設定と研究計
画を遂行するための基礎的な
知識と能力

① 人文社会科学分野における研究課題を設定
する能力を身につけたか
② 人文社会科学分野における研究計画を遂行
する能力を身につけたか

学術院共通専門基盤科目、
修士論文合同演習、研究
法入門、専門科目（演習科
目）、修士論文作成、研究
会発表など

2. 専門知識：人文社会科学分野
における高度な専門知識と運
用能力

① 人文社会科学分野における高度な専門知識を
身につけたか
② 人文社会科学分野における専門知識の運用
能力を身につけたか

学術院共通専門基盤科目、
修士論文合同演習、専門基
礎科目、専門科目（講義科目、
演習科目）、修士論文作成、
研究会発表など

3. 倫理観：人文社会科学分野の
基礎的研究能力を有する人材
にふさわしい倫理観と倫理的
知識

① 人文社会科学分野において必要な倫理観を
身につけたか
② 人文社会科学分野において必要な倫理的知
識を身につけたか

大学院共通科目（生命・環
境・研究倫理科目群）、学術
院共通専門基盤科目、研究
法入門、専門科目（演習科
目）、研究指導など

博士

1. 研究力：人文社会科学分野に
おける最新の専門知識に基づ
いて先端的な研究課題を設定
し、自立して研究計画を遂行で
きる能力

① 人文社会科学分野における先端的な研究課
題を設定する能力を身につけたか
② 人文社会科学分野において自立して研究計
画を遂行する能力を身につけたか

大学院共通科目、専門科目
（演習科目）、研究指導、博
士論文作成、学会発表など

2. 専門知識：人文社会科学分野
における先端的かつ高度な専
門知識と運用能力

① 人文社会科学分野における先端的かつ高度
な専門知識を身につけたか
② 人文社会科学分野における専門知識の総合
的な運用能力を身につけたか

大学院共通科目、専門科目
（演習科目）、研究指導、博
士論文作成、学会発表など

3. 倫理観：人文社会科学分野の
研究者にふさわしい倫理観と
倫理的知識、および専攻する
特定の分野に関する深い倫理
的知識

①  人文社会科学分野の研究者にふさわしい倫
理観と倫理的知識を身につけたか
② 専攻する特定の分野に関する深い倫理的知識
を身につけたか

大学院共通科目（生命・環
境・研究倫理科目群）、専門
科目（演習科目）、研究指導
など

人文社会科学研究群
Degree Programs in Humanities and Social Sciences
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人材養成目的

社会人を主たる対象にして、社会やビジネスで求められる高度専門職業人として必要な深い学識と卓越した能力を持ち、現代
社会や組織が直面する諸課題の背景を探求し、かつ実効性の高い解決策を策定・実行することによって、社会の持続可能な
発展に寄与しうる高度専門職業人を養成する。

研究群コンピテンス 評価の観点 対応する主な学修

修士

1. 研究力：ビジネス科学分野に
おける研究課題設定と研究計
画を遂行するための基礎的な
知識と能力

職業生活において得た知識や経験を体系化して、
現代社会におけるさまざまな課題を新たな視点
から再構築できる研究力を有するか。

経営基礎、会計基礎、コー
ポレートガバナンス、コーポ
レートファイナンス、企業法
学特別研究Ⅰ～Ⅵ、法文献
学、論文発表会、学会発表

2. 専門知識：ビジネス科学分野
における高度な専門知識と運
用能力

職業生活において得た知識や経験を体系化して、
現代社会におけるさまざまな課題を新たな視点
から再構築できる専門知識と運用能力を有する
か。

ビジネスマネジメント特別
演習Ⅰ‐Ⅰ、民事法研究Ⅰ
～Ⅱ、商事法研究Ⅰ～Ⅱ、租
税法研究Ⅰ～Ⅱ、労働判例
研究Ⅰ～Ⅱ、論文発表会、
学会発表

3. 倫理観：ビジネス科学分野の
基礎的研究能力を有する人材
または高度専門職業人にふさ
わしい倫理観と倫理的知識

ビジネス科学分野の研究者または高度専門職業
人としてふさわしい倫理的知識を修得し、倫理観
として体得しているか。

コーポレートガバナンス、コ
ーポレートファイナンス、企
業法学特別研究Ⅰ～Ⅵ、法
文献学、論文発表会、学会
発表

博士

1. 研究力：ビジネス科学分野に
おける最新の専門知識に基づ
いて先端的な研究課題を設定
し、自立して研究計画を遂行で
きる能力

企業や社会が直面する新たな類型の問題の認
識、分析、解決策の策定等を自立して創造的に
行い得る研究力を有するか。

マーケティング・サイエンス
特論、経営戦略総論、財務
会計特論、知能情報システ
ム、企業法特別研究Ⅰ～Ⅸ、
論文発表会、学会発表

2. 専門知識：ビジネス科学分野
における先端的かつ高度な専
門知識と運用能力

企業や社会が直面する課題に対して、先端的か
つ高度な専門知識を用いて分析および解決策を
策定する能力を有するか。

経営基礎、会計基礎、論文
発表会、学会発表

3. 倫理観：ビジネス科学分野の
研究者または高度専門職業人
にふさわしい倫理観と倫理的
知識、および専攻する特定の
分野に関する深い倫理的知識

ビジネス科学分野の研究者または高度専門職業
人としてふさわしい高度な倫理的知識を修得し、
倫理観として体得しているか。

ビジネスマネジメント特別
演習Ⅰ‐Ⅰ、企業法特別研
究Ⅰ～Ⅸ、論文発表会、学
会発表

ビジネス科学研究群
Degree Programs in Business Sciences
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人文学学位プログラム（博士前期課程）
Master's Program in Humanities

　人文学の研究・教育を取り巻く環境の変化及びグローバル化に伴う社会の変化に対応するため、

哲学、倫理学、宗教学、歴史学、人類学、文学、言語学、文化学、英語教育学などの人文学諸分

野における優れた専門的知識を身に付けると共に、地球規模の新たな問題の発見と解決をめざし、

専門の異なる人々と共同して問題解決に貢献できる研究能力及び教育能力を兼ね備えた研究者、

大学教員となる博士後期課程への進学を目指す者を養成する。

　人文学諸分野に関する専門的知識のみならず関連する分野に関する知識も身に付け、学際的な

アプローチにより研究課題に取り組む、高い研究能力を有するとともに、現代の諸問題を解決する

ための広い視野を有し、そのような研究成果を社会に還元することのできる人材。

学術院共通専門基盤科目、修士論文合同演
習、研究法入門、演習科目、修士論文作成、
研究会発表、学会発表、ポスター発表等

学術院共通専門基盤科目、修士論文合同演
習、専門基礎科目、講義科目、演習科目、修
士論文作成（口述試験を含む）、中間発表、研
究会発表、学会発表、ポスター発表等

大学院共通科目（生命・環境・研究倫理科目
群）、学術院共通専門基盤科目、研究法入門、
演習科目、研究指導、修士論文（口述試験を
含む）、中間発表、INFOSS 情報倫理、APRIN 
e-learning 等
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　学生の専攻分野を軸として、関連する分野の基礎的素養や広い視野、汎用的知識・能力の涵養に資するよう、大

学院共通科目、学術院共通専門基盤科目、研究群共通科目から2単位を選択必修とする。このほか、研究群共通

科目のうち「修士論文合同演習」、 「研究法入門またはAcademic Writing and Research Ethics」の2 単位を必修と

する。研究指導においては、複眼的視野をもった研究能力の育成のために複数指導体制（必要に応じて他学位プ

ログラムの教員も参画）とする。具体的な履修科目や副指導教員の配置は、個々の学生の研究計画やキャリアプラ

ン等を踏まえて決定する。

・  大学院共通科目、修士論文合同演習、研究法入門またはAcademic Writing and Research Ethics などにより、高

度な知識を社会に役立てる能力を身に付ける。

・  大学院共通科目、人文社会科学のためのインターンシップ(1)(2)などにより、広い視野に立ち課題に的確に対応

する能力を身に付ける。

・  大学院共通科目、修士論文合同演習などにより、専門知識を的確に分かり易く伝える能力を身に付ける。

・  大学院共通科目、人文社会科学のためのインターンシップ(1)(2)などにより、チームとして協働し積極的に目標の

達成に寄与する能力を身に付ける。

・  大学院共通科目、人文社会科学のためのグラントライティング入門などにより、国際社会に貢献する意識を身に付

ける。

・  学術院共通専門基盤科目、修士論文合同演習、研究法入門またはAcademic Writing and Research Ethics、専

門科目（演習科目）、修士論文作成、研究会発表などにより、人文社会科学分野及び人文学分野における研究

課題設定と研究計画を遂行するための基礎的な知識と能力を身に付ける。

・  学術院共通専門基盤科目、修士論文合同演習、専門基礎科目、専門科目（講義科目、演習科目）、修士論文

作成、研究会発表などにより、人文社会科学分野及び人文学分野における高度な専門知識と運用能力を身に付

ける。

・  大 学 院 共 通 科 目（生 命・ 環 境・ 研 究 倫 理 科 目 群）、 学 術 院 共 通 専 門 基 盤 科 目、 研 究 法 入 門 ま た は

AcademicWriting and Research Ethics、専門科目（演習科目）、研究指導などにより、人文社会科学分野及び人

文学分野の基礎的研究能力を有する人材にふさわしい倫理観と倫理的知識を身に付ける。

・  専門科目（演習科目）、修士論文作成、研究会発表などにより、専門分野に関する知識をもとに物事を論理的に

考え、結論を導き出す能力を身に付ける。

・  専門科目（演習科目）、他学位プログラム科目、研究指導などにより、研究成果を関連分野の中に位置づけ、応用、

実践する能力を身に付ける。

修士論文の審査は、主査1名、副査2名以上で構成される審査委員会を設けて公開で行う。

・  入学時、加えて年度当初に、学生の個々の研究テーマに基づき「履修計画」および指導体制を設定し、授業履修、

研究指導を行う。

・  1年次に「研究法入門」の履修を通じて、研究倫理や基本的な研究手法を学び、汎用コンピテンス「知の活用力」、

専門コンピテンス「研究力」、 「倫理観」を身に付ける。また、入学時の早い段階で、その他の研究群共通科目、

学術院共通専門基盤科目、大学院共通科目を含む基礎科目の履修を通じて、汎用コンピテンス「知の活用力」、

「マネジメント能力」、 「コミュニケーション能力」、 「チームワーク力」、 「国際性」を身に付ける。

・  主に1年次に専門基礎科目の履修を通じて、それぞれの専門の基礎的な知識を学び、専門コンピテンス「専門知

識」などを身に付ける。

哲学、倫理学、宗教学、歴史学、人類学、文学、言語学、文化学、英語教育学の9領域を横断する人文学の研究力・専門知識・

倫理観とともに、人文社会科学の幅広い基礎的素養、人文社会ビジネスにわたる広い視野、社会の多様な場での活躍を支える汎用

的知識・能力を養う教育・研究指導を行う。
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・  主に2年次に専門科目（講義科目、演習科目）の履修を通じて、研究に必要な高度な専門知識とその運用を学び、

汎用コンピテンス「知の活用力」、専門コンピテンス「研究力」、 「専門知識」、 「思考力」などを身に付ける。また、

専門科目（演習科目）、研究指導を中心に、汎用コンピテンス「マネジメント能力」、 「コミュニケーション能力」、 「チ

ームワーク力」、専門コンピテンス「倫理観」、 「総合力」を身に付ける。

 人文学諸分野への強い関心、研究課題に真摯に取り組む情熱、研究に必要な基礎的知識、語学力、論理的思

考力、論述力を持ち、研究成果を社会に還元する意欲を持つ人材を求める。

・  コンピテンス修得に係る評価は、1年次終了時に修得状況を指導教員が確認し、それに基づき2年次に履修指

導を行い、修士論文提出時に以下のすべてのコンピテンスを満たしているか、評価を行う。修得基準は学生に対

して別途提示する。

知の活用力

マネジメント能力

コミュニケーション能力

チームワーク力

国際性

研究力

専門知識

倫理観

思考力

総合力

・  修士論文の審査は、主査1名、副査2名以上で構成される審査委員会を設けて公開で行う。

 入学者の選抜にあたっては、一般入試、推薦入試などの入学者選抜方式によって多様な入学志願者に対応する

とともに、募集人員を分割し、同一年度に複数回の入学試験を実施する。

・  一般入試では、専門科目の筆記試験、及び口述試験を実施し、総合的に判定する。専門科目は、出願時に申し

出た哲学・思想、歴史・人類学、文学、言語学、現代文化学、英語教育学など人文学に関係する分野から１つ

を選択し、外国語（１カ国語）で書かれた専門文献を使った設問を含む出題を行い、人文学諸分野の研究に必

要な基礎的知識、論理的思考力、研究しようとしている分野の専門的知識、研究に必要な語学力を判定する。口

述試験は、卒業論文（ないしはそれに準ずる論文）や研究計画書等の提出書類を参考とし、志願者の基礎的研

究能力、研究に対する関心・情熱・適性、研究を通して社会に貢献しようとする意欲、研究しようとしている分野

の専門的知識に加え、プレゼンテーション能力やコミュニケーション能力なども判定する。提出書類のうち、卒業

論文（ないしはそれに準ずる論文）により、専門分野に関する論述力を判定する。

・  推薦入試では、小論文の筆記試験、及び口述試験を実施し、総合的に判定する。推薦入試は、学士課程等に

おいて志願者を指導し、その諸能力や性格、資質などを知悉する教員から、人文学諸分野の研究に必要な基礎

的知識や論理的思考力をすでに身に付けているとして推薦された者を対象としている。このため、専門科目の筆

記試験は行わず、修士論文の執筆を進めるのに十分な論理的思考力、論述力、語学力があるかどうかを判定す

るために、外国語（１カ国語）で書かれた専門文献を読ませ、それに基づいて論述させる小論文の筆記試験を行

う。口述試験は、推薦書および研究計画書を参考とし、専門分野の基礎的知識と研究遂行能力、研究しようとし

ている分野の専門的知識を確認し、研究に対する関心・情熱・適性、研究を通して社会に貢献しようとする意欲

に加え、プレゼンテーション能力やコミュニケーション能力なども判定する。
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国際公共政策学位プログラム（博士前期課程）
Master's Program in International Public Policy
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国際日本研究学位プログラム（博士前期課程）
Master's Program in International and Advanced Japanese Studies

21



 学生の主たる研究関心を軸として、関連する分野の基礎的素養や広い視野、汎用的知識・能力の涵養に資す

るよう、大学院共通科目または学術院共通専門基盤科目から１単位、研究群共通科目のうち「修士論文合同演習」、

「研究法入門」または「Academic Writing and Research Ethics」の2単位を必修とする。研究指導においては、複眼

的視野をもった研究能力の育成のために複数指導体制（必要に応じて他学位プログラムの教員も参画）とする。具

体的な履修科目や副指導教員の配置は、個々の学生の研究計画やキャリアプラン等を踏まえて決定する。

・  大学院共通科目、修士論文合同演習、研究法入門またはAcademic Writing and Research Ethics、プロジェクト

演習1A,1B,2A,2B,2C,2D、修士論文作成、学会発表などにより、高度な知識を社会に役立てる能力（1．知の活

用力）を身に付ける。

・  大学院共通科目、人文社会科学のためのインターンシップ(1)(2) 、プロジェクト演習1A, 1B, 2A, 2B, 2C, 2D、

達成度自己点検、外部コンテスト等への参加などにより、広い視野に立ち課題に的確に対応する能力（2．マネ

ジメント能力）を身に付ける。

・  大学院共通科目、修士論文合同演習、国際日本研究のための日本語、国際日本研究のための英語、学会発

表などにより、専門知識を的確に分かり易く伝える能力（3．コミュニケーション能力）を身に付ける。

・  大学院共通科目、人文社会科学のためのインターンシップ(1)(2)、日本政治と市民社会１、2、 TA経験、チーム

でのコンテスト参加、学会での質問、セミナーでの質問などにより、チームとして協働し積極的に目標の達成に寄

与する能力（4．チームワーク力）を身に付ける。

・  大学院共通科目、人文社会科学のためのグラントライティング入門、国際日本研究のための日本語、国際日本
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　入学者の選抜にあたっては、一般入試、指定校推薦入試、社会人特別選抜などの入学者選抜方式によって多様な入学

志願者に対応するとともに、募集人員を分割し、同一年度に複数回の入学試験を実施する。

・  一般入試では、専門科目及び外国語の筆記試験、並びに口述試験を実施し、総合的に判定する。専門科目は、国際日

本研究に関係する「政治」「経済」「文学・文化・思想」「法律・社会・メディア・情報」「言語」「日本語教育学」の分野から１つ

を解答時に選択して日本語または英語（「日本語教育学」のみ日本語）で解答させ、博士前期課程において国際日本研

究を遂行しうる能力、研究しようとしている分野の専門的知識を判定する。外国語の筆記試験は、国際日本研究に必要な

外国語運用能力を判定する。口述試験は、研究計画書等を参考とし、学修成果や思考力、研究に対する情熱・意欲、研

究しようとしている分野の専門的知識に加え、プレゼンテーション能力やコミュニケーション能力も判定する。

・  推薦入試では、小論文の筆記試験、及び口述試験を実施し、総合的に判定する。推薦入試は、学士課程等において志

願者を指導し、その諸能力や性格、資質などを知悉する教員から国際日本研究に必要な専門的知識や研究遂行能力、

外国語運用能力をすでに身につけているとして推薦された者を対象としている。また、受験者は、学士の学位を取得して

いるか、取得予定であるため、専門科目や外国語の筆記試験は行わず、小論文により、専門分野に関する知識、理解力、

論理的思考能力等、博士前期課程において国際日本研究を遂行しうる専門的能力を判定する。口述試験は、研究計画

書や推薦書等を参考とし、国際日本研究に正面から取り組む意欲、研究計画、本学位プログラムを志望する理由、研究し

ようとしている分野の専門的知識に加え、プレゼンテーション能力や語学力を含むコミュニケーション能力も判定する。

・  指定校推薦入試では、口述試験を実施する。指定校推薦入試は、海外協定校（ベトナム教育訓練省ホーチミン市師範大

学日本語学部）において志願者の諸能力や性格、資質などを知悉する教員等から、国際日本研究を遂行しうる能力をす

でに身に付けているとして推薦された者を対象としている。このため、専門科目や外国語の筆記試験は行わず、口述試験

により、国際日本研究に正面から取り組む意欲、研究計画、協定校における学修や本学位プログラムを志望する理由、研

究しようとしている分野の専門的知識に加え、プレゼンテーション能力やコミュニケーション能力なども判定する。

・  社会人特別選抜では、専門科目の筆記試験及び口述試験を実施する。社会人特別選抜は、社会人としての経験を有して

いる者を対象としている。専門科目は、国際日本研究に関係する「政治」 「経済」 「文学・文化・思想」 「法律・社会・メデ

ィア・情報」「言語」「日本語教育学」の分野から１つを解答時に選択して日本語または英語（「日本語教育学」のみ日本語）

で解答させ、国際日本研究を遂行しうる専門的能力を判定する。口述試験は、研究計画や社会人として得られた問題意

識、研究しようとしている分野の専門的知識に加え、プレゼンテーション能力やコミュニケーション能力なども判定する。
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人文学学位プログラム（博士後期課程）
Doctoral Program in Humanities  

　人文学の研究・教育を取り巻く環境の変化及びグローバル化に伴う社会の変化に対応するた

め、哲学、倫理学、宗教学、歴史学、人類学、文学、言語学、文化学、英語教育学などの人文学

諸分野における国際的レベルの高度な研究・教育能力を有すると共に、地球規模の新たな問題

の発見と解決をめざし、領域横断的な研究を遂行し、学際的な研究・教育に従事できる大学教員、

研究者等を養成する。

　研究職・教育職（大学等の教員、研究所の研究員）。それ以外に、官公庁・自治体職員、国際

機関職員、博物館学芸員、学術出版業、教育関連会社、NGO・NPO など。

①人文学分野における先端的かつ高度な専門

知識を身につけたか

②人文学分野における専門知識の総合的な運

用能力を身につけたか
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研究成果を人文知の中に位置づけ、広範な視

野で研究を遂行する能力を身につけたか

 学生の専攻分野を軸として、関連する分野の基礎的素養や広い視野、汎用的知識・能力の涵養に資するよう、

大学院共通科目、研究群共通科目から1単位を履修することを推奨する。

・  大学院共通科目などにより、未来の社会に貢献し得る新たな知を創成する能力を身に付ける。

・  大学院共通科目などにより、俯瞰的な視野から課題を発見し解決のための方策を計画し実行する能力を身に付

ける。

・  大学院共通科目などにより、学術的成果の本質を積極的かつ分かりやすく伝える能力を身に付ける。

・  大学院共通科目などにより、リーダーシップを発揮して目的を達成する能力を身に付ける。

・  大学院共通科目などにより、国際的に活動し国際社会に貢献する高い意識と意欲を身に付ける。

・  大学院共通科目、専門科目（演習科目）、研究指導、博士論文作成、学会発表などにより、人文社会科学分野

及び人文学分野における最新の専門知識に基づいて先端的な研究課題を設定し、自立して研究計画を遂行で

きる能力を身に付ける。

・  大学院共通科目、専門科目（演習科目）、研究指導、博士論文作成、学会発表などにより、人文社会科学分野

及び人文学分野における先端的かつ高度な専門知識と運用能力を身に付ける。

・  大学院共通科目（生命・環境・研究倫理科目群）、専門科目（演習科目）、研究指導などにより、人文社会科学

分野及び人文学分野の研究者にふさわしい倫理観と倫理的知識、および専攻する特定の分野に関する深い倫

理的知識を身に付ける。

・  専門科目（演習科目）、博士論文作成、学会発表などにより、専門分野に関する高度な知識及び関連する分野

に関する深い学識をもとに、物事を論理的に考え、結論を導きだす能力を身に付ける。

・  専門科目（演習科目）、研究指導などにより、研究成果を人文知の中に位置づけ、広範な視野で研究を遂行す

る能力を身に付ける。

・  入学時、加えて年度当初に、学生の個々の研究テーマに基づき「履修計画」および指導体制を設定し、授業履

修、研究指導を行う。

・  各年次の演習科目を中心に、より高度で幅広い専門知識を得ながら、自らの研究を構築し、プレゼンテーション

を行うことで、汎用コンピテンス「知の創生力」 「マネジメント能力」 「コミュニケーション能力」 「リーダーシップ力」

「国際性」、専門コンピテンス「研究力」 「専門知識」 「思考力」 「総合力」を身に付ける。演習科目とともに研究指

導を通じて、専門コンピテンス「倫理観」を身に付ける。

 哲学、倫理学、宗教学、歴史学、人類学、文学、言語学、文化学、英語教育学の９領域を横断する人文学の高度な研究力・先

端的な専門知識・深い倫理観とともに、人文社会科学の幅広い基礎的素養、人文社会ビジネスにわたる広い視野、社会の多様な場

での活躍を支える汎用的知識・能力を養う教育・研究指導を行う。

・  コンピテンス修得に係る評価は、2年次終了時に修得状況を指導教員が確認し、それに基づき、3年次に履修指

導を行い、博士論文予備論文提出時に以下のすべてのコンピテンスを満たしているか、評価をする。修得基準

は学生に対して別途提示する。

知の創成力

マネジメント能力

コミュニケーション能力チームワーク力
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リーダーシップ力

国際性

研究力

専門知識

倫理観

思考力

総合力

・  2年次後半に学会発表、論文投稿の状況、博士論文概要に基づき、主指導教員、副指導教員が中間評価を行う。

・  3年次前半に博士論文予備論文について、主指導教員、副指導教員が予備審査を行う。

・  博士論文の審査は、主査1名、副査2名以上で構成される審査委員会を設けて公開で行う。

27



国際公共政策学位プログラム（博士後期課程）
Doctoral Program in International Public Policy
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国際日本研究学位プログラム（博士後期課程）
Doctoral Program in International and Advanced Japanese Studies
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法学学位プログラム（博士前期課程）
Master's Program in Law
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研究計画書及び面接試験により選抜する。

・  研究計画書　　　研究に対する問題設定能力、計画策定能力、専門知識等を中心に評価する。

・  面接試験　　基礎的な法的思考力、論理的思考力、批判的思考力、研究能力、専門知識、コミュニケーション能

力等を中心に評価する。
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経営学学位プログラム（博士前期課程）
Master's Program in Business Administration

 社会人大学院であるため、民間企業だけでなく官公庁や教育機関など学生のバックグラウ

ンドは幅広く、さまざまな業種の企業からさまざまな職種の学生が集まることが想定される。在

学中あるいは修了後に転職するケースもあり、起業や大学教員に転ずる学生など幅広い進

路が考えられる。
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法学学位プログラム（博士後期課程）
Doctoral Program in Law
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経営学学位プログラム（博士後期課程）
Doctoral Program in Business Administration
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法曹専攻（専門職学位課程）
Law School Program
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国際経営プロフェッショナル専攻（専門職学位課程）
MBA Program in International Business
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理工情報生命学術院
Graduate School of Science and Technology

数理物質科学研究群
Degree Programs in Pure and Applied Sciences

システム情報工学研究群
Degree Programs in Systems and Information Engineering

数学学位プログラム（博士前期課程）
Master's Program in Mathematics

物理学学位プログラム（博士前期課程）
Master's Program in Physics

化学学位プログラム（博士前期課程）
Master's Program in Chemistry

応用理工学学位プログラム（博士前期課程）
Master's Program in Engineering Sciences

電子・物理工学サブプログラム
Subprogram in Applied Physics

物性・分子工学サブプログラム
Subprogram in Materials Science

国際マテリアルズイノベーション学位プログラム（博士前期課程）
Master's Program in Materials Innovation

数学学位プログラム（博士後期課程）
Doctoral Program in Mathematics 

物理学学位プログラム（博士後期課程）
Doctoral Program in Physics

化学学位プログラム（博士後期課程）
Doctoral Program in Chemistry

応用理工学学位プログラム（博士後期課程）
Doctoral Program  in Engineering Sciences

電子・物理工学サブプログラム
Subprogram in Applied Physics

物性・分子工学サブプログラム
Subprogram in Materials Science

NIMS連係物質・材料工学サブプログラム
Subprogram in Materials Science and Engineering

国際マテリアルズイノベーション学位プログラム（博士後期課程）
Doctoral Program in Materials Innovation

社会工学学位プログラム（博士前期課程）
Master's Program in Policy and Planning Sciences

サービス工学学位プログラム（博士前期課程）
Master's Program in Service Engineering

リスク・レジリエンス工学学位プログラム（博士前期課程）
Master's Program in Risk and Resilience Engineering

情報理工学位プログラム（博士前期課程）
Master's Program in Computer Science

知能機能システム学位プログラム（博士前期課程）
Master's Program in Intelligent and Mechanical Interaction Systems

構造エネルギー工学学位プログラム（博士前期課程）
Master's Program in Engineering Mechanics and Energy

ライフイノベーション（生物情報）学位プログラム（博士前期課程）
Master's Program in Life Science Innovation (Bioinformatics)

社会工学学位プログラム（博士後期課程）
Doctoral Program in Policy and Planning Sciences

リスク・レジリエンス工学学位プログラム（博士後期課程）
Doctoral Program in Risk and Resilience Engineering

情報理工学位プログラム（博士後期課程）
Doctoral Program in Computer Science

知能機能システム学位プログラム（博士後期課程）
Doctoral Program in Intelligent and Mechanical Interaction Systems

構造エネルギー工学学位プログラム（博士後期課程）
Doctoral Program in Engineering Mechanics and Energy

ライフイノベーション（生物情報）学位プログラム（博士後期課程）
Doctoral Program in Life Science Innovation (Bioinformatics)

エンパワーメント情報学プログラム（一貫制博士課程）
Doctoral Program in Empowerment Informatics
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生命地球科学研究群
Degree Programs in Life and Earth Sciences

国際連携持続環境科学専攻（博士前期課程）
Joint Master's Degree Program in Sustainability and Environmental Sciences

生物学学位プログラム（博士前期課程）
Master's Program in Biology

生物資源科学学位プログラム（博士前期課程）
Master's Program in Agro-Bioresources Science and Technology

地球科学学位プログラム（博士前期課程）
Master's Program in Geosciences

環境科学学位プログラム（博士前期課程）
Master's Program in Environmental Sciences

山岳科学学位プログラム（博士前期課程）
Master's Program in Mountain Studies

ライフイノベーション（食料革新）学位プログラム（博士前期課程）
Master's Program in Life Science Innovation (Food Innovation)

ライフイノベーション（環境制御）学位プログラム（博士前期課程）
Master's Program in Life Science Innovation (Environmental Management)

ライフイノベーション（生体分子材料）学位プログラム（博士前期課程）
Master's Program in Life Science Innovation (Biomolecular Engineering)

生物学学位プログラム（博士後期課程）
Doctoral Program in Biology

農学学位プログラム（博士後期課程）
Doctoral Program in Agricultural Sciences

NARO連係先端農業技術科学サブプログラム
Subprogram in Advanced Agricultural Technology and Science cooperated with NARO

生命農学学位プログラム（博士後期課程）
Doctoral Program in Life and Agricultural Sciences

生命産業科学学位プログラム（博士後期課程）
Doctoral Program in Bioindustrial Sciences

地球科学学位プログラム（博士後期課程）
Doctoral Program in Geosciences

環境学学位プログラム（博士後期課程）
Doctoral Program in Environmental Studies

ライフイノベーション（食料革新）学位プログラム（博士後期課程）
Doctoral Program in Life Science Innovation (Food Innovation)

ライフイノベーション（環境制御）学位プログラム（博士後期課程）
Doctoral Program in Life Science Innovation (Environmental Management)

ライフイノベーション（生体分子材料）学位プログラム（博士後期課程）
Doctoral Program in Life Science Innovation (Biomolecular Engineering)

理工情報生命学術院の人材養成目的
総合科学技術を支える理学・工学・農学の基礎と応用、システム・情報・社会が融合・複合する学際新領域において、人間を
取り巻く複雑で困難な問題を発見・解決できる独創的かつ行動的な研究者、大学教員、高度専門職業人を養成する。

理工情報生命学術院コンピテンス

修士

1. 研究力 理工情報生命分野における研究課題設定と研究計画を遂行するための基礎的な知識と能力

2. 専門知識 理工情報生命分野における高度な専門知識と運用能力

3. 倫理観 理工情報生命分野の基礎的研究能力を有する人材又は高度専門職業人にふさわしい倫理観と
倫理的知識

博士

1. 研究力 理工情報生命分野における最新の専門知識に基づいて先端的な研究課題を設定し、自立して研
究計画を遂行できる能力

2. 専門知識 理工情報生命分野における先端的かつ高度な専門知識と運用能力

3. 倫理観 理工情報生命分野の研究者又は高度専門職業人にふさわしい倫理観と倫理的知識、及び専攻
する特定の分野に関する深い倫理的知識

53



人材養成目的

数理物質科学の基礎とその科学技術への応用に関し、高度な教育研究指導によって、現代社会の急激な変化に的確に対応
できる基礎から応用まで幅広い視野と優れた研究能力を備えた研究者、大学教員、高度専門職業人を養成する。このために
次の学位プログラムを編成する。

研究群コンピテンス 評価の観点 対応する主な学修

修士

1. 研究力：数理物質科学分野に
おける研究課題設定と研究計
画を遂行するための基礎的な
知識と能力

①  専門分野において意義のある研究課題 /研究
目標を設定できるか
②  研究目標/研究課題を実現するための研究計
画を立案することができるか
③  研究計画を遂行するために必要な情報・技術・
専門知識を得ることできるか、またそれらの専
門知識を総合的に活用することができるか

数理物質科学コロキュウム、
専門基礎科目、専門科目、
特別研究、修士論文作成、
学会発表

2. 専門知識：数理物質科学分野
における高度な専門知識と運
用能力

①  数理物質科学分野において、高度の専門知識
を有しているか
②  専門知識を実際の研究場面で適用・運用・活
用する能力を有するか

専門基礎科目、専門科目、
特別研究、修士論文作成、
学会発表、講習会参加

3. 倫理観：数理物質科学分野の
基礎的研究能力を有する人材
又は高度専門職業人にふさわ
しい倫理観と倫理的知識

①  一般的な倫理観に加えて、研究を遂行するに
必要な倫理観を持っているか
②  倫理問題発生の可能性がある事柄を理解し、
それに対処するための知識を有するか

専門基礎科目、専門科目、特
別研究、インターンシップ、プ
レゼンテーション・科学英語
技法、大学院共通科目、修士
論文作成、学会発表、
CITI-Japan、技能講習参加、
INFOSS情報倫理

博士

1. 研究力：数理物質科学分野に
おける最新の専門知識に基づ
いて先端的な研究課題を設定
し、自立して研究計画を遂行で
きる能力

①  専門分野において重要で意義のある研究課題
/研究目標を設定できるか

②  研究目標/研究課題を実現するための研究計
画を立案することができるか
③  研究計画を遂行するために必要な情報・技術・
専門知識を得ることできるか、またそれらの高
度の知識を総合的に活用することができるか

特論、特別研究、セミナー、
博士論文作成、学会発表、
国際会議発表、学術論文
発表

2. 専門知識：数理物質科学分野
における先端的かつ高度な専
門知識と運用能力

①  数理物質科学分野において、高度で先端的な
専門知識を有しているか
②  専門知識を実際の研究場面で適用・運用・活
用する高い能力を有するか

特論、特別研究、セミナー、
博士論文作成、学会発表、
国際会議発表

3. 倫理観：数理物質科学分野の
研究者又は高度専門職業人に
ふさわしい倫理観と倫理的知
識、及び専攻する特定の分野
に関する深い倫理的知識

①  一般的な倫理観に加えて、研究を遂行するに
必要な高い倫理観を持っているか
②  倫理問題発生の可能性がある事柄を理解し、
それに対処するための高度の知識を有するか

特別研究、セミナー、インター
ンシップ、大学院共通科目、
博士論文作成、学会発表、
CITI-Japan、技能講習参加、
INFOSS情報倫理

数理物質科学研究群
Degree Programs in Pure and Applied Sciences
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人材養成目的

システム・情報・社会が融合・複合する学際領域において、グローバルな俯瞰力と多様で柔軟な思考力を持ち、現実世界の複
雑で困難な問題を解決する独創力・発想力を備えてリーダーシップを発揮する研究者、大学教員、高度専門職業人を養成する。

研究群コンピテンス 評価の観点 対応する主な学修

修士

1. 研究力：システム情報工学分
野における研究課題設定と研
究計画を遂行するための基礎
的な知識と能力

①  システム情報工学分野の研究課題を適切に
設定できるか
②  システム情報工学分野の研究を行うための基
本的な技術はあるか
③  システム情報工学分野の研究を遂行して有意
義な成果を上げることができるか

特別研究、特別演習、学会
発表、修士論文

2. 専門知識：システム情報工学
分野における高度な専門知識
と運用能力

①  システム情報工学分野の基礎的な専門知識を
もつか
②  システム情報工学の特定の分野における高度
な専門知識を修得し、その運用能力を備えて
いるか

研究群共通科目、学位プロ
グラム専門科目、学会発表、
修士論文

3. 倫理観：工学分野の基礎的研
究能力を有する人材又は高度
専門職業人にふさわしい倫理
観と倫理的知識

①  研究者倫理および技術者倫理について理解
し、遵守しているか

特別研究、特別演習、
INFOSS 情報倫理、
eAPRIN

博士

1. 研究力：システム情報工学分
野における最新の専門知識に
基づいて先端的な研究課題を
設定し、自立して研究計画を
遂行できる能力

①  システム情報工学分野の先端的な研究課題
を適切に設定でき、その研究を行うための高
度な技術はあるか
②  システム情報工学分野の先端的研究を遂行し
て独創的な成果を上げることができるか

特別研究、特別演習、特許、
学会発表等

2. 専門知識：システム情報工学
分野における先端的かつ高度
な専門知識と運用能力

①  システム情報工学分野の専門知識を幅広くも
つか
②  システム情報工学の特定の分野における先端
的かつ高度な専門知識を修得し、それを研究
や問題解決のために運用できるか

特別研究、特別演習、学位
プログラム専門科目、学会
発表等、博士論文

3. 倫理観：工学分野の研究者又
は高度専門職業人にふさわし
い倫理観と倫理的知識、及び
専攻する特定の分野に関する
深い倫理的知識

①  研究者倫理および技術者倫理について十分
に理解し遵守しているか
②  研究の際に必要な研究者倫理および技術者
倫理に関する手続きについて十分に理解して
いるか。

特別研究、特別演習、一部
の専門科目、INFOSS情報
倫理、CITI Japan

システム情報工学研究群
Degree Programs in Systems and Information Engineering
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人材養成目的

生命科学と地球科学、農学、環境科学に関する専門分野の深い知識と研究能力、研究技術を持ち、一方で、生命、人間、これ
らを取り巻く基盤である地球、自然、社会を幅広い視点でとらえ、独創的な発想で研究課題を発掘し、課題を解決する能力を
持つ研究者、大学教員、高度専門職業人を養成する。このために次の学位プログラムを編成する。

研究群コンピテンス 評価の観点 対応する主な学修

修士

1. 研究力：生命地球科学分野に
おける研究課題設定と研究計
画を遂行するための基礎的な
知識と能力

生命地球科学分野において修得した専門知識を
用いて新たな研究課題を設定できるか。またその
研究計画を遂行するための基礎的な知識を身に
つけたか。

生命地球科学分野におけ
る前期課程の特別研究、学
会発表

2. 専門知識：生命地球科学分野
における高度な専門知識と運
用能力

生命地球科学分野における高度な専門知識を修
得できたか。またその専門知識を運用する能力が
あるか。

生命地球科学分野におけ
る基礎科目のほとんど、
研究会参加

3. 倫理観：生命地球科学分野の
基礎的研究能力を有する人材
又は高度専門職業人にふさわ
しい倫理観と倫理的知識

生命地球科学分野における基礎的研究能力を
有する人材、または高度専門職業人にふさわしい
倫理観と倫理的知識を修得したか。

研究倫理、研究コンプライ
アンス（生命科学）、
INFOSS受講など

博士

1. 研究力：生命地球科学分野に
おける最新の専門知識に基づ
いて先端的な研究課題を設定
し、自立して研究計画を遂行で
きる能力

生命地球科学分野において修得した最新の専
門知識を用いて先端的な研究課題を設定できる
か。またその研究計画を自立して遂行するための
基礎的な知識を身につけたか。

生命地球科学分野におけ
る後期課程の特別研究、
講究、論文公表

2. 専門知識：生命地球科学分野
における先端的かつ高度な専
門知識と運用能力

生命地球科学分野における先端的かつ高度な
専門知識を修得できたか。またその専門知識を
運用する能力があるか。

生命地球科学分野におけ
る専門科目のほとんど、
講究、学会参加

3. 倫理観：生命地球科学分野の
研究者又は高度専門職業人に
ふさわしい倫理観と倫理的知
識、及び専攻する特定の分野
に関する深い倫理的知識

生命地球科学分野における基礎的研究能力を
有する人材、または高度専門職業人にふさわしい
倫理観と倫理的知識を修得したか。

応用倫理、講究、
INFOSS受講など

生命地球科学研究群
Degree Programs in Life and Earth Sciences
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数学学位プログラム（博士前期課程）
Master's Program in Mathematics

数理物質科学コロキュウム、数学フロンティ
ア、専門基礎科目、専門科目、特別研究、
学会発表、総合交流会発表

数学インターンシップI・ II、数学フロンティ
ア、専門科目、特別研究、国際会議発表、
共同研究、TA経験

数理物質科学コロキュウム等の基礎科目、
数学フロンティア等の専門基礎科目、特別
研究等の専門科目、修士論文作成・学会
発表

研究科修了生によるオムニバス講座、数
理物質科学コロキュウム等の基礎科目、数
学インターンシップI・ II等の専門基礎科
目、特別研究等の専門科目、総合研究交
流会等への参加

プレゼンテーション・科学英語技法等の基
礎科目、大学院共通科目（情報伝達力・
コミュニケーション力養成科目群）、数学イ
ンターンシップI・ II等の専門基礎科目、特
別研究等の専門科目、学会・異分野交流
会等での発表、TA経験

数学インターンシップI・II、数学セミナー等
の専門基礎科目、特別研究、TA経験・学
会やセミナー等での討論

大学院共通科目（国際性養成科目群）、プ
レゼンテーション科学英語技法・Science in 
Japan I・ II等の基礎科目、数学セミナー等
の専門基礎科目、特別研究、国内外での
活動経験・ 留学生との交流・ 国際会議発
表・英語による論文執筆など

専門基礎科目、数学フロンティア、専門科
目、特別研究、修士論文作成、総合研究
交流会発表

数学インターンシップI・ II、特別研究、修
士論文作成、学会発表

専門基礎科目、数学フロンティア、専門科
目、特別研究、学会発表、総合交流会発
表

① 研究等を通じて知を社会に役立てた（または
役立てようとしている）か

② 幅広い知識に基づいて、専門分野以外でも
問題を発見することができるか

① 大きな課題に対して計画的に対応することが
できるか

② 複数の視点から問題を捉え、解決する能力
はあるか

① 研究等を円滑に実施するために必要なコミュ
ニケーションを十分に行うことができるか

② 研究内容や専門知識について、その分野だ
けでなく異分野の人にも的確かつわかりやす
く説明することができるか

① 専門分野についての高度な知識に基づき、
問題を発見することができるか

② 課題に対して計画的に研究を遂行することが
できるか

① 高度な数学的知識を活用しようとしているか
② 複数の視点から問題を捉え、解決する能力が

あるか

① 諸課題の本質となる数学的原理を探求し、新
たな知見を得ようとしているか

② 数学を通じた社会貢献活動に対する意識が
あるか

 後期課程進学、中学校・高等学校数学科教員、情報・通信企業、金融・保険業、製造業に
おけるソフトウェア開発担当、システムエンジニア等の研究開発職等 詳しくは下記URL参照
https://nc.math.tsukuba.ac.jp/graduate/aftergrad
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物理学学位プログラム（博士前期課程）
Master's Program in Physics

後期課程への進学、または、公的研究・教育機関、産業界における研究開発職。近年の就職先として
は、日本電気・ソニー・キャノンなどが挙げられます。

物理学の素養だけでなく関連学問分野の知識を身に着け、解明・解決すべき問題に科

学的に立ち向かう突破力を身に着け、後期課程において自立した研究を推進できる人材。

宇宙史一貫教育領域では、素粒子・原子核・宇宙の物理学諸分野を宇宙の進化の過

程と捉える視点に基づき、国際的な研究拠点をまたいだ教育システムにより、高い専門性

とともにこれら諸分野を横断する能力を持ち、宇宙史に関して国際的に活躍できる人材。

加速器科学領域では、高エネルギー加速器研究機構のBファクトリー、J-PARC、放射

光科学研究施設などを用いた研究および次世代加速器の開発を行い、将来、加速器分

野で活躍できる人材。

放射光物質科学領域では、放射光施設等（例えば、PF、J-PARC、SPring-8、さらに、

海外の施設）を活用した研究を行い、物質科学の知識・技術に加えて放射光等の知識・

技術の両方を修得し、放射光施設、民間企業で物質開発を推進できる人材。

① 研究等を通じて知を社会に役立てた（または役
立てようとしている）か

② 幅広い知識に基づいて、専門分野以外でも問
題を発見することができるか

研究指導科目、他研究室と共同の
演習科目、インターンシップ科目、
修士論文作成（特定課題研究報
告書作成）、学会発表など

研究指導科目、演習科目、他研究
室と共同の演習科目、インターンシ
ップ科目、達成度自己点検、外部
コンテスト等への参加など

研究指導科目、演習科目、研究発
表に関する科目、学会発表など

研究指導科目、演習科目、他研究
室と共同の演習科目、TA経験、チ
ームでのコンテスト参加、学会での
質問、セミナーでの質問など

大学院共通科目（国際性養成科
目群）、語学力養成科目、外国語
の演習科目、国際的な活動を伴う
科目、国外での活動経験、留学生
との交流、TOEIC得点、国際会議
発表、外国人との共同研究など

大学院共通科目、基礎科目、セミ
ナー科目、専門基礎科目

専門基礎科目、専門科目、特別研
究、修士論文、学会発表

大学院共通科目、基礎科目、セミ
ナー科目、専門基礎科目、学会発
表、インターンシップ

特別研究、修士論文

① 大きな課題に対して計画的に対応することがで
きるか

② 複数の視点から問題を捉え、解決する能力はあ
るか

① 研究等を円滑に実施するために必要なコミュニ
ケーションを十分に行うことができるか

② 研究内容や専門知識について、その分野だけ
でなく異分野の人にも的確かつわかりやすく説
明することができるか

① 物理学分野の幅広い知識を踏まえて、物理学と
社会との関係を考察できるか

② 自分の専門分野の知識を用いて社会に寄与す
る例を想像できるか

① 物理学分野の基礎的な専門知識を持ち、物理
現象に対して論理的な思考で取り組めるか

② 自身の研究分野の専門知識を習得し、研究を推
進できるか

① 自然界の真理を探究することに情熱を持つか
② 研究に対する取り組みが、科学的かつ真摯なも

のであるか
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化学学位プログラム（博士前期課程）
Master's Program in Chemistry

① 研究等を通じて知を社会に役立てた（または
役立てようとしている）か

② 幅広い知識に基づいて、専門分野以外でも
問題を発見することができるか

研究指導科目、論文発表に関する科目、
修士論文作成、学会発表など

研究指導科目、論文発表に関する科目、
修士論文作成、学会発表など

研究指導科目、論文発表に関する科目、
修士論文作成、学会発表など

研究指導科目、論文発表に関する科目、
修士論文作成、学会発表など

研究指導科目、論文発表に関する科目、
国外での活動経験、外国人（留学生を含
む） との共同研究、国際会議発表、英語
論文など

先端分子化学特論、先端無機化学特論、
先端有機化学特論

化学セミナー、化学特別演習、特別研究

化学セミナー、化学特別演習、特別研究

化学セミナー、化学特別演習、特別研究

化学セミナー、化学特別演習、特別研究

① 大きな課題に対して計画的に対応することが
できるか

② 複数の視点から問題を捉え、解決する能力
はあるか

① 研究等を円滑に実施するために必要なコミュ
ニケーションを十分に行うことができるか

② 研究内容や専門知識について、その分野だ
けでなく異分野の人にも的確かつわかりやす
く説明することができるか

物理化学、有機化学、無機化学の理論的・ 実
践的知識を有し、研究の現場で活用する能力を
有しているかどうか

化学研究に関して、英語で発表・質疑応答・論
文執筆をする能力を有しているかどうか

8.専門化学英語力： 化学研究
に関して、英語で発表・質疑応
答・論文執筆をする能力

10.良質な研究倫理観：研究デ
ータの適切な扱いと保存、他の
研究者の成果の適切な引用の
能力

63



・専門基礎：研究分野について、修士（理学）の学位にふさわしい基礎的能力を有しているか。

・関連分野基礎：研究に関連する分野について、修士（理学）の学位にふさわしい基礎的能力を有しているか。

・現実問題の知識：現実の問題について、修士（理学）の学位にふさわしい見識を備えているか。

・広い視野：修士（理学）の学位にふさわしい視野の広さを有しているか。

・問題設定から解決まで：専門的な問題を認識し、具体的な解決に導く能力を有しているか。

・ プレゼンテーション・ コミュニケーション能力： 修士（理学） の学位にふさわしい論理的プレゼンテーションと

コミュニケーションを行う能力を有しているか。

・学術的成果：修士（理学）の学位にふさわしい研究成果を挙げているか。

これらの評価項目に対する実力は、筆記試験、レポート提出、口頭試問、単位確認を経て評価し、論文審査

と最終試験において丁寧に評価・確認する。学位取得には、これらの審査で合格することが必要となる。
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応用理工学学位プログラム（博士前期課程）
Master's Program in Engineering Sciences

① 研究等を通じて知を社会に役立てた（または
役立てようとしている）か

② 幅広い知識に基づいて、専門分野以外でも
問題を発見することができるか

特別研究、基礎科目、大学院セミナー、インタ
ーンシップ、修士論文作成、学会発表、論文
等執筆、特許

特別研究、基礎科目、インターンシップ、TA経
験、達成度自己点検（修士論文中間報告時）

特別研究、大学院セミナー、学会発表、他研
究室と共同研究、TA経験、科学・産業イベント
等での討議・発表、学術論文作成・発表

特別研究、TA経験、学会発表、インターンシッ
プ参加体験、プロジェクト参加体験

大学院共通科目（国際性養成科目群）、語学
力養成科目、外国語の演習科目、国際的な活
動を伴う科目、学術論文執筆、国外での活動
経験、留学生との交流、TOEIC 等得点、国際
会議発表、外国人との共同研究、英語論文執
筆公表

大学院共通科目、基礎科目、専門基礎科目。
インターンシップ、TA経験、学会発表、論文等
執筆発表、各種講習会参加

専門基礎科目、特別研究、インターンシップ、
TA経験、学会、講習会、セミナー参加と発表

専門科目、特別研究、インターンシップ、学会、
講習会、セミナー参加と発表

数理物質科学コロキュウム、大学院共通科目、
基礎科目、専門基礎科目、特別研究、インタ
ーンシップ、INFOSS情報倫理、APRIN

専門基礎科目、専門科目、特別研究、インタ
ーンシップ、大学院セミナー、学会発表、海外
派遣、論文作成・発表

① 大きな課題に対して計画的に対応することが
できるか

② 複数の視点から問題を捉え、解決する能力
はあるか

① 研究等を円滑に実施するために必要なコミュ
ニケーションを十分に行うことができるか

② 研究内容や専門知識について、その分野だ
けでなく異分野の人にも的確かつわかりやす
く説明することができるか

工学分野の世界動向に関心をもち、知識を習得
しているか

工学分野の研究動向に関心をもち、専門知識を
幅広くもつか

研究者倫理および技術者倫理、ヒトを対象とする
研究に関する倫理と研究に必要な手続きについ
て十分理解しているか

工学分野の英語論文等を読んで理解するととも
に、研究を遂行して有意義な成果を上げることが
できるか
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国際マテリアルズイノベーション学位プログラム（博士前期課程）
Master's Program in Materia ls Innovation

① 研究等を通じて知を社会に役立てた（または
役立てようとしている）か

② 幅広い知識に基づいて、専門分野以外でも
問題を発見することができるか

Research in MI、大学院セミナー、インター
ンシップ、修士論文作成、学会発表など

① 大きな課題に対して計画的に対応することが
できるか

② 複数の視点から問題を捉え、解決する能力
はあるか

Research in MI、
インターンシップ、TA経験

① 研究等を円滑に実施するために必要なコミュ
ニケーションを十分に行うことができるか

② 研究内容や専門知識について、その分野だ
けでなく異分野の人にも的確かつわかりやす
く説明することができるか

Research in MI、Open Seminar、 Joint 
Seminar、大学院セミナー、学会発表、他
研究室と共同研究、TA経験

Research in MI、TA経験

大学院専門科目、Research in MI、インタ
ーンシップ、学会発表、講習会・ セミナー
参加、技術研修

Open Seminar、Joint Seminar、大学院共通
科目（国際性養成科目群）、語学力養成
科目、外国語の演習科目、国際的な活動
を伴う科目、学術論文執筆、国外での活
動経験、留学生との交流、TOEIC 得点、
国際会議発表、外国人との共同研究など

① 放射光物質解析、分光法、走査プローブ顕
微鏡、電子顕微鏡などの解析についての基
礎を習得しているか

② 物質機能を原子・電子レベルで解析する手
法を習得しているか

大学院専門科目、Research in MI、インタ
ーンシップ、学会発表、講習会・ セミナー
参加、技術研修

① 応用理工学分野の基礎的な専門知識を備え
ているか

② 応用理工学分野研究の応用展開に必要な
幅広い専門知識を習得しているか

③ 研究者倫理および技術者倫理について理解
し、遵守しているか

大学院共通科目、専門基礎科目、論文作
成・公表、APRIN e-learning、他倫理講習
受講

大学院専門科目、Research in MI、インタ
ーンシップ、学会発表、講習会・ セミナー
参加、技術研修
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応用理工学分野の世界的な研究動向に関心を
持ち、世界中の研究者と英語によるコミュニケー
ションをする能力を身に付けているか

Research in MI、Open Seminar、 Joint 
Seminar、英語授業、TOEIC 等英語技能
演習、英語による研究発表演習、留学生・
国外研究者との交流、TOEIC・TOEFL や
IELTSの得点
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数学学位プログラム（博士後期課程）
Doctoral Program in Mathematics

① 重要な課題に対して長期的な計画を立て、
的確に実行することができるか

② 専門分野以外においても課題を発見し、俯
瞰的な視野から解決する能力はあるか

数学インターンシップ III ・ IV、特別研究、
異分野・総合研究交流会等への参加

特別研究、博士論文作成・学会発表

① 魅力的かつ説得力のある目標を設定するこ
とができるか

② 目標を実現するための体制を構築し、リーダ
ーとして目的を達成する能力があるか

大学院共通科目（キャリアマネジメント科目
群）、数学インターンシップ III・ IV、特別研
究、TA （大学院セミナー）・RA 経験・研究
型インターンシップ等参加経験

特別研究、国内外での活動経験・国内外
共同研究・英語運用能力試験・国際会議
発表など

特別研究、博士論文作成、学会発表、RA
経験

① 異分野の研究者や研究者以外の人に対して、
研究内容や専門知識の本質を分かりやすく
論理的に説明することができるか

② 専門分野の研究者等に自分の研究成果を
積極的に伝えるとともに、質問に的確に答え
ることができるか

大学院共通科目（情報伝達力・コミュニケ
ーション力養成科目群）、数学インターン
シップIII・ IV、特別研究、学会発・異分野
異業種研究交流会等での発表、TA・RA
経験

① 専門分野についての先端的かつ高度な知
識に基づき、自ら問題を発見することができ
るか

② 課題に対して長期的計画を立て、自立して
研究を遂行することができるか

特別研究、博士論文作成、学会発表

① 先端的かつ高度な数学的知識を活用しようと
しているか

② 俯瞰的視点から問題を捉え、長期的計画の
下、解決する能力があるか

特別研究、博士論文作成、学会発表、異
分野交流会発表

① 学術論文・ 学会発表により専門家との研究
討議が十分に行えるか

② 専門家以外の人々に自身の研究成果を分
かりやすく伝えるとともに、数学を通じて社会
に貢献しようとしているか

特別研究、数学インターンシップ III ・ IV、
総合交流会、異分野交流会発表

特別研究、数学インターンシップ III ・ IV、
国際会議発表、共同研究、TA・RA 経験
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物理学学位プログラム（博士後期課程）
Doctoral Program in Physics

物理学の素養だけでなく関連学問分野の知識を身に着け、解明・解決すべき問題に科学的

に立ち向かう突破力を身に着けている人材。学界においては、高度な専門的知識と確かな研

究力を身につけ、宇宙の成り立ちから物質の世界まで広がる幅広い物理学の諸分野や他の学

問との境界領域において、科学のフロンティアを発展させることができる人材。産業界において

は、だれも解決し得なかった困難な課題に立ち向かい、物事の根本原理に立ち返って産業技

術のイノベーションを実現できる人材。

宇宙史一貫教育領域では、素粒子・原子核・宇宙の物理学諸分野を宇宙の進化の過程と

捉える視点に基づき、国際的な研究拠点をまたいだ教育システムにより、高い専門性とともにこ

れら諸分野を横断する能力を持ち、宇宙史に関して国際的に活躍できる人材を育成する。加

速器科学領域では、高エネルギー加速器研究機構のBファクトリー、J-PARC、放射光科学研

究施設などを用いた研究および次世代加速器の開発を行い、将来、加速器分野で活躍できる

人材。

放射光物質科学領域では、放射光施設等（例えば、PF、J-PARC、SPring-8、さらに、海外

の施設）を活用した研究を行い、物質科学の知識・技術に加えて放射光等の知識・技術の両

方を修得し、国内外の大学、研究所、放射光施設、民間企業で物質開発を推進できる人材。

① 重要な課題に対して長期的な計画を立て、
的確に実行することができるか

② 専門分野以外においても課題を発見し、俯
瞰的な視野から解決する能力はあるか

研究指導科目、演習科目、他研究室と共
同の演習科目、インターンシップ科目、達
成度自己点検など

研究指導科目、論文発表に関する科目、
博士論文作成、学会発表など

① 異分野の研究者や研究者以外の人に対して、
研究内容や専門知識の本質を分かりやすく
論理的に説明することができるか

② 専門分野の研究者等に自分の研究成果を
積極的に伝えるとともに、質問に的確に答え
ることができるか

研究指導科目、演習科目、研究発表に関
する科目、学会発表、ポスター発表など

① 魅力的かつ説得力のある目標を設定するこ
とができるか

② 目標を実現するための体制を構築し、リーダ
ーとして目的を達成する能力があるか

特別指導科目、他研究室と共同の演習科
目、 大学院共通科目（JAPIC 科目）、TA
（大学院セミナー等） 経験、プロジェクトの
参加経験など

大学院共通科目（国際性養成科目群）、
外国語の演習科目、国際的な活動を伴う
科目、国外での活動経験、外国人（留学
生を含む） との共同研究、TOEIC 得点、
国際会議発表、英語論文など

大学院共通科目、セミナー科目

① 物理学分野の基礎的な専門知識を持ち、物
理現象に対して論理的な思考で取り組める
か

② 自身の研究分野の高度な専門知識を習得し、
研究を遂行できるか

特別研究、実習、博士論文、研究会・学会・
国際会議発表

7.      物理力：  最先端の学識
を有し、国内外の研究者
と議論・ 共同研究を行う
能力
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① 自然界の真理を探究することに情熱を持ち、
それを実行しているか

② 研究の立案・ 手法・ 遂行・ 検証が、科学的
かつ真摯なものであるか

① 自身の研究の学術的な重要性を説明し、相
手の興味を引き出せるか

② 物理学に特有の概念を非専門家に説明し納
得させられるか

① 専門分野の動向を注視し、大局的な視野を
もって学術的意義を把握できるか

② 自己の研究を客観的に判断し、新たな展開
を生み出せるか

特別研究、博士論文

大学院共通科目、セミナー科目、研究会・
学会・国際会議発表、インターンシップ

特別研究、原著論文

10.     論理力：  科学者としての
使命感、論理性、自立性
を有すること

9.      発信力：  自身の研究に
ついて、専門分野以外の
人々にもわかりやすく情
報を発信する能力
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化学学位プログラム（博士後期課程）
Doctoral Program in Chemistry

① 重要な課題に対して長期的な計画を立て、
的確に実行することができるか

② 専門分野以外においても課題を発見し、俯
瞰的な視野から解決する能力はあるか

研究指導科目、論文発表に関する科目、
博士論文作成、学会発表など

研究指導科目、論文発表に関する科目、
博士論文作成、学会発表など

① 異分野の研究者や研究者以外の人に対して、
研究内容や専門知識の本質を分かりやすく
論理的に説明することができるか

② 専門分野の研究者等に自分の研究成果を
積極的に伝えるとともに、質問に的確に答え
ることができるか

研究指導科目、論文発表に関する科目、
博士論文作成、学会発表など

① 魅力的かつ説得力のある目標を設定するこ
とができるか

② 目標を実現するための体制を構築し、リーダ
ーとして目的を達成する能力があるか

研究指導科目、論文発表に関する科目、
博士論文作成、学会発表など

研究指導科目、論文発表に関する科目、
国外での活動経験、外国人（留学生を
含む）との共同研究、国際会議発表、英
語論文など

物理化学、有機化学、無機化学の理論的・ 実
践的知識を有し、研究の現場で活用する能力を
有しているかどうか

化学セミナー、化学特別演習、特別研
究

化学セミナー、化学特別演習、特別研
究

化学セミナー、化学特別演習、特別研
究

化学セミナー、化学特別演習、特別研
究

6.      化学専門知識： 物理化
学、有機化学、無機化学
の理論的・実践的知識を
有し、研究の現場で活用
する能力

8.      専門化学英語力：化学研
究に関して、英語で発表・
質疑応答・論文執筆をす
る能力

10.    良質な研究倫理観：研究
データの適切な扱いと保
存、他の研究者の成果の
適切な引用の能力

化学研究に関して、英語で発表・質疑応答・論
文執筆をする能力を有しているかどうか

化学セミナー、化学特別演習、特別研
究
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応用理工学学位プログラム（博士後期課程）
Doctoral Program  in Engineering Sciences

① 重要な課題に対して長期的な計画を立て、
的確に実行することができるか

② 専門分野以外においても課題を発見し、俯
瞰的な視野から解決する能力はあるか

特別研究、インターンシップ、TA経験、
他研究室と共同の演習、達成度自己点検

特別研究、大学院セミナー、インターンシ
ップ、博士論文作成、学会発表

① 異分野の研究者や研究者以外の人に対し
て、研究内容や専門知識の本質を分かりや
すく論理的に説明することができるか

② 専門分野の研究者等に自分の研究成果を
積極的に伝えるとともに、質問に的確に答え
ることができるか

特別研究、 大学院セミナー、 学会発表、
他研究室と共同研究、TA経験、科学・産
業イベント等での討議・発表

大学院共通科目（国際性養成科目群）、
外国語の演習科目、国際的な活動を伴う
科目、 学術論文執筆、 国外での活動経
験、外国人（留学生を含む）との共同研究、
TOEIC 等得点、国際会議発表、英語論
文執筆公表

① 魅力的かつ説得力のある目標を設定するこ
とができるか

② 目標を実現するための体制を構築し、リーダ
ーとして目的を達成する能力があるか

特別研究、TA・RA 経験、他研究室と共同
演習、大学院共通科目、学会発表、インタ
ーンシップ、プロジュエクト参加経験、サミ
ナー企画・開催
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異分野・ 初学者に対して、研究内容や専門知
識の本質を分かりやすく説明することができるか

工学分野の専門知識を幅広くもち、先端的な研
究を行うための高度な技術を獲得しているか

研究者倫理および技術者倫理、ヒトを対象とす
る研究に関する倫理と研究に必要な手続きにつ
いて十分理解しているか

① 先端的な研究課題を適切に設定し、研究を
遂行して独創的な成果を上げることができる
か

② 世界の専門家と討論できるだけのプレゼンテ
ーション能力、コミュニケーション能力がある
か

特別研究、セミナー、TA経験、学会発表、
講習会、技術研修

特別研究、セミナー、学会発表、論文執筆

大学院共通科目、基礎科目、特別研究、
INFOSS 情報倫理、APRIN、他倫理講習、
応用理工学関連の各種法令

特別研究、大学院セミナー、国際会議で
の発表等、海外派遣、学会発表

特別研究、セミナー、TA経験、学会発表、
講習会
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国際マテリアルズイノベーション学位プログラム（博士後期課程）
Doctoral Program in Materia ls Innovation

① 放射光物質解析や走査プルーブ顕微鏡な
どの解析機器を用いて、物質機能を原子・電子
レベルで解明することができる能力を身に付け
ているか

Research in MI、 論文発表演習、 学会
発表、論文等執筆発表、技術研修

① 応用理工学分野の研究者として欠かせない
高度専門知識を備えているか
② 応用理工学分野研究の応用展開に必要な
幅広い専門知識を習得しているか
③ 研究者倫理および技術者倫理について理
解し、遵守しているか

Research in MI、 論文発表演習、 論文
作成・公表、APRIN e-learning、他倫理
講習受講

① 重要な課題に対して長期的な計画を立て、
的確に実行することができるか

② 専門分野以外においても課題を発見し、俯
瞰的な視野から解決する能力はあるか

Research in MI、 インターンシップ、TA
経験

Research in MI、キャリアアップ特論、イ
ンターンシップ、博士論文作成、学会発
表など

① 異分野の研究者や研究者以外の人に対し
て、研究内容や専門知識の本質を分かりや
すく論理的に説明することができるか

② 専門分野の研究者等に自分の研究成果を
積極的に伝えるとともに、質問に的確に答え
ることができるか

Research in MI、Open Seminar、Joint 
Seminar、Research Proposal、学会発表、
他研究室と共同研究、TA経験

Open Seminar、Joint Seminar、大学院共
通科目（国際性養成科目群）、 外国語
の演習科目、 国際的な活動を伴う科
目、学術論文執筆、国外での活動経験、
外国人（留学生を含む） との共同研究、
TOEIC 得点、 国際会議発表、 英語論
文など

① 魅力的かつ説得力のある目標を設定するこ
とができるか

② 目標を実現するための体制を構築し、リーダ
ーとして目的を達成する能力があるか

Research in MI、Research Proposal、
TA経験

Research in MI、 論文発表演習、 学会
発表、論文等執筆発表、技術研修

Research in MI、 論文発表演習、 学会
発表、論文等執筆発表、技術研修
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応用理工学分野の世界的な研究動向に深い関
心を持ち、世界中の研究者との英語交渉能力
を身に付けているか

Research in MI、Open Seminar、Joint 
Seminar、 英語授業、TOEIC英語技能
演習、 英語による研究 Discussion、 国
際会議での英語によるプレゼン、 英語
論文執筆、外国人(留学生を含む)との
共同研究、Discussion

・ 国際マテリアルズイノベーション特別研究 IIIA ・ IIIB ・ IVA ・ IVB ・ VA ・ VB （必修各 3 単位） で自ら

の専門分野の研究を積極的に深め、 博士課程修了のための研究能力の向上を探求し、 世界トップレ

ベルの研究成果を上げる事に専念する。

・ リサーチプロポーザル（後期1年必修科目：1単位）で、後期課程の1年次において、後期課程で遂行する自

分の研究テーマ以外の研究について、その背景や意義、予想される成果を立案する。立案した研究計画を

セミナー形式で発表しディスカッションを行う。異分野の研究について積極的に情報を収集し、自身の研究に

取り入れるなど、研究計画を立案する能力を養う。学位プログラム所属の教員および学生全員がプロポーザ

ル発表会に出席し、ディスカッションを行うとともに、発表学生の評価をする。

・ Open Seminar IIIA ・ IIIB ・ IVA ・ IVB ・ VA ・ VB （必修科目 ： 各 1 単位） で、 世界の第一線で活躍する

外部研究者の講演、 および学生の研究紹介のセミナーに参加し、 レポートにまとめる。 英語でのデ

ィスカッションに活発に参加し、 国際的な英語でのコミュニケーション能力を身に付ける。

・ Joint Seminar IIA ・ IIIB ・ IVA ・ IVB ・ VA ・ VB （選択科目 ： 各 1 単位） で、 一学期にわたり、 他研究

室または海外での研究活動に参加し、 自らの研究テーマに関す研究レベルの深化と学際的視野の拡

大を図る。 所属する研究室とは分野の異なる他研究室のセミナーを聴講することで、 多様な研究環

境を体験する。
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社会工学学位プログラム（博士前期課程）
Master's Program in Policy and Planning Sciences
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・達成度評価シートによる達成度評価を学期ごとに計４回実施する。評価シートは「社会現象理解」「データ解析」

「制度設計」 「実験と提言」 「測定と評価」それぞれの能力と、 「資産・資源のデザイン」 「組織・行動のデザイ

ン」 「空間・環境のデザイン」の各分野の知識が履修によってバランス良く身についたかを評価するものとなっ

ている。この評価は毎回、指導教員と院生が面談し、シートの内容を確認する形で行われる。特に中間発表

会後に実施される4回目の評価では、AG教員から過去に受けた助言を研究に反映させているか、中間発表

の質疑応答においてAG教員との意見交換を行ったか、修士論文の完成に向け概ね順調に研究を進めてい

るか、についての評価が行われる。

・修士基礎演習、修士特別演習、修士特別研究は、1年次の研究計画発表会、2年次の中間発表会、最終審

査会の3つの段階で審査・評価を受ける。
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・学内外から優秀かつ多様な人材を受け入れるため、推薦入試、一般入試、及び、社会人特別選抜等、時期

および定員の異なる複数の入学試験を実施する。

・入試の種別に関わらず口述試験を必須とする。

・外国語の成績には英語能力検定試験（TOEIC, TOEFL等）のスコアを利用する。

・推薦入試では、成績が優秀で社会工学分野の研究に必要な能力が特に優れた者を選抜する。

・一般入試では、一定の基礎力及び研究能力を備えた人材を選抜する。

・社会人特別選抜では、基礎力及び研究能力に加え、社会人としての実績や経験を評価する。
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サービス工学学位プログラム（博士前期課程）
Master's Program in Service Engineering

91



92



・学内外から優秀かつ多様な人材を受け入れるため、推薦入試、一般入試、及び、社会人特別選抜等、時期

および定員の異なる複数の入学試験を実施する。

・入試の種別に関わらず口述試験を必須とする。

・外国語の成績には英語能力検定試験（TOEIC, TOEFL等）のスコアを利用する。

・推薦入試では、成績が優秀でサービス工学分野の研究に必要な能力が特に優れた者を選抜する。

・一般入試では、一定の基礎力及び研究能力を備えた人材を選抜する。

・社会人特別選抜では、基礎力及び研究能力に加え、社会人としての実績や経験を評価する。
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リスク・レジリエンス工学学位プログラム（博士前期課程）
Master's Program in Risk and Resil ience Engineering
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次に述べる達成度評価システムによって、教育の質保証を行う。

達成度評価項目として、以下の6項目について達成度評価を行う。

① 工学基礎力：工学分野の高度専門職業人にふさわしい基礎知識と学力を備えているか。

②  基礎理論･関連技術に関する知識：リスク･レジリエンス解析･評価のための基礎理論の知識並びにリスク･

レジリエンス解析･評価に関連する情報処理技術の知識を備えているか。

③ 現実問題に関する知識：リスク･レジリエンス工学が対象とする現実の問題に係る知識を備えているか。

④ 広い視野と俯瞰力：リスク･レジリエンス工学の対象を広い視野で捉える能力を有しているか。

⑤  問題設定･解決能力：リスク･レジリエンスにかかわる問題について、問題設定から工学的手段による解決ま

でのプロセスを理解し、具体的解決手段を考案･開発する能力を有しているか。

⑥  グローバル･コミュニケーション能力：研究チームや研究プロジェクトの中で、与えられた役割分担を果たし、

十分なコミュニケーション能力を発揮し、かつ必要に応じてリーダーシップをとる能力を有しているか。

達成度評価は、毎年度2回実施される達成度評価委員会において、各学生が3名以上の教員と面談し、評

価を受けることによる。評価結果は学生にフィードバックされ、その後の学修改善に利用する。最終回の達成度

評価において、すべての項目について修士（工学）の学位にふさわしいと判定された場合に、最終試験に合格

したと見なす。また、達成度評価における基準として、各科目において上記6項目に対するポイント配分を定める。

修了までに各評価項目について規程の合計ポイント以上のポイントを取得することを必要とする。

また、この達成度評価システムについては、次のようなPDCAサイクルによって常に改善を図る。

Plan:　　　達成度評価システムを企画し、実施内容・基準等を策定する。

Do:　　　 個別の学生ごとに複数の教員によって達成度評価を実行する。

Check:　 達成度評価システムの内容と実際の運用状況を点検する。

Act:　　　 発見されたシステム・運用上の課題の改善を図る。

入学者の選抜にあたっては、推薦入試、一般入試、社会人特別選抜などの入学者選抜方式によって多様な入

学志願者に対応するととともに、募集人員を分割し同一年度内に複数回の入学試験を実施する。入学者は口述

試験、さらに、分野の特性に応じて、出願資格を満たす成績証明書を利用して選抜するものとし、外国語につい

ては、英語能力検定試験（TOEIC, TOEFL等）のスコアの提出によって実施するものとする。

・推薦入試では、成績が特に優秀でリスク・レジリエンス工学分野における十分な知識と研究能力を有する者を

選抜する。

・一般入試では、一定の基礎力及び研究能力を備えた人材を選抜する。

・社会人特別選抜では、基礎力及び研究能力に加え、社会人としての実績や経験を評価する。
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情報理工学位プログラム（博士前期課程）
Master's Program in Computer Science

① 研究等を通じて知を社会に役立てた（または
役立てようとしている）か

② 幅広い知識に基づいて、専門分野以外でも
問題を発見することができるか

① 大きな課題に対して計画的に対応することが
できるか

② 複数の視点から問題を捉え、解決する能力
はあるか

① 研究等を円滑に実施するために必要なコミュ
ニケーションを十分に行うことができるか

② 研究内容や専門知識について、その分野だ
けでなく異分野の人にも的確かつわかりや
すく説明することができるか

① 情報理工学分野の研究課題を適切に設定
できるか

② 情報理工学分野の研究開発を行うための専
門的な技術を有しているか

③ 情報理工学分野の研究計画を立案し、それ
を着実に遂行して有効な成果を上げることが
できるか

① 研究者倫理および技術者倫理について理
解し、遵守しているか

② ヒトを対象とする研究に関する倫理と研究に
必要な手続きについて理解しているか
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・最終試験において学位論文の内容に関する発表を行い、学位審査を受けるとともに、審査委員会によって達

成度評価シートをチェックする。

本プログラムでは、情報分野や数理分野に関する基礎的素養を持ち、大学院において情報分野あるいは情

報数理分野に関する専門的知識や技術力、基礎的研究開発能力、実践力を身につける強い意欲を持つ人材

を国内外から広く求める。

・学内外から優秀かつ多様な人材を受け入れるため、推薦入試、一般入試、及び、社会人特別選抜等、時期

および募集人数の異なる複数の入学試験を実施する。

・入試の種別に関わらず外国語（英語）の成績は必須とし、その成績には英語能力検定試験（TOEIC, TOEFL

等）のスコアを利用する。

・一般入試、推薦入試及び社会人特別選抜では、書類および口述試験によってコミュニケーション能力、プレ

ゼンテーション能力等を含む総合的な能力を評価する。
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知能機能システム学位プログラム（博士前期課程）
Master's Program in Intel l igent and Mechanical Interaction Systems
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学内、学外、社会人を問わず広く優秀な人材を求めることを基本方針とする。入学者の選抜にあたっては、推

薦入学試験、一般入学試験、社会人特別選抜などの入学者選抜方式によって多様な入学志願者に対応する

とともに、募集定員を分割し同一年度内に複数回の入学試験を実施する。試験区分にかかわらず外国語（英語

能力検定試験（TOEIC, TOEFL等）のスコアを提出）と口述試験を必須とし、これらに加えて8 月期（一般入学

試験及び社会人特別選抜）のみ成績証明書を加えて選抜するものとする。

・推薦入学試験（7月期）では、当学位プログラムを第一志望とし、成績が優秀で知能機能システム分野の研究

に必要な能力が特に優れた者を選抜する。

・第1回一般入学試験（8月期）では、数学・英語等の基礎学力が高く、志望理由が明確で研究計画の具体性

や着想の点で優れている者を選抜する。また、第2回一般入学試験（2月期）では、それらに加えて卒業研究

（またはそれに代わるもの）を評価して選抜する。

・社会人特別選抜（8月期、2月期）では、これまでの研究または社会的経験を評価に加え、合否の判定も一般

入学試験とは独立に行うことによって、意欲と能力のある社会人（または社会的経験を有する者）を積極的に

受け入れる。
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構造エネルギー工学学位プログラム（博士前期課程）
Master's Program in Engineering Mechanics and Energy

研究群共通・専門科目，学位プログラム専
門科目，特別研究，特別演習，インターンシ
ップ科目，修士論文作成，学会発表，論文
執筆など

 機械、建築、社会基盤、エネルギー、航空宇宙などの工学分野において高度な専門知識を

有するだけでなく、関連する周辺分野にも横断的な視野を持ち、本質的な問題を抽出して独自

の解決方法が提案でき、その成果を国の内外に効果的に発信できる能力を有する研究者およ

び高度専門職業人を養成する。

特別研究，特別演習，インターンシップ，国
外での活動経験，外国人（留学生を含む）
との共同研究，TOEIC得点，国際会議発表，
英語論文執筆など

特別演習，特別研究，学会発表，論文執筆，
修士論文

研究群共通科目，学位プログラム専門科目，
学会発表，論文執筆，修士論文

103



＜最終試験に係る基準＞

 学位論文の内容について説明を求め、上記の1.から5.の基準を満たすことが確認されるとともに、以下の能力、知識等を有する

こと。

1．知の活用力：高度な知識を社会に役立てる能力

2．マネジメント能力：広い視野に立ち課題に的確に対応する能力

3．コミュニケーション能力：専門知識を的確に分かり易く伝える能力

4．チームワーク力：チームとして協働し積極的に目標の達成に寄与する能力

5．国際性：国際社会に貢献する意識

6．研究力：構造エネルギー工学分野の問題を抽出して解決法を提案し実行できる能力

7．専門知識：構造エネルギー工学分野における基本的学力と高度な専門知識を運用する能力

8．倫理観：工学分野の高度専門職業人にふさわしい倫理観と倫理的知識

＜学位論文が満たすべき水準、審査委員の体制、審査方法及び項目等＞

 修士論文審査委員会は、システム情報工学研究群大学院担当教員のうちから、主査1名及び副査2名以上で組織するものと

する。ただし、必要がある場合には、他研究群または他大学大学院の教員、研究所の研究員等を副査とすることができる。主査は

研究指導担当教員とする。

 主査は、修士論文審査委員会を開催し、学位論文の審査に係る基準に従い論文を審査し、合否判定を行う。上記の評価項目

すべてについて、学位論文（修士）としての水準に達していると認められるものを、最終（口述）試験を経た上で合格とする。

 ディプロマ・ポリシー （DP）が達成されるようにカリキュラムを編成する。即ち、機械、建築、社会基盤、エネルギー、航空宇宙など

の工学分野における基礎理論や最先端技術を深く学ぶとともに、理工情報生命の中の複数分野についても広く学修することで、通

常の縦割り型の工学系専攻では得られないような広い視野を持つ人材を養成する教育を行う。

 本学位プログラムでは、研究群共通科目群に専門科目と専門基礎科目、学位プログラム科目群に専門科目と

専門基礎科目を編成する。必修科目12単位に加えて、「構造・防災・信頼性工学」 「固体力学・材料工学」 「流体・

環境工学」 「熱流体・エネルギー工学」の分野に専門基礎科目と専門科目を設定する。これらの科目を18単位

以上修得する必要がある。必修の専門科目はプレゼンテーション・コミュニケーション能力や広い視野を養成する

科目であり、研究群共通科目群は各々の分野における基礎理論や最先端技術を学ぶ科目である。さらに問題設

定から工学的手段による解決までのプロセスを理解し解決手段を開発するプロジェクト科目も開講し、構造エネル

ギー工学に関わる現実の問題についての知識を深める。以上の学修と専門分野における研究を修士論文にまと

めることによって、DPに挙げた各項目が達成される。なお、更に幅広い知識・研究能力の獲得を目的とした他研

究群開設科目、大学院共通科目、学術院共通専門基盤科目等の履修も奨励する。

（汎用的知識・能力）

・研究群共通科目及び学位プログラム科目群の履修、特別研究、特別演習などにより知の活用力を身に付ける。

・特別研究、特別演習、修士論文に関わる研究計画の立案などによりマネジメント能力を身に付ける。

・特別研究、特別演習、インターンシップ、学会発表などによりコミュニケーション能力を身に付ける。

・特別研究、特別演習、インターンシップ、TA経験、研究室活動などによりチームワーク力を身に付ける。

・  特別研究、特別演習、インターンシップ、外国人（留学生を含む）との共同研究、国際会議発表、英語論文執

筆などにより国際性を身に付ける。

（専門的知識・能力）

・特別演習、特別研究、学会発表、論文執筆、修士論文などにより研究力を身に付ける。

・  研究群共通科目群及び学位プログラム科目群の履修、学会発表、論文執筆、修士論文などにより専門分野の

高度な知識を身に付ける。

・  研究群共通科目群及び学位プログラム科目群の履修、特別研究、特別演習などにより横断的な視点を身に付

ける。

・特別演習、特別研究などにより問題を抽出し独自の解決法を提案できる能力を身に付ける。

・特別演習、特別研究、学会発表、修士論文などにより成果を国内外に発信できる能力を身に付ける。

・特別演習、特別研究、倫理に関するe-learningなどにより倫理観を身に付ける。
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 学士課程レベルの数学、物理学および英語の基礎学力を十分に備えた上で、機械、建築、社会基盤、エネル

ギー、航空宇宙などの工学分野に興味を持ち、人類の発展に貢献する発想豊かな技術者あるいは研究者を志す

人材を求める。

学外から優秀な人材を積極的に受け入れるため、他大学の出身者、社会人、外国人留学生が受験しやすい入試

方法を採用する。推薦入試、一般入試および社会人特別選抜により多様な入学志願者に対応するとともに、募

集定員を分割し同一年度内に複数回の入学試験を実施する。一般入試では口述試験の結果、および英語能力

検定試験（TOEIC, TOEFL等）のスコアに基づく外国語の成績を利用して選抜する。推薦入試および社会人特

別選抜では口述試験の結果により総合的に選抜する。

・推薦入試では、成績が特に優秀で構造エネルギー工学分野における十分な知識と研究能力を有する者を選抜

する。

・一般入試では、工学系の学士課程を優秀な成績で卒業できる基礎学力及び研究能力を備えた人材を選抜する。

・社会人特別選抜では、上記の基礎学力及び研究能力に加え、社会人としての実績や経験を評価する。
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ライフイノベーション（生物情報）学位プログラム（博士前期課程）
Master's Program in Life Science Innovation (Bioinformatics)

ライフイノベーション博士前期研究
I春，博士前期インターンシップ，ラ
イフイノベーションチーム型演習
（基礎），修士論文作成，学会発表

ライフイノベーション博士前期研
究I春，博士前期インターンシップ，
ライフイノベーションチーム型演習
（基礎），レギュラトリーサイエンス，
達成度評価
ライフイノベーション博士前期研究I春，
ライフイノベーションチーム型演習（基
礎），バイオインフォマティクス基礎，博
士前期ライフイノベーションセミナー，
学会発表，T-LSI student workshop

ライフイノベーション博士前期研究
I春，ライフイノベーションチーム型
演習（基礎），学会での質問

レギュラトリーサイエンス，ライフイ
ノベーションチーム型演習（基礎），
博士前期ライフイノベーションセミ
ナー，修士論文作成

バイオインフォマティクス概論，創
薬概論， 食品科学概論， バイオリ
ソース概論，ライフイノベーション博
士前期研究I春，ライフイノベーシ
ョン博士前期演習I春，学会発表，
セミナーへの参加

遺伝子解析と機能ゲノミクス，ライ
フイノベーション博士前期研究I春，
ライフイノベーション博士前期演習
I春

ライフイノベーションチーム型演習
（基礎），博士前期ライフイノベーシ
ョンセミナー，達成度評価，T-LSI 
student workshop，修士論文作成
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・ 入学１年後に，指導教員と２名の副指導教員から構成される達成度評価委員会が，中間評価（達成度評価I）

を行う。

・ 1年次末に主査と2名の副査が修士論文の作成に向けた研究の進捗状況に対する中間審査を行う。

・ 修了予定の４ヵ月前に，指導教員と２名の副指導教員から構成される達成度評価委員会が，最終評価（達成

度評価 II）を行う。

・ 生物情報領域の教育課程は，専門科目，本学位プログラム６領域（病態機構領域，創薬開発領域，食料革

新領域，環境制御領域，生物情報領域，生体分子材料領域） 共通の基礎科目，および大学院共通科目で

構成される。専門科目では，生物情報に関する専門力を養うための講義のほかに，各自の所属する研究室

において，生物情報に関する研究指導を受ける。

・ 修士論文作成，学会発表等により，知の活用力を身に付ける。

・ 「レギュラトリーサイエンス」等により，マネジメント能力を身に付ける。

・ 「ライフイノベーション博士前期演習」等により，コミュニケーション能力を身に付ける。

・ 「ライフイノベーションチーム型演習（基礎）」等により，チームワーク力を身に付ける。

・ 「博士前期ライフイノベーションセミナー」等により，国際性を身に付ける。

・ 基礎科目， 「ライフイノベーション博士前期研究」等により，イノベーション力を身に付ける。

・ 専門科目等により，専門知識を身に付ける。

・ 基礎科目，専門科目，中間発表会等により，高度英語実践力を身に付ける。

107



 

108



社会工学学位プログラム（博士後期課程）
Doctoral Program in Policy and Planning Sciences
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 以下の評価項目すべてが満たされていると認められるものを合格とする。

＜学位論文の審査に係る基準＞

1．  研究テーマの意義：社会の諸事象に関わる問題を発見し、それを解決することが学術的、もしくは、社会に対する貢献に繋が

る十分な意義を有すると認められるか。

2．  先行研究の理解：研究テーマと関連する既存の理論と研究を広範かつ精確に把握し、客観的に評価が行われているかが問

われる。また、その理解にもとづき、自己の研究が文献に対していかなるユニークな貢献を果たし得るのか、社会・経済、都市

環境、経営組織とそこで働く人々にとって如何なる貢献或いは価値を持ち得るか、等について深く議論されているか。

3．  研究方法の理解と妥当性：研究テーマを探求するための方法（論証、実験、シミュレーション、調査、サーベイ等の設計とデ

ータの解析、等）を深く理解し、研究テーマの探求に向け、それを使いこなすスキルを十分に修得したと評価し得るか。

4．  研究結果の提示と解釈の妥当性：研究結果を学術的に提示するスキル、及びそれを演繹的、或いは帰納的に解釈する思考

力を備えていると評価し得るか。

5．  研究総括：上記1〜4のステップを俯瞰し、また、自己の研究の強みと弱みを客観的に評価したうえで、学術的貢献性、及び、

将来の研究動向に向けて意義のある議論を展開出来ているか。

6．  オリジナリティ：既存の知見に対して新知識を付加するオリジナル・リサーチと呼ぶにふさわしいか。

7．  論文の形式：論文に用いられた文章表現の的確さ、図表・文献の提示や引用、及び文献リストの作成が学術論文としてふさ

わしい水準に達しているか。

＜最終試験に係る基準＞

1．【研究力】社会工学分野における最新の専門知識に基づいて先端的な研究課題を設定し、自立して研究計画を遂行できるか。

2．【専門知識】社会工学分野における先端的かつ高度な専門知識と運用能力を有しているか。

3．【倫理観】社会工学分野の高度専門職業人にふさわしい倫理観と倫理的知識を有しているか。

＜学位論文が満たすべき水準、審査委員の体制、審査方法及び項目等＞

 博士論文審査委員会の審査委員は、主査１名、副査3名以上の構成とする。主査ならびに副査２名以上はシステム情報工学

研究群大学院担当教員とし、副査の内１名以上は社会工学学位プログラム担当以外から選出する。

 主査は、博士論文審査委員会を開催し、学位論文の審査に係る基準に従い論文を審査し、合否判定を行う。上記1.〜7.の

評価項目すべてについて、学位論文（博士）としての水準に達していると認められるものを、最終（口述）試験を経た上で合格と

する。

110



・学内外から優秀かつ多様な人材を受け入れるため、内部進学制度選抜、一般入試、及び、社会人特別選抜

等、時期および定員の異なる複数の入学試験を実施する。

・入試の種別に関わらず口述試験を必須とする。

・内部進学制度選抜では、社会工学位プログラム（博士前期課程）の修了予定者の中から、高い基礎力及び

研究能力を備えた人材を選抜する。

・一般入試では、一定の基礎力及び研究能力を備えた人材を選抜する。

・社会人特別選抜では、基礎力及び研究能力に加え、社会人としての実績や経験を評価する。
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リスク・レジリエンス工学学位プログラム（博士後期課程）
Doctoral Program in Risk and Resil ience Engineering
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次に述べる達成度評価システムによって、教育の質保証を行う。

達成度評価項目として、後期課程では以下の6項目について達成度評価を行う。

① 工学基礎力：工学分野の研究者または高度専門職業人にふさわしい基礎知識と学力を備えているか。

② 理論的基盤・関連技術に関する知識：工学基礎力をベースにしたリスク･レジリエンス解析･評価のための

理論的基盤の知識、並びにリスク･レジリエンス解析･評価に関連する高度な情報処理技術の知識を備えて

いるか。

③ 現実問題に関する知識：リスク･レジリエンス工学が対象とする現実の問題に係る深い知識を備えているか。

④ 広い視野と俯瞰力：リスク･レジリエンス工学の対象を広く総合的な視野で捉える能力を有しているか。

⑤ 問題設定･解決能力：リスク･レジリエンスにかかわる問題について、問題設定から工学的手段による解決

までのプロセスを深く理解し、具体的解決手段を創造し開発する能力を有しているか。

⑥ グローバル･コミュニケーション能力：研究チームや研究プロジェクトの中で、与えられた役割分担を果たし、

高いコミュニケーション力をもってリーダーシップをとる能力を有しているか。

達成度評価は、各年度に2回実施される達成度評価委員会において、各学生が3名以上の教員と面談し、

評価を受けることによる。評価結果は学生にフィードバックし、その後の学修改善に利用する。最終回の達成度

評価において、すべての項目について博士（工学）の学位にふさわしいと判定された場合に、最終試験に合格

したと見なす。
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情報理工学位プログラム（博士後期課程）
Doctoral Program in Computer Science

① 重要な課題に対して長期的な計画を立て、
的確に実行することができるか

② 専門分野以外においても課題を発見し、俯
瞰的な視野から解決する能力はあるか

① 異分野の研究者や研究者以外の人に対して、
研究内容や専門知識の本質を分かりやすく
論理的に説明することができるか

② 専門分野の研究者等に自分の研究成果を
積極的に伝えるとともに、質問に的確に答え
ることができるか

① 魅力的かつ説得力のある目標を設定するこ
とができるか

② 目標を実現するための体制を構築し、リーダ
ーとして目的を達成する能力があるか

① 情報理工学分野における新たな問題を発見
し、それに対して適切な研究課題を設定でき
るか

② 情報理工学分野の研究開発を行うための先
端的な専門的な技術を有しているか

③ 情報理工学分野の新たな問題に対して研究
計画を立案し、それを着実に遂行して有効
な成果を上げることができるか

④ 国際的な場において研究成果を英語でプレ
ゼンテーションし、英語でディスカッションが
できるか
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情報理工後期特別研究，情報理工後期

特別演習A/B，INFOSS 情報倫理，APRIN

・ 本学位プログラムでは、 「必修科目」および「専門科目」を設けている。

・ 「必修科目」では指導教員のアドバイスを受けながら研究活動を行うとともに、関連分野のサーベイ等を行う。

これにより知の活用力、マネジメント能力、コミュニケーション能力、チームワーク力、工学基礎力、情報分野

の知識・技術、専門分野の探求力、プレゼンテーション能力、理工系の知識・技術を修得する。

・ 「研究セミナー」において、英語での研究発表や議論を通して、コミュニケーション能力、国際性、プレゼンテ

ーション能力を習得する。

・ 「研究型インターンシップI/II」では、他大学や研究所等に滞在して研究活動に従事することで、マネジメント

能力、コミュニケーション能力、リーダーシップ力、国際性、情報分野の知識・技術、専門分野の探求力、プ

レゼンテーション能力を習得する。

・ 「異分野研究室インターンシップI/II」では、理工系の研究室へ滞在し研究活動に従事することで、コミュニケ

ーション能力、専門分野の探求力、プレゼンテーション能力、理工系の知識・技術力を習得する。

・ 「大学院共通科目」、 「学術院共通専門基盤科目」、 「研究群共通科目群」等を通じて、多様な分野に関する

深い専門的知識や技術力を身につける。

・ TA （Teaching Assistant）やTF （Teaching Fellow）の活動や研究室での後輩への研究指導などを通じて、マ

ネジメント能力を身につける。
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・学内外から優秀かつ多様な人材を受け入れるため、内部進学制度選抜、一般入試、及び、社会人特別選抜

等、時期および募集人数の異なる複数の入学試験を実施する。

・入試の種別に関わらず口述試験は必須とする。

・内部進学制度選抜では、情報理工学位プログラム（博士前期課程）の修了予定者の中から、高い基礎力及

び研究能力を備えた人材を選抜する。

・一般入試では、一定の基礎力及び研究能力を備えた人材と選抜する。

・社会人特別選抜では、基礎力及び研究能力に加え、社会人としての実績や経験を評価する。
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知能機能システム学位プログラム（博士後期課程）
Doctoral Program in Intel l igent and Mechanical Interaction Systems

119



以下の評価項目すべてが満たされていると認められるものを合格とする。

＜学位論文の審査に係る基準＞

1．関連分野の国際的な研究動向および先行研究の把握に基づいて、工学における当該研究の意義や位置づけが明確に

述べられているか。

2．工学の発展に寄与するオリジナルな研究成果が、学術論文として発表するのに相応しい量含まれているか。

3．研究結果の信頼性が十分に検証されているか。

4．研究結果に対する考察が妥当であるとともに、結論が客観的な根拠に基づいているか。

5．研究の背景、目的、方法、結果、考察、結論等が博士学位論文に相応しい形式にまとめてあるか。

＜最終試験に係る基準＞

1．（汎用コンピテンス）知能機能システム学位プログラム（後期課程）修了生にふさわしい知の創成力、マネジメント能力、コミ

ュニケーション能力、リーダーシップ力、国際性を身に付けているか。

2．（研究力）知能機能システム分野において先端的な研究課題を設定し、自立して研究を遂行し独創的な成果を上げて国

際的に発表する能力とそのための高度な技術をもつか。

3．（専門知識）工学分野の研究者または高度専門職業人にふさわしい知識と学力、および知能機能システム分野における

先端的かつ高度な専門知識と運用能力を備えているか。

4．（倫理観）工学分野の研究者または高度専門職業人にふさわしい倫理観と倫理的知識、および知能機能システム分野に

関する深い倫理的知識をもつか。

＜学位論文が満たすべき水準、審査委員の体制、審査方法及び項目等＞

博士論文審査委員会は主査１名及び副査4名以上で構成し、主査は本研究群の研究指導教員、副査2名以上は大学院

担当教員とする。なお、主査、副査はすべての審査委員を知能機能システム学位プログラムの教員とするのではなく、他学

位プログラム、他研究群、学外の審査委員のどれかのカテゴリの審査委員を少なくとも1名加える。

博士論文審査委員会は、学位論文の審査に係る基準に従い論文を審査し、合否判定を行う。上記1.～5.の評価項目す

べてについて、学位論文（博士）としての水準に達していると認められるものを、最終（口述）試験を経た上で合格とする。
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構造エネルギー工学学位プログラム（博士後期課程）
Doctoral Program in Engineering Mechanics and Energy

研究群共通・ 専門科目，学位プログラム
専門科目，特別研究，特別演習，インター
ンシップ科目，博士論文作成，学会発表，
論文執筆など

 機械、建築、社会基盤、エネルギー、航空宇宙などの工学分野において高度な専門知識

を有するだけでなく、関連する周辺分野に関する横断的な視野や国際的な情報発信能力を

備え、研究プロジェクトを適切に管理・運営し、社会で主導的な役割を果たし，工学分野に学

ぶ後進を適切に指導できる大学教員、研究者及び高度専門職業人を育成する。

特別研究，特別演習，インターンシップ，
国外での活動経験，外国人（留学生を含
む） との共同研究，TOEIC得点，国際会
議発表，英語論文執筆など

特別演習，特別研究，学会発表，論文執
筆，博士論文

研究群共通科目，学位プログラム専門科
目，学会発表，論文執筆，博士論文
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4．  研究の結論が客観的な根拠、合理的な演繹に基づいていること。

5．  上記の項目の全てが適切な論文構成、明快な記述により取り纏められていること。また、論文の内容を的確に説明する題目が

与えられていること。

＜最終試験に係る基準＞

学位論文の内容について説明を求め、上記の1.から5.の基準を満たすことが確認されるとともに、以下の能力、知識等を有する

こと。

1．  知の創成力：未来の社会に貢献し得る新たな知を創成する能力

2．  マネジメント能力：俯瞰的な視野から課題を発見し解決のための方策を計画し実行する能力

3．  コミュニケーション能力：学術的成果の本質を積極的かつわかりやすく伝える能力

4．  リーダーシップ力：リーダーシップを発揮して目的を達成する能力

5．  国際性：国際的に活動し国際社会に貢献する高い意識と意欲

6．  研究力：構造エネルギー工学分野の先端的な問題を抽出して解決法を提案し実行できる能力

7．  専門知識：構造エネルギー工学分野における基本的学力と先端的かつ高度な専門知識を運用する能力

8．  倫理観：工学分野の高度専門職業人にふさわしい倫理観と倫理的知識

＜学位論文が満たすべき水準、審査委員の体制、審査方法及び項目等＞

 博士論文審査委員会の審査委員は主査１名及び副査３名以上で構成し、主査は本研究群の研究指導教員、副査2名以上

は大学院担当教員とする。なお、主査、副査はすべての審査委員を構造エネルギー工学学位プログラムの教員とするのではなく、

他学位プログラム、他研究群、学外の審査委員のどれかのカテゴリの審査委員を少なくとも1名を加える。

 主査は、博士論文審査委員会を開催し、学位論文の審査に係る基準に従い論文を審査し、合否判定を行う。上記の評価項

目すべてについて、学位論文（博士）としての水準に達していると認められるものを、最終（口述）試験を経た上で合格とする。

 ディプロマ・ポリシー （DP）が達成されるようにカリキュラムを編成する。即ち、機械、建築、社会基盤、エネルギー、航空宇宙など

の工学分野における基礎理論や最先端技術を深く学ぶとともに、理工情報生命の中の複数分野についても学修することで、通常の

縦割り型の工学系専攻では得られないような広い視野を養成する。

 カリキュラムは、構造エネルギー工学に関する高度な研究能力を育成することを第一の目的として必修の専

門科目を編成する。専門科目に加え、更に幅広い知識・研究能力の獲得を目的に研究群共通科目群、他研

究群開設科目、学術院共通専門基盤科目、大学院共通科目の中から2単位以上を修得する必要がある。必修

科目はプレゼンテーション・コミュニケーション能力や広い視野を養成する科目である。これらの学修と専門分

野における研究を博士論文にまとめることによってDPに挙げた各項目が達成される。また前期課程 、学類講

義のTAを務め、後進を指導する経験を積む機会を積極的に与える。

（汎用的知識・能力）

・  研究群共通科目群及び学位プログラム科目群の専門科目、特別研究、特別演習、博士論文作成、学会発表

などにより知の創成力を身に付ける。

・  特別研究、特別演習、達成度自己点検、博士論文に関わる研究計画の立案などによりマネジメント能力を身

に付ける。

・  特別研究、特別演習、インターンシップ、学会発表、ポスター発表などによりコミュニケーション能力を身に付

ける。

・  特別研究、特別演習、インターンシップ、TA （大学院セミナー等）経験、プロジェクトの参加経験、研究室活

動などによりリーダーシップ力を身に付ける。

・  特別研究、特別演習、インターンシップ、外国人（留学生を含む）との共同研究、国際会議発表、英語論文

執筆などにより国際性を身に付ける。

（専門的知識・能力）

・  特別演習、特別研究、学会発表、論文執筆、博士論文などにより研究力を身に付ける。

・  研究群共通科目群及び学位プログラム科目群の専門科目の履修、学会発表、論文執筆、博士論文などによ

り専門分野の高度な知識を身に付ける。

・  研究群共通科目群の履修、特別演習、特別研究、学会発表などにより横断的な視点を身に付ける。

・  特別研究、特別演習、インターンシップ、プロジェクトの参加経験、研究室活動などにより問題抽出と解決法

提案能力を身に付ける。

・  特別研究、特別演習、インターンシップ、外国人（留学生を含む）との共同研究、国際会議発表、英語論文

執筆などにより成果を国内外に発信できる能力を身に付ける。
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 修士学位を取得済みまたは取得予定であり、構造エネルギー工学関連分野の基礎学力を十分に備えた上

で、機械、建築、社会基盤、エネルギー、航空宇宙などの工学分野に興味を持ち、人類の発展に貢献する発

想豊かな技術者あるいは研究者を志し、各分野において指導的な立場で活躍することを目指す人材を求める。

学外から優秀な人材を積極的に受け入れるため、他大学の出身者、社会人、外国人留学生が受験しやすい

入試方法を採用する。一般入試および社会人特別選抜では、これまでの研究内容および今後の研究計画の

プレゼンテーションの後、関連事項について試問を行う。

・内部進学制度選抜では、構造エネルギー工学学位プログラム（博士前期課程）の修了予定者の中から、特

に高い基礎学力及び研究能力を備えた人材を選抜する。

・一般入試では、工学系の修士課程を優秀な成績で修了できる基礎学力及び研究能力を備えた人材を選抜

する。

・社会人特別選抜では、上記の基礎学力及び研究能力に加え、社会人としての実績や経験を評価する。

124



ライフイノベーション（生物情報）学位プログラム（博士後期課程）
Doctoral Program in Life Science Innovation (Bioinformatics)
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・ 生物情報領域の教育課程は，専門科目，本学位プログラム６領域（病態機構領域，創薬開発領域，食料革

新領域，環境制御領域，生物情報領域，生体分子材料領域）共通の基礎科目，および大学院共通科目で

構成される。専門科目では，生物情報に関する研究指導を受ける。

・ 博士論文作成，学会発表等により，知の創成力を身に付ける。

・ 「博士後期インターンシップ」等により，マネジメント能力を身に付ける。

・ 「博士後期ライフイノベーションセミナー」等により，コミュニケーション能力を身に付ける。

・ 「ライフイノベーション博士後期研究」により，リーダーシップ力を身に付ける。

・ 「博士後期ライフイノベーションセミナー」等により，国際性を身に付ける。

・ 基礎科目，専門科目等により，イノベーション力を身に付ける。

・ 「ライフイノベーション博士後期演習」等により，専門知識を身に付ける。

・ 中間発表会，国際学会発表等により，高度英語実践力を身に付ける。

・ 入学１年後に，指導教員と２名の副指導教員から構成される達成度評価委員会が，初期評価（達成度評価I）

を行う。

・入学１年６ヵ月後に行う中間発表会において，主査と３名の副査が，博士論文の作成に向けた研究の進捗状

況に対する中間審査を行う。

・修了予定の１年前に，指導教員と２名の副指導教員から構成される達成度評価委員会が，中間評価（達成

度評価II）を行う。

・修了予定の５ヵ月前に，指導教員と２名の副指導教員から構成される達成度評価委員会が，最終評価（達成

度評価III）を行う。
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エンパワーメント情報学プログラム（一貫制博士課程）
Doctoral Program in Empowerment Informatics

エンパワーメント情報学特別研究I〜
V，エンパワーメントプロジェクト研究，学
術雑誌論文発表演習，国際会議・学術
雑誌論文発表演習，エンパワーメント研
究発表演習，特定課題研究，博士論文，
アイディアコンテスト等参加
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【修士】

 以下の評価項目すべてが満たされていると認められるものを合格とする。

1．関連分野の先行研究の把握に基づいて、人間情報学における当該研究の意義や位置づけが述べられているか。

2．工学分野のオリジナルな研究成果が、学会等で発表できる程度に含まれているか。

3．研究結果に一定の信頼性が認められるか。

4．研究結果に対して適切な考察がなされ、妥当な結論が導かれているか。

5．研究の背景、目的、方法、結果、考察、結論等が修士学位論文に相応しい形式にまとめてあるか。

＜学位論文が満たすべき水準、審査委員の体制、審査方法及び項目等＞

　修士論文審査委員会は、システム情報工学研究群大学院担当教員のうちから、主査1 名及び副査2 名以上で組織するも

のとする。ただし、必要がある場合には、他研究群または他大学大学院の教員、研究所の研究員等を副査とすることができる。

主査は研究指導担当教員とし、副査については、システム情報工学研究群大学院担当教員2 名以上を含むものとする。

　修士論文審査委員会は、学位論文の審査に係る基準に従い特定課題研究を審査し、合否判定を行う。上記1.〜5.の評

価項目すべてについて、学位論文（修士）としての水準に達していると認められるものを、面接（口述）試験を経た上で合格

とする。

【博士】

 以下の評価項目すべてを満たす学位論文であること、最終試験が合格であることが博士の学位授与の要件である。

＜学位論文の審査に係る基準＞

1．関連分野の国際的な研究動向および先行研究の把握に基づいて、人間情報学における当該研究の意義や位置づけが

明確に述べられているか。

2．人間情報学の発展に寄与するオリジナルな研究成果が、学術論文として発表するのに相応しい量含まれているか。

3．研究結果の信頼性が十分に検証されているか。  

4．研究結果に対する考察が妥当であるとともに、結論が客観的な根拠に基づいているか。  

5．研究の背景、目的、方法、結果、考察、結論等が学位論文に相応しい形式にまとめてあるか。  

＜最終試験に係る基準＞ 

1. 【分野横断力】人間情報学を構成する各分野に渡って、基礎的な専門知識を備えるか。  

2. 【分野横断力】専門とする分野以外の知識に基づく議論、研究、または実務経験を有するか。  

3.  【魅せ方力】人間情報学の発展に貢献する独創的な研究能力を有し、その分野の専門家として認められる実績を有する

か。  

4. 【魅せ方力】国際会議等において研究成果を英語で発表し、議論することが出来るか。  

5.  【現場力】実問題を解決する際の障壁を適切に把握・分析し、それを克服するための方法を考察または立案することがで

きるか。  

6.  【現場力】研究者倫理、技術者倫理、人を対象とする研究に関する倫理と研究に必要な手続きについて理解し，遵守して

いるか。  

＜学位論文が満たすべき水準、審査委員の体制、審査方法及び項目等＞ 

　博士論文審査委員会は、主査1名と副査３名以上で組織するものとする。このうち、主査および副査２名以上はエンパワー

メント情報学プログラム担当教員（研究指導担当教員）とし，うち２名以上は教授とする。また、必要に応じてこのほかに達成

度審査委員会が指名する１名がオブザーバーとして参加し、審査が適切に行われていることを確認する。

　博士論文審査委員会は、学位論文の審査に係る基準に従い論文を審査し、合否判定を行う。上記1.〜5.の評価項目す

べてについて、学位論文（博士）としての水準に達していると認められるものを、最終（口述）試験を経た上で合格とする。
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 教育課程は、エンパワーメント情報学に関する研究能力を高めることを第一の目的として編成するとともに、

関連する分野の基礎的素養や広い視野、汎用的知識・能力の涵養に資するように編成する。必要に応じて、

研究群共通科目群、学術院共通専門基礎科目、大学院共通科目から単位を履修することを推奨する。研究

指導においては、複眼的視野をもった研究能力の育成のために複数指導体制（必要に応じた他学位プログラ

ムの教員も参画）とする。具体的な履修科目や複数指導教員の配置は、個々の学生の研究計画やキャリアプ

ラン等を踏まえて決定する。

【汎用的知識・能力】 

・主に特別研究（エンパワーメント情報学特別研究I, II, III, IV, V）、研究発表演習（エンパワーメント研究発表

演習、エンパワーメント学術雑誌論文発表演習、エンパワーメント国際会議・学術雑誌論文発表演習）によ

り、知の創成力を身に付ける。  

・主に特別研究、エンパワーメントプロジェクト研究により、マネジメント能力を身に付ける。  

・主に特別研究、エンパワーメント情報学原論、特別演習（エンパワーメント情報学特別演習I, II）、エンパワー

メント研究発表演習、エンジニアリングレジデンス実習によってコミュニケーション能力を身に付ける。  

・主に特別研究によってリーダーシップ力を身に付ける。  

・主に特別演習、特別研究によって国際性を身に付ける。

【専門知識・能力】 

・主にエンパワーメント情報学原論、特別演習、特別研究、研究群共通科目（主にエンパワーメント情報学分野）

などにより、分野横断力を身に付ける。  

・主に特別研究、特別演習、エンパワーメントプロジェクト研究、エンパワーメント国際会議・学術雑誌論文発

表演習、エンパワーメント学術雑誌論文発表演習により魅せ方力を身に付ける。  

・主にエンパワーメント情報学原論、特別研究、エンジニアリングレジデンス実習により現場力を身に付ける。  

・さまざまな学問的バックグラウンドをもつ学生に対して、入学後すみやかに研究を開始するために必要な基

礎的知識や技術を習得するための授業を集中的に行う。並行して社会的・学術的に意義のある研究課題を

自ら見つけ出すよう指導する。  

・各学生は、その課題について研究を行いながら、より専門的な知識や技術について授業等を通じて主体的

に学ぶ。また、複数指導体制の利点を生かし、専門の異なる副指導教員のゼミに参加するなどして多様な視

点から問題を捉える俯瞰力・分野横断力を育成する。  

・得られた研究成果は、最終的に学術雑誌論文で発表させ、多くの研究者から評価を受けるよう指導する。こ

れによって、知の創成力を高めると共に、さらなる研究の推進やより高度な専門知識・技術の習得への原動

力を与える。  

・これらと並行して、各学生は達成度自己点検を随時行う。これによって、課程修了のために不足している知

識や能力の修得を促す。
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学術性と実践力の両立にふさわしい人材を選抜することを基本方針とする。入学者の選抜にあたっては、推

薦入学試験と一般入学試験によって多様な入学志願者に対応するとともに、募集定員を分割し同一年度内に

複数回の入学試験を実施する。試験区分にかかわらず外国語（英語能力検定試験（TOEIC, TOEFL等）のス

コアを提出）と口述試験を必須として選抜するものとする。口述試験では研究計画とキャリアプランに関する試問

を行う。

・推薦入学試験（7月期）では、当学位プログラムを第一志望とし、成績が優秀でエンパワーメント情報学の研

究に必要な能力が特に優れた者を選抜する。

・第1回一般入学試験（8月期）では、数学・英語等の基礎学力が高く、志望理由が明確で研究計画とキャリア

プランの具体性や着想の点で優れている者を選抜する。また、第2回一般入学試験（2月期）では、それらに

加えて卒業研究（またはそれに代わるもの）を評価して選抜する。
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生物学学位プログラム（博士前期課程）
Master's Program in Biology
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　一般入試（一般学生、外国人留学生）、社会人特別選抜等の多様な選抜方式を採用し、大学卒業直後に進

学する学生のみならず、外国人留学生や社会人を国内外から広く受け入れる。提出書類、筆記試験、口述試

験等により、以下の能力を評価する。

・生物学に関する基礎知識や基礎学力、論理的な思考力、的確な表現力、研究能力ならびに適性を評価する。

・提出書類に含まれる英語能力検定試験のスコアにより、英語の語学力を評価する。
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生物資源科学学位プログラム（博士前期課程）
Master's Program in Agro-Bioresources Science and Technology

生物資源科学研究法，国際生物資源科
学研究法などの専門基礎科目，各領域
の特別研究IS，IF，IIS，IIFなどの専門科
目，修士論文作成，学会発表，学術論文
発表など

大学院共通科目（国際性養成科目群），
各領域の演習IS，IF，IIS，IIFにおける国
際的な研究情報の収集，国外でのインタ
ーンシップなどの活動経験，留学生との
交流，TOEIC得点， 国際会議発表， 学
術論文発表，外国人との共同研究など

専門分野の特論などの専門科目，修士
論文作成，学会発表，学術論文発表など
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　プログラム内に、主な研究手法が異なる5つの領域「農林生物学領域」、「農林社会経済学領域」、「生物環境工学領域」、

「応用生命化学領域」および「バイオシステム学領域」、および海外協定校とのダブルディグリープログラムとして「グローバ

ルフードセキュリティー」ならびに留学生を対象とした英語プログラムの「国際農業科学」の2つのプログラムを設ける。

生物資源科学の基礎的な知識と技術、生物資源に関わる現実の課題を解決するために必要な専門的な知識、技術、研究

手法を修得する。その手法による研究・調査で得られたデータの解析方法やまとめ方を修得し、コミュニケーション能力やプレ

ゼンテーション能力が身につけられるよう教育課程を編成する。

　グローバルフードセキュリティー （ダブルディグリープログラム）では、協定校に1年間留学することにより国際的視野を備え、

異文化適応力を身につける。
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　一般入試、社会人特別選抜、留学生特別選抜等の多様な選抜方式を採用し、大学卒業直後に進学する学生

のみならず、留学生や社会人を国内外から広く受け入れる。提出書類と口述試験により、以下の能力を評価する。

・提出書類と口述試験により、生物資源科学に関する基礎知識や基礎学力を評価する。

・提出書類に含まれる英語能力検定試験（TOEFL, TOEIC, IELTS等）のスコアにより、英語の語学力を評価する。

・提出書類に含まれる研究計画書と口述試験により、論理的な思考力，的確な表現力とを評価する。

・口述試験により、生物資源科学分野に対する関心、研究に対するモチベーションと主体性を評価する。

　ダブルディグリープログラムのグローバルフードセキュリティーに入学するためには、本学位プログラムに入学

後、協定校が実施する選抜試験にも合格する必要がある。

　農・生物・環境に関する生物資源科学分野に深い関心を持ち、主体的に学修する意欲が高く、生物資源科

学に関する基礎知識、研究手法の基盤となる自然科学または社会経済学の基礎学力、英語文献を読み理解

するなどの学修に必要な語学力、課題解決に向けて様々な情報を科学的に分析する論理的な思考力、自分

の意見を的確に伝える表現力とを有し、博士後期課程に進学し高度な専門的研究を行う研究者を目指す学

生、また、修士の学位を取得し幅広い専門知識を活かして社会貢献を目指す学生および国際的にも活躍する

ことを目指す学生を求める。
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地球科学学位プログラム（博士前期課程）
Master's Program in Geosciences
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環境科学学位プログラム（博士前期課程）
Master's Program in Environmental Sciences

Thesis Seminar in Environmental Sciences 
1S, 1F, 2S, 2F, International Field 
Appra i s a l  I ,  I I， 学会発表， 学会プ
ロシーディング掲載，学術誌掲載
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山岳科学学位プログラム（博士前期課程）
Master's Program in Mountain Studies
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 標準修業年限は2年とし、修了要件として、以下に示す30単位以上修得し、研究の成果を修士論文にま

とめ、最終試験に合格することで学位が授与される。

・専門基礎科目は、山岳科学に関する基礎知識、考え方、及び実地における技術習得等を目的とした科目編

成とし、概論と実習を連携大学共同開設とする。必修科目は山岳科学概論A,B （各1単位）、山岳フィール

ド実習A,B （各1単位）、フィールド安全管理学（1単位）、大学院共通科目（1単位以上）、学術院及び研究

群の共通専門基盤科目（各1単位）で、合計8単位以上。選択科目は山岳環境インターンシップI,II、先端

研究実習、Advanced lecture in mountain studiesから1単位以上。

・専門応用科目は、地球圏、生物圏、人間圏の各領域に高度な専門知識・技能等の修得を目的とした科目を

配置する。必修科目は山岳科学セミナーⅠA,ⅠB,ⅡA,ⅡB、山岳科学研究Ⅰ,Ⅱ、山岳教養論で合計15

単位。選択科目は山岳科学学位プログラム専門科目（地球圏領域、生物圏領域、人間圏領域）のそれぞれ

の領域から2単位以上。

・修士論文研究指導は、主指導教員1 名および副指導教員2 名以上により行い、副指導教員のうち少なくと

も１名は連携大学の教員とすることができる。また主指導及び副指導教員からなるアドバイザリー・ コミッ

ティ （AC）を設置し、課題検討会を開催して、各学生の研究計画の妥当性、問題点を整理する。また、履

修科目や取得単位の確認等の指導を受ける。
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ライフイノベーション（食料革新）学位プログラム（博士前期課程）
Master's Program in Life Science Innovation (Food Innovation)

ライフイノベーション博士前期研究I春，博
士前期インターンシップ，ライフイノベーシ
ョンチーム型演習（基礎），修士論文作成，
学会発表

ライフイノベーション博士前期研究I春，博
士前期インターンシップ，ライフイノベーシ
ョンチーム型演習（基礎），レギュラトリーサ
イエンス，達成度評価

ライフイノベーション博士前期研究I春，ラ
イフイノベーションチーム型演習（基礎），
バイオインフォマティクス基礎，博士前期
ライフイノベーションセミナー，学会発表，
T-LSI student workshop

ライフイノベーション博士前期研究I春，ラ
イフイノベーションチーム型演習（基礎），
学会での質問

レギュラトリーサイエンス，ライフイノベーシ
ョンチーム型演習（基礎），博士前期ライフ
イノベーションセミナー，修士論文作成

バイオインフォマティクス概論，創薬概論，
食品科学概論，バイオリソース概論，ライフ
イノベーション博士前期研究I春，ライフイ
ノベーション博士前期演習I春，学会発表，
セミナーへの参加
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ライフイノベーションチーム型演習（基礎），
博士前期ライフイノベーションセミナー，達
成度評価，T-LSI student workshop，修士
論文作成

・食料革新領域の教育課程は，専門科目，本学位プログラム６領域（病態機構領域，創薬開発領域，食料革新

領域，環境制御領域，生物情報領域，生体分子材料領域）共通の基礎科目，および大学院共通科目で構成

される。専門科目では，食料革新に関する専門力を養うための講義のほかに，各自の所属する研究室におい

て，食料革新に関する研究指導を受ける。

・修士論文作成，学会発表等により，知の活用力を身に付ける。

・「レギュラトリーサイエンス」等により，マネジメント能力を身に付ける。

・「ライフイノベーション博士前期演習」等により，コミュニケーション能力を身に付ける。

・「ライフイノベーションチーム型演習（基礎）」等により，チームワーク力を身に付ける。

・「博士前期ライフイノベーションセミナー」等により，国際性を身に付ける。

・基礎科目， 「ライフイノベーション博士前期研究」等により，イノベーション力を身に付ける。

・専門科目等により，専門知識を身に付ける。

・基礎科目，専門科目，中間発表会等により，高度英語実践力を身に付ける。
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・入学１年後に，指導教員と２名の副指導教員から構成される達成度評価委員会が，中間評価（達成度評価 I）

を行う。

・１年次末に主査と２名の副査が修士論文の作成に向けた研究の進捗状況に対する中間審査を行う。

・修了予定の４ヵ月前に，指導教員と２名の副指導教員から構成される達成度評価委員会が，最終評価（達成

度評価 II）を行う。

・修了予定の２ヵ月前に行う最終試験において，主査と２名の副査が，修士論文の内容に関する発表及び質疑

応答に基づき，学位審査を行う。
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ライフイノベーション（環境制御）学位プログラム（博士前期課程）
Master's Program in Life Science Innovation (Environmental Management)

ライフイノベーション博士前期研究I春，博
士前期インターンシップ，ライフイノベーシ
ョンチーム型演習（基礎），修士論文作成，
学会発表

ライフイノベーション博士前期研究I春，博
士前期インターンシップ，ライフイノベーシ
ョンチーム型演習（基礎），レギュラトリーサ
イエンス，達成度評価

ライフイノベーション博士前期研究I春，ラ
イフイノベーションチーム型演習（基礎），
バイオインフォマティクス基礎，博士前期
ライフイノベーションセミナー，学会発表，
T-LSI student workshop

ライフイノベーション博士前期研究I春，ラ
イフイノベーションチーム型演習（基礎），
学会での質問

レギュラトリーサイエンス，ライフイノベーシ
ョンチーム型演習（基礎），博士前期ライフ
イノベーションセミナー，修士論文作成

バイオインフォマティクス概論，創薬概論，
食品科学概論，バイオリソース概論，ライフ
イノベーション博士前期研究I春，ライフイ
ノベーション博士前期演習I春，学会発表，
セミナーへの参加
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・入学１年後に，指導教員と２名の副指導教員から構成される達成度評価委員会が，中間評価（達成度評価 I）

を行う。

・１年次末に主査と２名の副査が修士論文の作成に向けた研究の進捗状況に対する中間審査を行う。

・修了予定の４ヵ月前に，指導教員と２名の副指導教員から構成される達成度評価委員会が，最終評価（達成

度評価 II）を行う。

ライフイノベーションチーム型演習（基礎），
博士前期ライフイノベーションセミナー，達
成度評価，T-LSI student workshop，修士
論文作成

・環境制御領域の教育課程は，専門科目，本学位プログラム６領域（病態機構領域，創薬開発領域，食料革新

領域，環境制御領域，生物情報領域，生体分子材料領域）共通の基礎科目，および大学院共通科目で構成

される。専門科目では，環境制御に関する専門力を養うための講義のほかに，各自の所属する研究室におい

て，環境制御に関する研究指導を受ける。

・修士論文作成，学会発表等により，知の活用力を身に付ける。

・「レギュラトリーサイエンス」等により，マネジメント能力を身に付ける。

・「ライフイノベーション博士前期演習」等により，コミュニケーション能力を身に付ける。

・「ライフイノベーションチーム型演習（基礎）」等により，チームワーク力を身に付ける。

・「博士前期ライフイノベーションセミナー」等により，国際性を身に付ける。

・基礎科目， 「ライフイノベーション博士前期研究」等により，イノベーション力を身に付ける。

・専門科目等により，専門知識を身に付ける。

・基礎科目，専門科目，中間発表会等により，高度英語実践力を身に付ける。
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ライフイノベーション（生体分子材料）学位プログラム（博士前期課程）
Master's Program in Life Science Innovation (Biomolecular Engineering)

ライフイノベーション博士前期研究 I
春， 博士前期インターンシップ， ライ
フイノベーションチーム型演習 （基礎），
修士論文作成，学会発表

ライフイノベーション博士前期研究 I
春， 博士前期インターンシップ， ライ
フイノベーションチーム型演習 （基礎），
レギュラトリーサイエンス，達成度評価

ライフイノベーション博士前期研究 I 春，
ライフイノベーションチーム型演習 （基
礎）， バイオインフォマティクス基礎，
博士前期ライフイノベーションセミナー，
学会発表，T-LSI student workshop

ライフイノベーション博士前期研究 I
春， ライフイノベーションチーム型演
習 （基礎），学会での質問

レギュラトリーサイエンス， ライフイノベ
ーションチーム型演習 （基礎）， 博士
前期ライフイノベーションセミナー， 修
士論文作成

ライフイノベーションチーム型演習（基
礎）， 博士前期ライフイノベーションセ
ミ ナ ー， 達 成 度 評 価，T-LSI student 
workshop，修士論文作成

バイオインフォマティクス概論，創薬概
論，食品科学概論，バイオリソース概論，
ライフイノベーション博士前期研究I春，
ライフイノベーション博士前期演習I春，
学会発表，セミナーへの参加
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・入学１年後に，指導教員と２名の副指導教員から構成される達成度評価委員会が，中間評価（達成度評価I）

を行う。

・１年次末に主査と２名の副査が修士論文の作成に向けた研究の進捗状況に対する中間審査を行う。

・修了予定の４ヵ月前に，指導教員と２名の副指導教員から構成される達成度評価委員会が，最終評価（達成

度評価 II）を行う。

・修了予定の２ヵ月前に行う最終試験において，主査と２名の副査が，修士論文の内容に関する発表および質

疑応答に基づき，学位審査を行う。

・生体分子材料領域の教育課程は，専門科目，本学位プログラム６領域（病態機構領域，創薬開発領域，食

料革新領域，環境制御領域，生物情報領域，生体分子材料領域）共通の基礎科目，および大学院共通科

目で構成される。専門科目では，生体分子材料に関する専門力を養うための講義のほかに，各自の所属す

る研究室において，生体分子材料に関する研究指導を受ける。

・修士論文作成，学会発表等により，知の活用力を身に付ける。

・「レギュラトリーサイエンス」等により，マネジメント能力を身に付ける。

・「ライフイノベーション博士前期演習」等により，コミュニケーション能力を身に付ける。

・「ライフイノベーションチーム型演習（基礎）」等により，チームワーク力を身に付ける。

・「博士前期ライフイノベーションセミナー」等により，国際性を身に付ける。

・基礎科目， 「ライフイノベーション博士前期研究」等により，イノベーション力を身に付ける。

・専門科目等により，専門知識を身に付ける。

・基礎科目，専門科目，中間発表会等により，高度英語実践力を身に付ける。
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生物学学位プログラム（博士後期課程）
Doctoral Program in Biology

生物界の多様性の理解のもとで、生命現象の基本原理、すなわち、普遍性と個々の生物

における独自性を生物学的な観点から解明できる人材を育成することにより、生物学領域の

研究者ならびに生命科学領域の研究・ 開発の現場で活躍できる国際的トップリーダー人材

を輩出する。
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　一般入試 （一般学生 （外国人留学生を含む。）、 内部進学者 （外国人留学生を含む。））、 社会人特別

選抜等の多様な選抜方式を採用する。 提出書類、 口述試験、 内部進学者にあっては前期課程の修士論

文予備審査の結果等により、 以下の能力を評価する。

・ 生物学に関する高い基礎知識と研究能力、 適性を評価する。

・ 一般入試 （一般学生 （外国人留学生を含む。）） にあっては英語能力検定試験のスコアにより英語の語

学力を評価する。

・ 標準修業年限は３年とする。 修了要件として、 各専門分野セミナーならびに講究を１２単位以上修

得し、 研究の成果を博士論文にまとめ、 最終試験に合格する必要がある。

・ プログラムリーダーが指名する教員１名と研究分野に関連する教員２名以上を副指導教員とする。

・ 指導教員による実践的な教育 ・ 研究指導に加え、 ３名以上の副指導教員による研究指導体制 （アド

バイザリー・コミッティ） により、学生の学習効果や研究の進捗ならびに進路状況等の指導を行う。

アドバイザリー ・ コミッティは必要に応じて他学位プログラムの教員も参画する。
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農学学位プログラム（博士後期課程）
Doctoral Program in Agricultural Sciences

各講究Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ，アドバイザリー・コミッ
ティにおける研究活動の定期的な進行
管理，個別指導など
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・ 一般入試、社会人特別選抜、留学生特別選抜（国際農業科学プログラム、生物資源工学・ 経済学コ

ース）などの多様な選抜方式を採用する。

・ 国際的活動に必要な語学力の評価、口述試験による自己表現能力、専門分野に関する研究能力、研

究計画の適切性などの評価をもとに、本学位プログラムに適した人材を選抜する。

・ 英語による教育プログラムや社会人を対象に 1 年間で修了可能な早期修了プログラムを実施する。

・ 入学後に学生ごとに３名以上の本学位プログラム教員からなるアドバイザリー ・ コミッティを設置し、

1 年に 1 回以上のヒアリングを行い、研究推進への助言を行う。アドバイザリー ・ コミッティは必要に

応じて他学位プログラムの教員も参画する。

・指導教員は、査読付き学術論文執筆や学会発表・シンポジウム参加等の研究能力習得上の指導を行

うだけでなく、入学時の諸手続きや博士論文申請の諸手続き、奨学金の案内等を常に行い、学生の学

位取得をサポートする。

・ 学位論文審査の前提として学会査読付き論文を投稿させ受理まで指導する。これにより学位にふさ

わしい成果を上げているかを評価する。また学位審査に先立って研究成果の発表会を行い、コミュニ

ケーション能力や課題解決能力を評価する。

・学位審査では、学位論文審査委員会を通じて、研究成果を統括する能力、国際的に高い評価を得られ

る企画書・ 学術論文を公表する能力の有無を評価する。口頭試問により研究活動における倫理観、

外国語能力、農学を通して世界に貢献する明確な意思などを評価する。

 総合科学としての農学が関わる各専門分野において、自らの力で研究・実践を計画して推進する能力、総括する能力、

及び国際的に高い評価が得られる企画書・起案書・学術論文を公表する能力を体系的に修得するための教育課程を

編成する。

＜NARO連係先端農業技術科学サブプログラム＞

 国立研究開発法人 農業・食品産業技術総合研究機構に在籍する第一線の研究者が、連係大学院の教員として学

生指導を行う。我が国農業の産業基盤を支える総合的な技術体系の確立、持続的な食料供給を実現する地域社会の

活性化を含む先端農業技術を修得する。
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生命農学学位プログラム（博士後期課程）
Doctoral Program in Life and Agricultural Sciences
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生命産業科学学位プログラム（博士後期課程）
Doctoral Program in Bioindustria l Sciences

生命産業科学セミナーIA,IB,IIA,IIB,
IIIA,IIIB，国際生命産業科学特論，生命
産業規制論，学会発表，市民セミナー等
での講演，達成度自己点検（早期修了P）
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生命産業科学セミナーIA,IB,IIA,IIB,
IIIA,IIIB，国際生命産業科学特論，生命
産業技術移転論，ﾊﾞｲｵ産業資源科学特
論，学会発表，市民セミナー等での講演，
達成度自己点検（早期修了P）
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地球科学学位プログラム（博士後期課程）
Doctoral Program in Geosciences
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環境学学位プログラム（博士後期課程）
Doctoral Program in Environmental Studies
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以下の評価項目すべてを満たす学位申請論文を、最終試験を経た上で、博士論文として合格とする。

【評価項目】

1．当該研究分野における学術的な研究成果の位置づけ、およびオリジナリティが明確である。

2．提示されたデータ、資料等は、結論を導く上で必要十分なものである。

3．提示された仮説、仮定、論述は論理的かつ合理的である。

4．研究成果は、関連領域への展開等が可能である。

【要件】

学位論文審査願提出時（学位申請時）に、学位申請者が学位論文に直接関連する筆頭原著論文１編以上を公表しているこ

と。但し、これらには掲載が決定している１編を含めることが出来る。原著論文とは，国内外の学術誌に掲載されるものとする。

学則第44条第２項の適用を受ける願出に関しては、次のいずれかの要件を満たしていること。但し、これらには掲載が決定して

いる１編を含めることが出来る。

（１）課程博士学生の場合、学位論文に直接関連する筆頭原著論文が２編以上公表されていること。但し、これらには入学前の１

編に限り含めることができる。

（２）社会人早期修了プログラム学生の場合、学位論文に直接関連する筆頭原著論文が２編以上公表されていること。

【審査体制】

審査体制としては、予備審査委員会を設置し、予備審査委員会は、学位プログラムの研究指導担当教員による委員長のほ

か、学位プログラム教員会議構成員1名以上を含む学内教員3名以上で構成される。予備審査委員会は少なくとも1回開催し、学

位授与審査の願出要件を確認するとともに論文の内容、体裁などについて検討してその修正等の指導を行い、博士論文がその

審査を開始するに値するか否かの判定を行う。

さらに、論文発表会は予備審査委員会の前後に公開で行われる。論文発表会の時間は約１時間とし、学位申請者は論文の内

容を約40分間で発表し、その後約20分間の質疑応答を行う。

審査委員会を設置し、審査委員会は、研究指導担当教員による主査のほか、学位プログラム教員会議構成員1名以上を含む

学内教員3名以上で構成される。審査委員会には、必要に応じて他大学大学院または学外研究所の教員等を副査として加える

ことが出来る。
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・アドバイザリー・コミッティが定期的に学生の評価を行い、研究の進捗度を審査する。

・環境学フォーラムI・ IIについては、討論、プレゼンテーション等を通じて総合的に評価する。

・博士論文の進捗に関し、課題設定および研究計画を環境学博士論文演習Iにおいて、中間進捗を環境学博

士論文演習IIにおいて評価する。
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ライフイノベーション（食料革新）学位プログラム（博士後期課程）
Doctoral Program in Life Science Innovation (Food Innovation)
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・ 食料革新領域の教育課程は，専門科目，本学位プログラム６領域（病態機構領域，創薬開発領域，食料革

新領域，環境制御領域，生物情報領域，生体分子材料領域）共通の基礎科目，および大学院共通科目で

構成される。専門科目では，食料革新に関する研究指導を受ける。

・ 博士論文作成，学会発表等により，知の創成力を身に付ける。

・ 「博士後期インターンシップ」等により，マネジメント能力を身に付ける。

・ 「博士後期ライフイノベーションセミナー」等により，コミュニケーション能力を身に付ける。

・ 「ライフイノベーション博士後期研究」により，リーダーシップ力を身に付ける。

・ 「博士後期ライフイノベーションセミナー」等により，国際性を身に付ける。

・ 基礎科目，専門科目等により，イノベーション力を身に付ける。

・ 「ライフイノベーション博士後期演習」等により，専門知識を身に付ける。

・ 中間発表会，国際学会発表等により，高度英語実践力を身に付ける。

・ 入学１年後に，指導教員と２名の副指導教員から構成される達成度評価委員会が，初期評価（達成度評価I）

を行う。

・ 入学１年６ヵ月後に行う中間発表会において，主査と３名の副査が，博士論文の作成に向けた研究の進捗状

況に対する中間審査を行う。

・ 修了予定の１年前に，指導教員と２名の副指導教員から構成される達成度評価委員会が，中間評価（達成度

評価 II）を行う。

・ 修了予定の５ヵ月前に，指導教員と２名の副指導教員から構成される達成度評価委員会が，最終評価（達成

度評価 III）を行う。

・ 修了予定の５ヵ月前に行う予備審査会において，主査と３名の副査が，博士論文に対する予備審査を行う。

・ 修了予定の３ヵ月前に行う最終試験において，主査と３名の副査が，博士論文の内容に関する発表および質

疑応答に基づき，学位審査を行う。
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ライフイノベーション（環境制御）学位プログラム（博士後期課程）
Doctoral Program in Life Science Innovation (Environmental Management)
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・ 環境制御領域の教育課程は，専門科目，本学位プログラム６領域（病態機構領域，創薬開発領域，食料革

新領域，環境制御領域，生物情報領域，生体分子材料領域）共通の基礎科目，および大学院共通科目で

構成される。専門科目では，環境制御に関する研究指導を受ける。

・ 博士論文作成，学会発表等により，知の創成力を身に付ける。

・ 「博士後期インターンシップ」等により，マネジメント能力を身に付ける。

・ 「博士後期ライフイノベーションセミナー」等により，コミュニケーション能力を身に付ける。

・ 「ライフイノベーション博士後期研究」により，リーダーシップ力を身に付ける。

・ 「博士後期ライフイノベーションセミナー」等により，国際性を身に付ける。

・ 基礎科目，専門科目等により，イノベーション力を身に付ける。

・ 「ライフイノベーション博士後期演習」等により，専門知識を身に付ける。

・ 中間発表会，国際学会発表等により，高度英語実践力を身に付ける。

・ 入学１年後に，指導教員と２名の副指導教員から構成される達成度評価委員会が，初期評価（達成度評価I）

を行う。

・ 入学１年６ヵ月後に行う中間発表会において，主査と３名の副査が，博士論文の作成に向けた研究の進捗状

況に対する中間審査を行う。

・ 修了予定の１年前に，指導教員と２名の副指導教員から構成される達成度評価委員会が，中間評価（達成度

評価 II）を行う。

・ 修了予定の５ヵ月前に，指導教員と２名の副指導教員から構成される達成度評価委員会が，最終評価（達成

度評価 III）を行う。

・ 修了予定の５ヵ月前に行う予備審査会において，主査と３名の副査が，博士論文に対する予備審査を行う。

・ 修了予定の３ヵ月前に行う最終試験において，主査と３名の副査が，博士論文の内容に関する発表および質

疑応答に基づき，学位審査を行う。
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ライフイノベーション（生体分子材料）学位プログラム（博士後期課程）
Doctoral Program in Life Science Innovation (Biomolecular Engineering)
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・ 入学１年後に，指導教員と２名の副指導教員から構成される達成度評価委員会が，初期評価（達成度評価I）

を行う。

・ 入学１年６ヵ月後に行う中間発表会において，主査と３名の副査が，博士論文の作成に向けた研究の進捗状

況に対する中間審査を行う。

・ 修了予定の１年前に，指導教員と２名の副指導教員から構成される達成度評価委員会が，中間評価（達成度

評価 II）を行う。

・ 生体分子材料領域の教育課程は，専門科目，本学位プログラム６領域（病態機構領域，創薬開発領域，食

料革新領域，環境制御領域，生物情報領域，生体分子材料領域）共通の基礎科目，および大学院共通科

目で構成される。専門科目では，生体分子材料に関する研究指導を受ける。

・ 博士論文作成，学会発表等により，知の創成力を身に付ける。

・ 「博士後期インターンシップ」等により，マネジメント能力を身に付ける。

・ 「博士後期ライフイノベーションセミナー」等により，コミュニケーション能力を身に付ける。

・ 「ライフイノベーション博士後期研究」により，リーダーシップ力を身に付ける。

・ 「博士後期ライフイノベーションセミナー」等により，国際性を身に付ける。

・ 基礎科目，専門科目等により，イノベーション力を身に付ける。

・ 「ライフイノベーション博士後期演習」等により，専門知識を身に付ける。

・ 中間発表会，国際学会発表等により，高度英語実践力を身に付ける。
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国際連携持続環境科学専攻（博士前期課程）
Joint Master's Degree Program in Sustainabil ity and Environmental Sciences

・日本のグローバル企業、環境コンサルタント企業等の海外部門における環境プラント開発の

担当者

・海外のグローバル企業、環境コンサルタント企業等の環境事業の担当者

・国際協力機関等において、環境防災・持続可能な水資源ガバナンス・森林資源の管理・利

用等に従事する者

・上記業種に関連するシンクタンクやコンサルタント会社におけるアナリスト

・熱帯アジア・モンスーン地域の、水資源・水環境、生物資源・生物多様性、都市問題等に

関する、地域的かつ地球規模課題の解決に貢献できる人材

・途上国における諸課題を理解し、持続可能でレジリエントな未来の地域社会創生に必要な

知識と技術を備えた人材

・専門性と俯瞰的な視点を持ち、困難な課題に真摯に対峙し、問題を的確に解決するための

対策を講ずることができる人材
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① 人類が直面している環境問題、特に熱帯アジア・モンスーン域に関連する重要課題に対し、学生が幅広い

科学的知識と問題解決スキルを持ち、国際的に通用する研究能力と深い専門的知識及び研究者・実務家と

しての調査能力、問題解決力を有するとともに、それらを他の地域に応用し得る人材を養成するため、専門

科目及び専門選択科目を設ける。

② 学生の学修・研究活動進捗の確認・評価、両大学の主指導教員、副指導教員間の意識共有、指導方針の

確認等を行い、協働指導体制及び協働教育体制の実質化と、学修・研究成果の評価における基準化の確

認等を行うため、共同開設科目として、本学及びマレーシア日本国際工科院（MJIIT）の合同によるセミナー

科目を設ける。

③ 地球規模課題の解決に真に貢献する、新規性の高い、国際的に通用する研究を実際に遂行するため、修

論研究科目を設ける。

④ 途上国における諸課題を理解し、環境科学の幅広い領域の調査や実験を文化背景の異なる海外で実施す

るために必要なスキル涵養を行うため、海外でのインターンシップ活動を行う。これは、筑波大学の学生がマ

レーシアにおいて行うフィールド調査、フィールド実習から体験型の実験学習等を修得するものであり、MJIIT

の学生は日本において同様の学習を行うものである。実施するにあたっては、海外における実地的な活動で

あることに鑑み、MJIIT側における日本人教員及び筑波大学から派遣される教員並びに本学における指導教

員の連携を密にして海外において安全かつ効率的にインターンシップ活動が出来るように配慮を行う。また、

MJIITの学生も同様に、本学教員とMJIIT教員との連携を密にし、安全かつ効率的なインターンシップ活動を

行えるようにする。

⑤ 論文の作成に必要となる専門分野の研究スキルと知識を養うセミナー科目及び、論文の完成に必要となる科

学的な記述やプレゼンテーションの能力を涵養し、実際に学位論文を作成する特別研究科目を設ける。

⑥ 21世紀の科学技術とキャリア開発に欠かせない研究マネジメント力と得られた研究成果を世界に発信するた

めの英語執筆力、そして、環境問題に関する法的、社会的、倫理的な知識の涵養を行うため、更に自らの目

標達成に向けて、意見の違う相手と意見を戦わせ、他者の意見を十分理解した上で、更に自己の研究成果

を発展させる研究コミュニケーション力の涵養のために教養科目を設ける。

本専攻では、環境問題が生ずるメカニズムを理解し、その解決策を提示することを指向し、自然科学、人文社会科学の基礎知

識に加え、コミュニケーション力、実践力を涵養するカリキュラムを構築する。

具体的には、学位授与に要求される知識・能力及び高度専門職業人に求められる技術・判断力・実践力の取得及び特に熱帯

アジア・モンスーン域における、気候変動、水資源、生物資源、都市問題、災害等の地域規模・地球規模課題の解決に必要な能

力の取得のため、理学、農学、工学、社会科学等の専門的かつ俯瞰的な洞察力を持って問題解決に寄与することのできる人材を

育成することを目的とし、教育課程の編成にあたっては、理学、農学、工学、社会科学等の基礎、及び問題理解・認識力、問題解

決力、提言・実践力等を涵養することに重点を置く。

このためのカリキュラムを以下の方針で編成する。

本専攻では、筑波大あるいはMJIITをホームとする学生が、ホーム校で1学期を過ごしたあと、約1年間相手

校に滞在して教育研究を行うこととなっており、それぞれの大学で指導教員を設定している。ホーム大学にお

いて1学期間コースワークや必修授業等を履修することにより、本専攻の理念や考え方等を理解し、コースワ

ークやラボワークを通じて、学修・研究に必要な基礎知識、技術等を習得しつつ、連携外国大学院における

学修・研究活動の準備を行う。

連携外国大学院においては、授業等を履修するとともに、修士論文研究遂行のためのフィールド調査や、ホ

ーム大学から持参した実験用試料の分析等を行い、連携外国大学院の副指導教員のもとで、研究・学修を

行い、評価する。共同セミナー等を通じて指導教員間の意思疎通を円滑にし、指導を担当する学生の習熟度

に応じた指導を行う。また、学生は相手校に滞在中もホーム大学の指導教員との情報交換を密にする仕組み

を構築しており、学生のケアを十分に行なっている。
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人間総合科学学術院
Graduate School of Comprehensive Human Sciences

人間総合科学研究群
Degree Programs in Comprehensive Human Sciences

教育学学位プログラム（博士前期課程）
Master's Program in Education

国際教育サブプログラム
Subprogram in International Education

次世代学校教育創成サブプログラム
Subprogram in School Education for the Next Generation

教育基礎科学サブプログラム
Subprogram in Education Sciences

心理学学位プログラム（博士前期課程）
Master's Program in Psychology

心理基礎科学サブプログラム
Subprogram in General Psychology

心理臨床学サブプログラム
Subprogram in Clinical Psychology

障害科学学位プログラム（博士前期課程）
Master's Program in Disability Sciences

カウンセリング学位プログラム（博士前期課程）
Master's Program in Counseling

リハビリテーション科学学位プログラム（博士前期課程）
Master's Program in Rehabilitation Science

ニューロサイエンス学位プログラム（博士前期課程）
Master's Program in Neuroscience

看護科学学位プログラム（博士前期課程）
Master's Program in Nursing Science

フロンティア医科学学位プログラム（修士課程）
Master's Program in Medical Sciences

公衆衛生学学位プログラム（修士課程）
Master's Program in Public Health

体育学学位プログラム（博士前期課程）
Master's Program in Physical Education, Health and Sport Sciences

スポーツ・オリンピック学学位プログラム（博士前期課程）
Master's Program in Sport and Olympic Studies

スポーツウエルネス学学位プログラム（博士前期課程）
Master's Program in Sport and Wellness Promotion

芸術学学位プログラム（博士前期課程）
Master's Program in Art 

デザイン学学位プログラム（博士前期課程）
Master's Program in Design

世界遺産学学位プログラム（博士前期課程）
Master's Program in Heritage Studies

情報学学位プログラム（博士前期課程）
Master's Program in Informatics

ライフイノベーション（病態機構）学位プログラム（博士前期課程）
Master's Program in Life Science Innovation (Disease Mechanism)

ライフイノベーション（創薬開発）学位プログラム（博士前期課程）
Master's Program in Life Science Innovation (Drug Discovery)

教育学学位プログラム（博士後期課程）
Doctoral Program in Education

心理学学位プログラム（博士後期課程）
Doctoral Program in Psychology

心理基礎科学サブプログラム
Subprogram in General Psychology

心理臨床学サブプログラム
Subprogram in Clinical Psychology

障害科学学位プログラム（博士後期課程）
Doctoral Program in Disability Sciences

カウンセリング科学学位プログラム（博士後期課程）
Doctoral Program in Counseling Science

リハビリテーション科学学位プログラム（博士後期課程）
Doctoral Program in Rehabilitation Science

ニューロサイエンス学位プログラム（博士後期課程）
Doctoral Program in Neuroscience

医学学位プログラム（医学を履修する博士課程）
Doctoral Program in Medical Sciences

看護科学学位プログラム（博士後期課程）
Doctoral Program in Nursing Science

ヒューマン・ケア科学学位プログラム（3年制博士課程）
Doctoral Program in Human Care Science

パブリックヘルス学位プログラム（3年制博士課程）
Doctoral Program in Public Health

スポーツ医学学位プログラム（3年制博士課程）
Doctoral Program in Sports Medicine

体育科学学位プログラム（博士後期課程）
Doctoral Program in Physical Education, Health and Sport Sciences

コーチング学学位プログラム（3年制博士課程）
Doctoral Program in Coaching Science

スポーツウエルネス学学位プログラム（博士後期課程）
Doctoral Program in Sport and Wellness Promotion

芸術学学位プログラム（博士後期課程）
Doctoral Program in Art 

デザイン学学位プログラム（博士後期課程）
Doctoral Program in Design

世界遺産学学位プログラム（博士後期課程）
Doctoral Program in Heritage Studies

情報学学位プログラム（博士後期課程）
Doctoral Program in Informatics

ヒューマンバイオロジー学位プログラム（一貫制博士課程）
Doctoral Program in Human Biology

ライフイノベーション（病態機構）学位プログラム（博士後期課程）
Doctoral Program in Life Science Innovation (Disease Mechanism)

ライフイノベーション（創薬開発）学位プログラム（博士後期課程）
Doctoral Program in Life Science Innovation (Drug Discovery)

183



スポーツ国際開発学共同専攻（修士課程）
Joint Master's Program in International Development and Peace through Sport

大学体育スポーツ高度化共同専攻（３年制博士課程）
Joint Doctoral Program in Advanced Physical Education and Sports for Higher Education

国際連携食料健康科学専攻（修士課程）
International Joint Degree Master's Program in Agro-Biomedical Science in Food and Health

人間総合科学学術院の人材養成目的
人間の心身及び諸活動に関する基礎から応用までの豊富かつ高度な教育研究を通して、固有の学問領域において高度でグロ
ーバルな視点に基づいた研究を計画実行でき、人間に関する幅広い知識をもち優れた学際的な学術研究や国際的かつ学際
的な教育研究環境を背景に異分野の先端的な融合が図れる優れた学術研究を計画実行できる研究者と大学教員、及び複合
的な視点から人間を捉え、柔軟かつ適切な援助・支援を研究・設計して社会的ニーズに対応できる高度専門職業人を養成する。

人間総合科学学術院コンピテンス

修士

1. 研究力 人間総合科学分野における研究課題設定と研究計画を遂行するための基礎的な知識と能力

2. 専門知識 人間総合科学分野における高度な専門知識と運用能力

3. 倫理観 人間総合科学分野の基礎的研究能力を有する人材または高度専門職業人にふさわしい倫理観
と倫理的知識

博士

1. 研究力 人間総合科学分野における最新の専門知識に基づいて先端的な研究課題を設定し、自立して研
究計画を遂行できる能力

2. 専門知識 人間総合科学分野における先端的かつ高度な専門知識と運用能力

3. 倫理観 人間総合科学分野の研究者または高度専門職業人にふさわしい倫理観と倫理的知識、および専
攻する特定の分野に関する深い倫理的知識
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人間総合科学学術院に共通する「学位論文に係る評価の基準」
　人間を取り巻く様 な々地球規模的課題を学際的・包括的に探究し研究する当学術院に共通して、以下の評価項目すべてが
満たされていると認められる者を合格とする。

修士課程、博士前期課程
〈学位論文に係る評価の基準〉

1．研究テーマの意義：人間の心身及び諸活動に関わる喫緊の課題に対して、それを解決することが学術的意味をもち、かつ、
社会貢献に繋がる意義を有すると認められるか。

2．先行研究の理解：研究テーマと関連する既存の理論と研究の客観的評価をもとに、自身の研究が如何なる理論的貢献を付
加し得るのか、また、新たな知識の創造・構築とその活用が如何なる実際的意義を果たし得るかについて議論されているか。

3．研究方法の理解と妥当性：研究テーマを探求するための方法（論証、実験や調査等の設計とデータの解析等）を理解し、そ
れを使いこなすスキルを修得したと評価し得るか。

4．研究結果の提示と解釈の妥当性：研究結果を学術的に提示するスキル、及びそれを演繹的ないし帰納的に解釈する思考
力を備えていると評価し得るか。

5．研究総括：自身の研究の新規性ならびに限界を客観的に評価した上で、社会に貢献し得る提言を行えるか、あるいは将来
の研究に向けて意義のある議論を展開できているか。

6．論文の形式：論文に用いられた文章表現の的確さ、図表・文献の提示や引用、及び文献リストの作成が学術論文として相
応しい水準に達しているか。

〈最終試験に係る基準〉
1．研究課題設定と研究計画を遂行するための基礎的な知識と能力を有しているか。
2．主たる分野における専門知識と能力を有しているか。
3．高度専門職業人に相応しい倫理観と倫理的知識を有しているか。

博士後期課程、医学を履修する課程、3年制博士課程
〈学位論文に係る評価の基準〉

1．研究テーマの意義：人間の心身及び諸活動に関わる地球規模的課題に対して、それを解決することが新たな学術的意味を
もち、かつ、共生社会の構築に十分な意義を有すると認められるか。

2．先行研究の理解：研究テーマと関連する既存の理論と研究のより精緻で厳密な客観的評価をもとに、自身の研究が如何な
る理論的貢献を付加し得るのか、また、新たな知識の創造・構築とその活用が如何なる実際的意義を果たし得るかについて
深く議論されているか。

3．研究方法の理解と妥当性：研究テーマを探求するための先端的な方法（論証、実験や調査等の設計とデータの解析等）を
深く理解し、それを使いこなすスキルを十分に修得したと評価し得るか。

4．研究結果の提示と解釈の妥当性：研究結果を学術的に提示するに十分なスキル、及びそれを演繹的ないし帰納的にかかわ
らず異分野融合的に解釈できる思考力を十分に備えていると評価し得るか。

5．研究総括：自身の研究の限界を客観的に評価した上で、今後の共生社会の構築に貢献し得る提言を行えているか、また、
将来の研究に向けて意義のある議論が十分展開できているか。

6．オリジナリティ：既存の研究と比して、学際・包括的で異分野融合的に十分に付加された新規性のあるリサーチに相応しい
と評価し得るか。

7．論文の形式：論文に用いられた文章表現の的確さ、図表・文献の提示や引用、及び文献リストの作成が博士論文として相
応しい水準に十分に達しているか。

〈最終試験に係る基準〉
1．人間を取り巻く様 な々地球規模的課題から先端的な研究課題を抉出し、自立して研究計画が遂行できたか。
2．人間研究に相応しい高度な専門知識と能力を有しているか。
3．高度職業人及び研究者に相応しい高度な倫理観と倫理的知識を有しているか。
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人材養成目的

人間の心身及び諸活動に関する基礎から応用までの豊富かつ高度な教育研究を通して、固有の学問領域において高度でグロ
ーバルな視点に基づいた研究を計画実行でき、人間に関する幅広い知識をもち優れた学際的な学術研究や国際的かつ学際
的な教育研究環境を背景に異分野の先端的な融合が図れる優れた学術研究を計画実行できる研究者と大学教員、及び複合
的な視点から人間を捉え、柔軟かつ適切な援助・支援を研究・設計して社会的ニーズに対応できる高度専門職業人を養成する。
　この目的を実現するために、本学術院は人間の諸活動を支える知識情報基盤について学際研究を行ってきた図書館情報メ
ディア研究科と幅広い学問分野を教育の観点から総合的に捉える高度な教育者を養成してきた教育研究科を加えることで、
幅広く多様な39の学位プログラムから一つの学術院・研究群を編成する。これにより、国際的かつ学際的な教育研究環境を背
景とした知の先端的な融合と再生を図ることで「人間」に関する新たな知識体系を創造・構築することができ、同時に知識の活
用や伝達において、より複合的な視点から多様な人間を捉え社会のニーズや地球規模的諸課題に対して幅広い知識や技能
を統合的かつ高度なレベルで活用できる人材の養成が可能になる。

研究群コンピテンス 評価の観点 対応する主な学修

修士

1. 研究力：人間総合科学分野に
おける研究課題設定と研究計
画を遂行するための基礎的な
知識と能力

① 人間の心身及び諸活動に関わる専門分野の先
行研究の検討から適切な研究課題の設定が
できるか
② 人間の心身及び諸活動に関わる現代の研究
課題をグローバルな視点から指摘できるか

各専攻分野での演習，各研
究法，インターンシップ科目、
公開研究会への参加，学会
発表など

2. 専門知識：人間総合科学分野
における高度な専門知識と運
用能力

① 研究の対象やフィールドを適切な方法で探究
するための専門知識を身につけているか
② 当該分野の研究に必要な知識・技能を積極的
に吸収･活用しようとする意欲があるか

各専攻分野での特講，各研
究法、修士論文（特定課題
研究報告書）作成

3. 倫理観：人間総合科学分野の
基礎的研究能力を有する人材
または高度専門職業人にふさ
わしい倫理観と倫理的知識

① 人間を対象とする研究課題に対し、適切な研
究方法の選択ができるか
② 人間の心身及び諸活動に関する倫理的側面に
十分な注意を向けて研究を進められるか

各専攻分野での演習，各研
究法、修士論文（特定課題
研究報告書）作成

博士

1. 研究力：人間総合科学分野に
おける最新の専門知識に基づ
いて先端的な研究課題を設定
し、自立して研究計画を遂行で
きる能力

① 人間の心身及び諸活動に関わる専門分野の先
行研究を踏まえて、未来に資する本質的な研
究課題を設定できるか
② 設定した先端的な課題の解決に相応しい研究
方法を用いて、独創的な研究成果を産み出し
ているか

各専攻分野での特講，演習，
各研究方法論、国外の大
学との交流活動，博士論文
中間発表会，国際学会発表，
英語論文投稿など

2. 専門知識：人間総合科学分野
における先端的かつ高度な専
門知識と運用能力

① 当該分野の先端的で高度な専門知識を運用
できる能力を十分身につけているか
② 当該分野の最新の専門知識に裏付けられた独
創的な課題を新規に発見したか

各専攻分野での特講，演習，
各研究方法論、投稿形式
論文発表会、博士論文中
間研究発表会など

3. 倫理観：人間総合科学分野の
研究者または高度専門職業人
にふさわしい倫理観と倫理的
知識、および専攻する特定の
分野に関する深い倫理的知識

① 研究に関わる知的財産や情報の安全を守る知
識を十分に持っているか
② 当該分野に必要不可欠な倫理観と知的財産
や情報の安全を守る知識を説明できるか

各専攻分野での演習，各研
究方法論、投稿形式論文
発表会、博士論文中間研
究発表会など

人間総合科学研究群
Degree Programs in Comprehensive Human Sciences
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教育学学位プログラム（博士前期課程）
Master's Program in Education
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 入学試験は専門試験、専門外国語試験（英語）、口述試験を基本とし、社会人特別選抜や留学生等を対象

とする英語による特別選抜を設け、様々な学びの形態をサポートする。各試験科目の結果を総合的に評価し、

適性を審査する。
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心理学学位プログラム（博士前期課程）
Master's Program in Psychology

　自立した研究者となるための大学院博士後期課程への進学の他、心理基礎科学サブプロ

グラム修了後には、自治体、コンサルティング会社や教育関係民間研究所での心理学専門

職、あるいは製造・流通業その他広く民間企業における人間に関わる研究をベースとする心

理学専門職など、心理臨床学サブプログラム修了後には、公認心理師、臨床心理士の資格

を得た上で、都道府県や市町村の公務員（心理職、一般職）、家庭裁判所（調査官補）、病

院や精神科クリニック、その他、心理臨床学の実践が必要とされる職場での心理専門職、

等。
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① 心理学の専門家として、他領域・他職種の専門

家と議論・協働ができる（またはしようとしている）か

② 心理学の専門性を活かして、他領域・他職種の

専門家と議論・協働ができる（またはしようとしてい

る）か
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・各授業科目では、担当教員による厳正な教育評価を行う。

・1年次末に、研究経過報告の提出を求め、1年間の研究活動について評価を行う。

・2年次には5月の修士論文構想発表会（第1次指導会）、10月の修士論文中間発表会（第2次指導会）を実

施して、中間的な評価を行う。

・最終評価は、1月に提出された学位論文について3名による査読を行い、併せて修士論文最終発表会での口

頭試問も行い、心理学研究としての総合的評価、ならびに学位取得に必要な諸能力の獲得について評価を

行う。

　心理学学位プログラム（博士前期課程）では、心理学の方法論や知識・技能を意欲的に習得し、博士後期課

程に進みさらに心理学の研究を目指す研究者養成を志す人材に加え、公認心理師・臨床心理士、感性工学・

人間工学･認知工学に関わる専門家、社会調査および市場調査など社会心理的状況を分析する専門家、人事

管理・人事評価に関わる専門家、心理学の専門性を持った公務員等、心理学の専門的研究能力をベースとする

高度専門職を目指す人材を募集する。人間理解のための心理学を深く志す者を対象とし、自律的に学んでいく

人材を求め、心理学に関係した学部の出身者ばかりでなく、これから心理学を専門的に学び、追究しようとする人

も入学可能である。
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障害科学学位プログラム（博士前期課程）
Master's Program in Disabil ity Sciences

障害科学調査・実験実習Ⅰ・Ⅱ、障害科
学研究法Ⅰ・ Ⅱ・ Ⅲ、視覚障害学特講
Ⅰ・Ⅱ、聴覚障害学特講Ⅰ・Ⅱ、運動障
害学特講Ⅰ・Ⅱ、病弱特講Ⅰ・Ⅱ、知的・
発達・行動障害学特講Ⅰ・Ⅱ、言語障害
学特講Ⅰ・Ⅱ、障害福祉学特講Ⅰ・Ⅱ、
障害原理論特講Ⅰ・Ⅱ、理療科教育特
講Ⅰ・Ⅱ、修士論文作成など（下線部は
必修科目あるいは修了要件）

障害科学調査・実験実習Ⅰ・Ⅱ、障害科
学研究法Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ、海外特別研修セミ
ナー、修士論文デザイン・中間・最終発
表など（下線部は必修科目あるいは修了
要件）
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障害科学調査・実験実習Ⅰ・Ⅱ、障害科
学研究法Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ、障害科学講究、視
覚障害学演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ、聴覚障害学演
習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ、運動障害学演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ、
病弱演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ、知的・発達・行動
障害学演習Ⅰ・ Ⅱ・ Ⅲ、言語障害学演
習Ⅰ・Ⅱ・ Ⅲ、障害福祉学演習Ⅰ・Ⅱ・
Ⅲ、障害原理論演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ、理療科
教育演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ、修士論文作成、修
士論文デザイン・中間・最終発表など（下
線部は必修科目あるいは修了要件）

障害科学調査・実験実習Ⅰ、視覚障害
学特講Ⅰ・Ⅱ、聴覚障害学特講Ⅰ・Ⅱ、
運動障害学特講Ⅰ・Ⅱ、病弱特講Ⅰ・Ⅱ、
知的・発達・行動障害学特講Ⅰ・Ⅱ、言
語障害学特講Ⅰ・Ⅱ、障害福祉学特講
Ⅰ・Ⅱ、障害原理論特講Ⅰ・Ⅱ、理療科
教育特講Ⅰ・ Ⅱ、修士論文作成、修士
論文デザイン・ 中間・ 最終発表など（下
線部は必修科目あるいは修了要件）

・基礎科目は、障害科学の基盤となる中核科目群であり、3つの進路につながる障害科学の研究基礎能力を身

に付ける。専門科目（共通）は、障害や障害の特性に関する理解力と障害に関わる教育・福祉の理念・制度・

支援方法に関する理解力等の高度専門職業人として必要な知識技能を身に付ける科目群として設定する。専

門科目は、理念・制度・障害特性から生じる個のニーズ等の様々な観点のうち、3つの進路に即して、学生の

修学の必要性や興味関心に応じながら、特定の専門領域の知識技能を深く身に付ける科目群として設定する。

・修士論文の指導においては、指導教員の指導による構想を経て、学位プログラム全体でのデザイン発表会、中間発表会によ

って、研究の計画と実施の進捗状況を確認し、修士論文の完成・提出に向けた指導を行う。各発表の発表内容及び質疑応

答、発表後の指導助言とその対応によって評価する。最終発表会においては、研究内容・成果の発信力を評価する。修士論

文発表と連動した授業科目において、評価を反映する。評価はA+、A、B、C、Dの5段階評価とする。

・修士論文の評価は、提出された論文の査読と最終発表会における発表内容及び最終試験の結果により、以下の観点から総

合的に行う。

1．関連分野の国内外の研究動向及び研究の把握に基づいて、障害科学分野における当該研究の意義や位置づけが明確に

述べられていること。

2．障害科学分野の発展に寄与するオリジナルな研究成果が、修士論文に相応しい量含まれていること。

3．研究公正についての十分な知識に基づき、研究結果の信頼性が十分に検証されていること。

4．研究結果に対する考察が妥当であるとともに、結論が客観的な根拠に基づいていること。

5．研究の背景、目的、方法、結果、考察、結論等が、当該分野の修士論文に相応しい形式にまとめてあること。

 上記について学位論文提出までのデザイン発表、中間発表、最終発表には論文指導教員１名（委員長）、副指導教員２名

（委員）の計３名で構成される研究指導委員会が指導にあたる｡提出された論文に対しては、主査1名、副査2名の計3名

による学位論文審査委員会において、審査、評価を行う｡
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・基礎科目の必修科目から5単位、専門科目における専門領域の科目（学生が特に専門に修学する領域で原則

として論文指導教員が担当する特講Ⅰ・Ⅱ、演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ）の7単位、その他の科目（大学院共通科目、基

礎科目の選択科目、専門科目（共通）、専門科目における専門領域の科目以外の特講Ⅰ・Ⅱ、演習Ⅰ・Ⅱ）

から18単位以上を修得し、合計で30単位以上を修得することとする。

・修士論文作成に係る研究指導は、1年次基礎科目「障害科学調査・実験実習Ⅰ・Ⅱ」 (必修)、1・2年次基礎

科目「障害科学研究法Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」 (必修)、ならびに、2年次専門科目「演習Ⅲ」 (選択必修)で、組織的・体

系的に行う。

・障害科学の研究者を目指す学生は、研究者養成の第一段階として、基礎科目による研究基礎力の修得と専門

科目による障害専門領域・横断領域ごとの専門的知識技能の修得に重点を置いた履修とする。

・特別支援学校や特別支援学級の教員を目指す学生は特別支援教育分野の高度専門職業人として、基礎科目

による研究基礎力の修得と専門科目（共通）群から特別支援教育に関する理念・制度、障害のある児童生徒

の生理・心理・教育課程・指導法等に関する科目の履修による知識技能の修得に重点を置いた履修とする。

・障害のある人を対象とした療育機関や福祉施設の職員を目指す学生は、障害者支援分野の高度専門職業人と

して、基礎科目による研究基礎力の修得と専門科目（共通）群から障害発達臨床・支援等に関する科目の履

修による知識技能の修得に重点を置いた履修とする。

一般、推薦、社会人特別選抜の3種類の入学試験を実施する。また長期履修制度による課程修了も可能とする。
・一般入試(10月期および1-2月期)では、外国語（英語）、障害科学に関する専門科目、口述試験を通して審査

する。
・推薦入試（7月期）では、障害科学に関する専門知識と英語能力、及び科学的・論理的な思考についての論述

形式の筆記試験、ならびに研究計画等に関する口述試験を通して審査する。
・社会人特別選抜(10月期および1-2月期)では、受験生のこれまでの実践あるいはその背景にある知識や技能

を中心に審査する。
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カウンセリング学位プログラム（博士前期課程）
Master's Program in Counseling
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リハビリテーション科学学位プログラム（博士前期課程）
Master's Program in Rehabil itation Science
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ニューロサイエンス学位プログラム（博士前期課程）
Master's Program in Neuroscience

・ニューロサイエンス学位プログラム博士後期課程への進学

・心理学、障害科学、生命科学などの隣接諸領域の学位プログラム博士後期課程への進学

・産官の現場での一般職、専門職

・国内・外の高等教育機関の教員や障害科学領域の専門職

7．研究実践スキル： 研究者倫
理に基づき、神経科学分野
において、人や動物を対象
とした基礎的な研究（実験・
調査）が実施できる能力。

基礎科学英語1・2、神経科学実験・実習
A・B・C・D、英語ジャーナルクラブ1・2、
実践的神経科学インターンシップ、学会
発表、学会での質疑応答、セミナーでの
質問など

キャリアプランセミナー、神経科学実験・
実習A・B・C・D、実践的神経科学イン
ターンシップ、TAでの経験、 学外の研
究者との共同研究など

基礎科学英語1・2、英語ジャーナルクラ
ブ1・2、神経科学先端セミナー1・2、修
士論文指導1・2・3・4、留学生との交流、
外国人との共同研究など

基礎科学英語1・2，英語ジャーナルクラ
ブ1・2、学会発表、学会での質疑応答、
セミナーでの質問など
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・神経科学の研究領域を“分子・細胞”、 “システム”、 “行動・認知”、 “障害、臨床、支援”の4つに分けて、神

経科学基礎論および神経科学実験・実習を開設することによって、神経科学の全領域の基礎を系統的に学ぶ

ことのできる教育課程を編成する。

・基礎科目（「キャリアプランセミナー」、「研究倫理」）および専門基礎科目（「神経科学基礎論」、「基礎科学英語」）

の必修科目では、神経科学の基礎研究力、科学英語コミュニケーション力を養成する。また、学術院共通基盤

科目の履修を必修とし、隣接諸領域の知識、物の見方、考え方を学ぶ。

・専門科目の「神経科学実験・実習」では、神経科学の多様な研究手法をhands-on実習を通して学ぶ。「英語ジ

ャーナルクラブ」、 「神経科学先端研究セミナー」では、神経科学研究の動向について幅広い知識を自律的に

学修する。また、実践的神経科学インターンシップを開設し、神経科学の基礎研究の成果を様々な社会実践の

現場でどのように応用、活用できるのかを体験的に学ぶ機会を提供する。

・「修士論文研究指導」として、4つの必修科目の開設し、修士論文研究のテーマ決定、修士論文研究構想発表、

修士論文研究資格試験、修士論文作成、修士論文最終試験、修士論文最終公開発表、修士の学位取得まで

の過程を段階的に指導することにより、学位の質の保証を図る。

1年次の学修

・入学直後開講される「キャリアプランセミナー」を履修し、修士取得までの学修計画および修了後の進路計画を

自ら考え策定する。

・大学院共通科目「研究倫理」および「学術院共通基盤科目（科目は自由に選択）」を履修し、研究者としての倫

理観や人間科学に関する幅広い教養を身につける。

・「神経科学基礎論A・B・C・D」 （Principles of Neural Science, Fifth Edition；カンデル神経科学、第５版をテキス

トとして使用）のすべて履修し、 “分子・細胞”、 “システム”、 “行動・認知”、 “障害、臨床、支援”の神経科学

の全般に関する基礎知識を習得する。

・神経科学基礎論の講義をもとに、 “分子・細胞”、 “システム”、 “行動・認知”、 “障害、臨床、支援”のいずれかの

領域の「神経科学実験・実習A・B・C・D」を１科目以上選択し、当該領域の基礎的研究課題や研究手法を実

践的に学ぶ。

・通年で開講される「基礎科学英語1」、 「英語ジャーナルクラブ1」を履修し、英語コミュニケーション力、ディベー

ト力、英語読解力を自律的に学ぶ。また、 「神経科学先端研究セミナー1」を履修し、招聘講師による研究セミ

神経科学先端セミナー1・2、修士論文指
導1・2・3・4、学会発表、修士論文作成な
ど
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・「修士論文研究指導2～4」以外の科目の評価は、シラバスに記載する評価方法に従って行う。

・「修士論文研究指導2～4」の科目は、指導教員の評点に加え、下記により評価の上、単位認定する。

（1）「修士論文研究指導 2」：修士論文研究構想発表。（全研究指導担当教員の参加のもと、修士論文研究テーマ、

研究計画についての口頭発表）。

（2） 「修士論文研究指導 3」：修士論文研究資格試験。

（3） 「修士論文研究指導 4」：修士論文最終試験。（全研究指導担当教員の参加のもと、修士論文研究について

の発表と口頭試問）。なお、最終試験合格者は修士論文最終公開発表を実施する。

　広く、人の心と行動や脳機能、およびその異常についての専門的研究に関心の高い人材。神経科学、心理学、

障害科学、生物学、基礎医学などの学部教育を受けた者が望ましいが、必須ではない。

ナーおよびインフォーマルディスカッションを通して、神経科学の幅広い領域の先端的研究の面白さを学ぶ。

・「修士論文研究指導1」では、修士論文研究のテーマに関連する先行研究についての文献を検索、学修する。

「修士論文研究指導2」では、修士論文研究構想発表を経て修士論文研究を進めると共に、2年次4月の修士

論文研究資格試験に向けての準備を進める。

2年次の学修

・自身のキャリアプランに応じて、「基礎科学英語2」、「英語ジャーナルクラブ2」、「神経科学先端研究セミナー2」、

「実践的神経科学インターンシップ」などのニューロサイエンス学位プログラム開設科目や、 「学術院共通基盤

科目」、他の学位プログラム開設科目を履修し、学位取得に向けてのより高度な知識、研究手法、論理的

思考力、英語力、実践力を習得する。

・「修士論文研究指導3」では、修士論文研究資格試験に合格した上で、修士論文研究を継続して進める。「修

士論文研究指導4」では、修士論文の作成を進め、修士論文最終試験合格を目指す。
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看護科学学位プログラム（博士前期課程）
Master's Program in Nursing Science

看護学研究法、実習科目、助産師養成科
目の（履修生においては、その） 特論や演
習、病院や地域等の臨地における実践実
績、学会発表、ポスター発表、達成度自己
点検

看護教育論、実習、病院や地域等の臨地に
おける実践実績、学会での質問、学内外セ
ミナーでのディスカッション、達成度自己点
検

看護科学論、助産師養成科目の（履修生に
おいては、その） 特論や演習、実習、臨地
での実践実績、論文作成など

看護科学論、看護学研究法、保健統計学、
看護科学特別研究、助産師養成科目の（履
修生においては、その） 特論や演習、病院
や地域等の臨地における実践実績、修士論
文作成（特定課題研究作成）、国内外学会
発表

助産師養成科目の（履修生においては、そ
の）特論や演習、インターンシップ、看護科
学特別実習、病院や地域等の臨地における
実践実績、達成度自己点検

少子高齢化が進むわが国では、複数の疾病や障がいを抱える患者の、長期にわたる複雑な

健康問題によって医療の需要が増大かつ多様化している。本学位プログラムは、看護科学にお

ける科学的根拠に基づいてこのような課題の解決に貢献できるような、幅広く深い学識をもつ研

究者等の養成の一段階であるとともに、助産師などの高度専門職業人を養成する。

看護学教育者、看護学研究者、保健師、助産師、看護師等
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・専門科目の基礎となり、医療技術の進歩と疾病構造の変化による多様な医療ニーズに応えられる幅広い知識を持っ

た豊かな人間性と科学的思考を促進する科目を専門基礎科目として設定する。

・学生の専攻分野を軸として、関連する分野の基礎的素養や広い視野、汎用的知識・能力の涵養に資するよう、大

学院共通科目、研究群共通科目、学術院共通専門基盤科目の履修を推奨する。

・大学院共通科目のうち「研究倫理」 （1単位）を必修とする。

・専門科目は、国際保健・地域看護学と臨床実践看護学のうち、いずれかの研究グループに所属して修士論文に

かかる研究に取り組む。

・修了後の進路に対応した以下の養成課程を設定する。①博士後期課程への進学に向けて研究基礎力を育成す

る研究基礎課程、②研究基礎力と高度な実践能力を持つ助産師を育成する助産師養成課程。

［研究基礎課程］

・専門基礎科目「看護科学論」 「看護学研究法」、専門科目、専門科目（共通）である実習と「看護科学特別研究」

により、科学的根拠に基づいて看護を探究する能力を身につける。

204



・専門基礎科目「看護学研究法」 「保健統計学」、専門科目、専門科目（共通）である実習と「看護科学特別研究」

等により、看護科学の基礎になる専門知識と技術をもって看護を研究・教育する能力を身につける。

・専門基礎科目「看護科学論」、大学院共通科目、他の専門分野に関する専門科目、専門科目（共通） 「看護科学特

別研究」により、看護を学際的な視点から科学的に分析する能力を身につける。

・eAPRIN、臨床研究における倫理講習、専門科目、専門科目（共通）である「看護科学特別研究」等により、豊かな

感性と確かな倫理観に基づく看護科学の研究能力を身につける。

・専門基礎科目「国際看護学」の受講や学術協定校講師による特別講義等により、国際的な看護研究を志向する能

力を身につける。また、専門基礎科目「看護学研究法」、各自の専門分野の専門科目における先行研究のクリティ

ーク、専門科目（共通） 「看護科学特別研究」等により、国際水準の看護研究の成果を自らの研究に活かす能力を

身につける。

［助産師養成課程］

・専門基礎科目「看護科学論」 「看護学研究法」、 「助産学実習Ⅰ・Ⅱ」、専門科目、専門科目（共通）である実習と「看

護科学特別研究」により、科学的根拠に基づいて助産学を探究する能力を身につける。

・助産師国家資格の取得に必要な31単位のほか、専門基礎科目「看護学研究法」 「保健統計学」 「看護教育学」、専

門科目、専門科目（共通）である実習と「看護科学特別研究」により、看護科学の基礎に助産学の専門性を融合さ

せて、助産実践力と研究能力を身につける。

・専門基礎科目「看護科学論」、大学院共通科目、専門科目（共通） 「看護科学特別研究」により、助産を学際的な視

点から科学的に分析する能力を身につける。

・eAPRIN、臨床研究における倫理講習、助産師国家資格の取得に必要な専門基礎科目「生殖生命倫理学」、専門

科目、専門科目（共通）である実習と「看護科学特別研究」等により、助産師としての豊かな感性と確かな倫理観に

基づく助産の実践能力を身につける。

・助産師課程の指定科目である専門基礎科目「国際看護学」、学術協定校講師による特別講義等により、国際的な助

産実践を志向する能力を身につける。また、専門基礎科目「看護学研究法」、助産師の国家資格取得に必要な「助

産学実習Ⅰ・Ⅱ」、専門科目における先行研究のクリティーク、専門科目（共通）である「看護科学特別研究」等により、

国際水準の助産研究の成果を助産実践に活かす能力を身につける。

・修了のために履修すべき専門基礎科目は、 「看護科学論」 （2単位）を含む8単位以上（大学院共通科目、他専攻

の開設科目を含めてよい）とする。

・修了のために履修すべき専門科目は、各自の専門分野の「特論」 （2単位）と「演習」 （2単位）を含む8単位以上と

する。

・修了のために履修すべき専門科目（共通）は、 「看護科学特別研究」 （4単位）のほか、 「インターンシップ」 （2単位）

と「看護科学特別実習」 （2単位）のいずれかを含む6単位とする。

・修了に必要な単位数は30単位以上とする。ただし、助産師の資格試験要件を満たしたい場合は、受験要件となる

31単位を含む61単位以上とする。

・各研究グループで修士論文または特定の課題についての研究の成果を作成するための研究指導を行う科目として

「看護科学特別研究」を必修とする。助産師養成課程に対応した進路を目指す学生は、修士論文の代わりに特定の
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・授業科目の成績評価は各科目担当者がシラバスの評価基準にそって評点する。

・達成度評価は、単位修得状況や課外活動に対応させたコンピテンスを設定し、学位プログラムで定めた基準に照らし

て1年に1回評価する。

・実践能力を育成する実習科目については、実習要項に実習目的とその評価基準を明示し、各科目担当者が評価基

準にそって評点し、科目責任者が最終的な達成度評価を成績として報告する。

・修士論文あるいは特定の課題研究についての成果の評価方法は以下の通りである。

- 2年次春学期に、教員1名による研究計画書について公開の発表会における口頭試問をとおして各学生の研究進

捗度を評価する。評価を行う教員は、指導教員とは研究グループが異なる看護科学学位プログラムの教員とする。

研究計画審査の評価は、①研究背景を系統的に示すことができているか、②研究目的を明確にできているか、③研

究の意義を適切に明示することができているか、④研究目的に合った研究方法を選択できているか、⑤研究計画は

倫理的に配慮がなされたものか、の5つの観点から行う。

- 2年以上の在学と修了に必要な単位以上の修得が見込まれる者について、学位論文の審査及び最終試験を行う。

主査および2名以上の副査からなる審査委員会を構成し、公開の発表会とその後の口頭試問をとおして各学生の研

究の完成度を審査する。審査を行う教員は、指導教員とは研究グループが異なる看護科学学位プログラムの教員と

する。学位論文の評価は、①研究の内容が看護科学に寄与するものであること、②研究の意義、目的を明確に設定

し、適切な方法を用いて研究していること、③先行研究が十分検討されていること、④研究全体に大きな矛盾がなく、

適切な形式や表記で論文が記述されていること、⑤研究の実施、もしくは結果の公開において倫理的な問題がない

こと、の5つの観点から行う。

- 助産師養成課程の学生については、特定の課題についての研究の成果の審査および最終試験の合格をもって修

士論文の審査および最終試験の合格に代えることができる。審査方法は修士論文の審査に準じる。特定の課題につ

いての研究の成果の評価は、①特定課題研究の内容が高度な看護実践に寄与するものであること、②看護実践上

の意義、目的を明確に設定し、適切な方法を用いて研究していること、③先行研究および実践への適用について、

十分に検討されていること、④研究全体に大きな矛盾がなく、適切な形式や表記で論文が記述されていること、⑤研

究の実施、もしくは結果の公開において倫理的な問題がないこと、の5つの観点から行う。

看護科学に関する基礎的な素養を備えており、確かな倫理観と科学的根拠に基づいて国際水準の看護を探究す

る意欲をもち、修了後に、看護の指導的な役割を担う教育者、研究者、助産師を目指す人材を求める。

課題についての研究の成果について審査を受けることができる。特定の課題についての研究の成果は、高度な看護

実践をおこなう能力の習得を証明するものである必要がある。

・１年次の４月に、各学生の研究課題の指導教員と副指導教員を決定し、学生が論文指導を受けられる体制を整える。

2年次の4月に、指導教員が所属する研究グループとは別の研究グループに所属する教員1名を審査委員として研

究計画書の審査を行い、必要な示唆を与える。人を対象とする研究課題については、研究の開始までに、該当する

倫理審査委員会から計画書の承認を得たうえで実施する。

・2年次の12月に修士論文または特定の課題についての研究の成果の発表会を行い、審査委員会による論文の予備

審査を経て、翌1月に行う論文の審査と最終試験によって合否を判定する。

・修了のために大学院共通科目「研究倫理」1単位と学術院共通専門基盤科目を1単位以上必修とする。
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フロンティア医科学学位プログラム（修士課程）
Master's Program in Medical Sciences

6．基礎知識の活用力：基礎医
学、 臨床医学、 社会医学を
横断する包括的な医科学の
基盤的知識を活用する能力

・博士課程への進学

・大学、研究所及び公的機関での教育及び研究職

・製薬、食品、医療機器等を含む企業への就職

・病院を中心とした医療施設での専門職（医学物理士、放射線治療品質管理士など）

・福祉関係の施設での専門職

・医薬品・医療機器などの臨床開発職（プロジェクトマネージャー、CRA、CRCなど）

English Discussion & Presentation I,II、
研究マネジメント基礎、適正技術教育、
演習科目、実習科目、TA経験、チーム
でのコンテスト参加、学会・セミナー・研
修会への参加など
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筑波大学大学院学則に規定された要件を充足した上で、学位論文が評価項目について妥当と認められ、かつ、最終試験で

合格した者に修士（医科学）を授与する。評価項目は以下の通りである。

（評価項目）

1．研究成果が質的にも量的にも修士論文として相応しいこと。

2．研究の背景が述べられていること。

3．研究の目的が明確であること。

4．研究の方法が目的に沿っていること。

5．研究の結果が適切に述べられていること。

6．研究の結果に基づく考察が適切になされていること。

7．図表が適切に作成されていること。

8．参考文献、略語等の表記が適切であること。

9．論文内容を十分に理解していること。

10．質疑応答に的確に対応できること。

11．関連分野の研究を理解していること。

12．研究データの改ざん・捏造や剽窃などの研究不正がないこと。

修士論文研究は「医科学特別演習」として複数の教員によって指導され、1年次後半に行われる中間審査に合格した者に

ついて最終審査が行われる。最終審査は、公開発表会における3名の教務委員による研究発表審査と、論文審査員（主査1

名、副査2名）による個人審査で行われる。審査結果をフロンティア医科学学位プログラムの論文審査委員会と運営委員会、

及び学術院運営委員会で審議して学位授与が決定される。

フロンティア医科学学位プロブラムでは、基礎科目、専門基礎科目、専門科目を編成する。基礎科目、専門

基礎科目により医科学の基盤知識を、専門科目により希望する進路に対応する専門領域の能力を修得する。

基礎科目、専門基礎科目、専門科目の5割以上は英語で開講し、留学生が英語のみで学位を取得できるよう

に配慮する。さらに、専門分野以外の幅広い知識・教養や倫理観は大学院共通科目等を通して身につけ、次

世代の人材育成にも貢献できる力を涵養する。
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公衆衛生学学位プログラム（修士課程）
Master's Program in Public Health

疫学、生物統計学、保健医療政策学、環境保健学、健康行動科学の5つのコアを中心とし

たパブリックヘルスの専門性を高めるための知識や技能の修得を目指す。また、関連領域の

授業履修も積極的に推奨し、学際性の向上も目指す。

グローバルに活躍できる人材育成のために、すべての基礎科目・必修科目を英語で開講

して留学生とともに学ぶ環境を整備している。

人間集団の健康問題の解決のために何ができる
か、またそれを検証するための研究デザイン、研
究倫理、データ収集、解釈についての方法を学
修し、実践応用できる能力を習得したか

生物統計学の基本を学修し、分析計画からデー
タ分析法の選択と実践・解釈までの生物統計の
実践応用に関する能力を習得したか

予防・医療・介護等の健康・医療に関する課題を
政策論や経済学、医療管理学の手法を用いて分
析し、政策提言につなげる能力を習得したか
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社会科学や行動科学の手法を学修し、健康生
成のメカニズムに関する研究や、社会での介入
活動に応用する技能を習得したか

環境が人の健康に及ぼす影響について学修
し、国際的枠組みで環境保健対策を計画・ 実
行する知識と技能を習得したか

公衆衛生学学位プログラムの教育課程は、基礎科目、専門科目で構成される。開設科目の中から選択して幅広く学びながら

公衆衛生学の専門的知識を習得するカリキュラム編成とする。Master of Public Health （MPH）の修得に求められる国際的基準の

カリキュラムにのっとり、コア学問領域を中心として必修科目が指定される。プログラムの全ての必修科目、また選択必修科目のほ

とんどを英語で開講し、留学生のみならず日本人学生も英語カリキュラムで学位を取得する環境を整える。また、筑波大学のTA

（Teaching Assistant）やTF （Teaching Fellow）の制度を利用して、大学など教育研究機関にて将来的に教育担当となる教育能力

を身につけることができる。

疫学、生物統計学、保健医療政策学、健康行動科学、環境保健学など、公衆衛生学のコアとなる学問

についての基盤的知識については、主に筆記試験による評価を実施する。公衆衛生領域での情報収集と

分析に関する能力については、主に疫学演習や生物統計解析演習を通じて、その遂行能力を筆記試験

と演習レポートによって評価する。専門分野および関連分野の履修科目の達成度については、シラバスに

明記された到達目標と評価基準に従って判定され、 学生にフィードバックされる。 修士論文については、

論文審査員による中間個人審査での評価に加えて、中間発表会での教務委員によるプレゼンテーション ・

質疑応答能力の評価が行われ、いずれもよりよい研究にするための助言として学生にフィードバックされ

て、最終審査において修士 （公衆衛生学） の学位にふさわしいレベルに到達するよう保証する。

1． 公衆衛生学特別演習 （修士論文研究） 以外の科目は、シラバスに記載してある評価方法に従って評価

する。

2． 公衆衛生学特別演習 （修士論文研究） は、以下 (1) から (5) の評価を総合して最終評価とする。

(1) 中間個人審査、研究成果発表会、公開発表会での教務委員による評価

(2) 論文の個人審査での審査委員による評価

(3) 修士論文指導教員による評価

(4) 学会発表や研究論文発表の評価

(5) 公衆衛生に関する活動の評価
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体育学学位プログラム（博士前期課程）
Master's Program in Physical Education, Health and Sport Sciences
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スポーツ・オリンピック学学位プログラム（博士前期課程）
Master's Program in Sport and Olympic Studies

研究指導科目、インターンシップ科目、
修士論文作成、学会発表など

Olympic Movement Studies、Olympic and 
Paralympic History、修士論文作成

Anti-Doping、Exercise Physiology and 
Human Performance、修士論文作成
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＜修士論文＞

1．研究の内容がスポーツ・オリンピック学分野の学問的発展に寄与するものであること。

2．研究の意義、目的が明瞭で、適切な研究方法を用いて結果を導いていること。

3．先行研究が十分検討されていること。

4．論文を通して執筆の表記や書き方が適切であること。

5．研究の過程において、倫理的な問題がないこと。

〔審査方法及び審査体制〕

審査方法は論文を最終試験として口頭で発表し、それについて当学位プログラム担当3人が審査の基準に沿って点数で評

価する。平均点60点以上を合格とする。

入学と同時に、学生の希望と将来の進路を考え、4分野（オリンピック・ パラリンピック教育、スポーツマネジメン

ト、スポーツ医科学、ティーチング・コーチング・日本文化）の何れかに振り分けると同時に、指導教員も決定する。

指導教員および副指導教員と相談し、 研究群共通科目、 学術院共通専門基盤科目、 大学院共通科目お

よび専門基礎科目（必修）10単位、専門基礎科目（選択）0～3単位、専門科目（共通）8～10単位、専門科目（専

門分野） 4～10 単位から、 合計 30 単位以上を修得し、 修士論文を作成する。 インターンシップ先は本人の

希望に基づき、指導教員と相談の上、インターンシップ委員会にはかって決定する。

学生は4分野（オリンピック・パラリンピック教育、スポーツマネジメント、スポーツ医科学、ティーチング・コーチ

ング・日本文化）の何れかに所属し、それぞれの演習を履修する。

学生の専攻分野を軸として、関連する分野の基礎的素養や広い視野、汎用的知識 ・ 能力 の涵養に資するよ

う、研究群共通科目、学術院共通専門基盤科目、大学院共通科目から１単位を履修することを推奨する。  研究

指導においては、複眼的視野をもった研究能力の育成のために 複数指導体制 （必要に応じた他学位プログラ

ムの教員も参画）とする。具体的な履修科目や副指導教員の配置は、個々の学生の研究計画やキャリアプラン等

を踏まえて決定する。

オリンピズムやスポーツの価値、日本文化などを理解し修得する専門基礎科目として 11 単位を必修として配

置する。

武道・ 日本文化に対する理解力と英語を基礎にしたコミュニケーション能力、グローバルな俯瞰力と地域社会

で生活する人々へのまなざしを持つグローカルな実践力・ マネジメント力を達成するために、共通専門科目を配

置し、4 週間程度のインターンシップを課す。また、外部から研究者や実務者を招いた講義や演習を通して、高

度専門職業人としてのマネジメント能力やコミュニケーション力を身に付ける。国内のスポーツ組織や関連学会・

研究会における積極的な参加・発表も推奨する。

各演習、研究方法論において実施される段階的な達成項目が評価される科目を計 30 単位以上取得すること

とともに、次の条件を満たしていることとする。

・2年次の修士論文の中間報告会に合格。

・4週間以上のインターンシップにて実践的能力を獲得。

・修士論文の審査に合格。

・最終試験に合格。

219



 
 

一般選抜のみを行う。前年4月にWebで募集要項を公開する。Webでの出願を前年12月初旬から12月中旬

までとし、志望動機や研究計画などの書類を受け付ける。1月下旬に入試（口述試験）を行い、書類審査との総

合点(400点満点）で合否を判定する。書類審査では、志望動機、研究計画、これまでの経験などについて評価

する（審査員の平均で100点満点）。口述試験では、志望動機、研究計画、スポーツ・オリンピック学に関する基

礎的知識、英語などコミュニケーション力の合計点（審査員の合計で300点満点）で評価する。
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スポーツウエルネス学学位プログラム（博士前期課程）
Master's Program in Sport and Wellness Promotion
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芸術学学位プログラム（博士前期課程）
Master's Program in Art

 当該学位プログラムの全ての学生に
対して履修することを指導する、研究・制
作発表特別演習Ⅰ,Ⅱ、芸術学学位プロ
グラム特別演習、芸術学学位プログラム
特別研究と、教育研究領域ごとの芸術支
援学学外演習A-1、版画制作A-1、日本
画制作A-1、現代アート表現演習等の履
修、学会発表、国内外コンクール等への
参加、展覧会企画発表など
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 当該学位プログラムの全ての学生に
対して履修することを指導する、研究・制
作発表特別演習Ⅰ,Ⅱ、 芸術学学位プ
ログラム特別演習、芸術学学位プログラ
ム特別研究と、教育研究領域ごとの近・
現代美術論特講Ⅰ-1、芸術教育方法論
A-1、メディア表現演習、都市・地域デザ
イン論特講等の履修、留学生との交流、
TOEFL、TOEIC等受験、国際会議発表、
外国人との共同研究など
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 芸術学学位プログラムは、美術史、芸術支援、洋画、版画、日本画、彫塑、書、構成、総合造形、工芸に加えて、マンガ、イラ

スト、文字表現、空間造形など国際的に平面・立体の芸術的表現を研究する、ビジュアルデザインおよび環境デザインの各領域

の特性を活かした教育方針のもと、領域横断的で学際的な学修および研究を奨励し幅広い能力の涵養を図りつつも、専門性の

高い表現力と豊かな学識を備え、博士後期課程の研究活動につながる専門的実践力を養成する。

・「基礎科目」により、造形芸術全般にわたる基礎的知識や論理的思考力を身に付ける。

・「専門科目」については、造形芸術表現に関する科目だけではなく、マンガ、イラスト、文字表現、空間造形など

国際的に平面・立体の芸術的表現を研究する、ビジュアルデザインおよび環境デザインの科目を設定し、各

領域の専門性に対応する研究能力や創造的表現力を身に付ける。

・「研究・制作発表特別演習Ⅰ・Ⅱ」により、授業や研究の成果を発表する機会を設け、プレゼンテーション力や

自己の研究を客観的に分析する力を養う。

・「芸術学学位プログラム特別演習」により、修了研究につながる各専門領域における研究の遂行力を身に付け

る。

・「芸術学学位プログラム特別研究」により、各専門領域に対応した修了研究の遂行力を身に付ける。
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デザイン学学位プログラム（博士前期課程）
Master's Program in Design
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地域や文化の壁を越えた問題解決策を提案する意欲および資質のある人材、常に新しい解決策を生み出す

ことに挑戦し、成果を生み出す粘り強さを身に付ける意欲のある人材を求める。
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世界遺産学学位プログラム（博士前期課程）
Master's Program in Heritage Studies
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入学者の選抜は、外国語（英語） の提出スコアならびに口述試験に基づき、世界遺産学に必要な、語学力、

基礎的な専門知識、研究能力を総合的に評価する。

230



情報学学位プログラム（博士前期課程）
Master's Program in Informatics

データサイエンス実践、知識情報分析、コ
ミ ュ ニ テ ィ 分 析、 文 献 調 査 法、Literature 
Survey、調査とデータ分析、Survey and Data 
Analysis、記録情報管理、情報学特別演習
A、情報学特別演習B、情報学特別演習C、
情報学特別演習D、修士論文作成など

機械学習とパターン認識、パブリックサービス、ライ
ブラリーマネジメント、学術情報基盤、研究法基礎、
Research Foundation in Informatics、調査とデータ分
析、Survey and Data Analysis、研究計画、業務計画、
記録情報管理、情報学特別演習A、情報学特別演
習B、情報学特別演習C、情報学特別演習Dなど

感性認知情報、コミュニケーション行動、パ
ブリックサービス、文献調査法、業務計画、
コンテンツ開発、情報学特別演習A、情報
学特別演習B、情報学特別演習C、情報学
特別演習D、グローバル研究演習Ia、グロ
ーバル研究演習Ib、グローバル研究演習
IIa、グローバル研究演習IIb、学会発表など

パブリックサービス、 調査とデータ分析、
Survey and Data Analysis、コンテンツ開発、
情報学特別演習A、情報学特別演習B、
情報学特別演習C、情報学特別演習D、
TA経験など

知的財産と情報の安全、学術情報基盤、研究法基
礎、Research Foundation in Informatics、文献調査法、
Literature Survey、情報学特別演習A、情報学特別
演習B、情報学特別演習C、情報学特別演習D、グ
ローバル研究演習Ia、グローバル研究演習Ib、グロ
ーバル研究演習IIa、グローバル研究演習IIb、大学
院共通科目（国際性養成科目群）、語学力養成科目、
外国語の演習科目、国際的な活動を伴う科目など

メディアデザイン、感性認知情報、知識情報分析、
コミュニティ分析、デジタルヒューマニティーズ、知的
財産と情報の安全、図書館メディア文化史、ライブラ
リーマネジメント、学術情報基盤、アーカイブズ、博
物館情報メディア、情報組織化、メディア教育、研
究法基礎、Research Foundation in Informatics、調
査とデータ分析、Survey and Data Analysis、研究計
画、記録情報管理、情報学特別演習A、情報学特
別演習B、情報学特別演習C、情報学特別演習D、
グローバル研究演習Ia、グローバル研究演習Ib、グ
ローバル研究演習IIa、グローバル研究演習IIbなど
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データサイエンス実践、機械学習とパターン
認識、ビジュアライゼーション、生体生命情報、
構造化データ、情報アクセス、情報プラクテ
ィス、情報推薦、ヒューマンコンピュータインタ
ラクション、コミュニケーション行動、研究法基
礎、Research Foundation in Informatics、 調
査とデータ分析、Survey and Data Analysis、
研究計画、情報学特別演習A、情報学特別
演習B、情報学特別演習C、情報学特別演
習D、グローバル研究演習Ia、グローバル研
究演習Ib、グローバル研究演習IIa、グローバ
ル研究演習IIbなど

データサイエンス実践、メディアデザイン、ビ
ジュアライゼーション、生体生命情報、感性
認知情報、情報プラクティス、ヒューマンコン
ピュータインタラクション、コミュニケーション
行動、コミュニティ分析、図書館メディア文化
史、ライブラリーマネジメント、アーカイブズ、
博物館情報メディア、メディア教育、研究法
基 礎、Research Foundation in Informatics、
文献調査法、Literature Survey、研究計画、
コンテンツ開発など

ビジュアライゼーション、構造化データ、情報ア
クセス、情報プラクティス、情報推薦、ヒューマ
ンコンピュータインタラクション、デジタルヒュー
マニティーズ、学術情報基盤、情報組織化、研
究法基礎、Research Foundation in Informatics、
文献調査法、Literature Survey、研究計画など

データサイエンス実践、構造化データ、情報
アクセス、知識情報分析、デジタルヒューマニ
ティーズ、知的財産と情報の安全、図書館メ
ディア文化史、パブリックサービス、ライブラリ
ーマネジメント、学術情報基盤、アーカイブズ、
博物館情報メディア、情報組織化、研究法基
礎、Research Foundation in Informatics、 文
献調査法、Literature Survey、研究計画、業
務計画、記録情報管理など

知的財産と情報の安全、研究法基礎、Research 
Foundation in Informatics、業務計画、コンテン
ツ開発、情報学特別演習A、情報学特別演習B、
情報学特別演習C、情報学特別演習D、TA経
験など

 以下の評価項目すべてが妥当もしくは達成されたと認められる学位申請論文を、最終試験を経た上で、修士論文として合格と
する。
1．研究テーマの意義
2．先行研究の把握と理解
3．研究方法の妥当性
4．結論とそれに至る論理の妥当性
5．体裁・構成の適切さ
6．文献・資料の適切な引用
 論文審査の方法は以下のとおりとする。
 論文審査は、学位論文ごとに設置される学位論文審査委員会が論文の内容、公開による学位論文発表会、最終試験を総合
的に判断して行う。
1）学位論文審査委員会は主査１人及び副査２人以上で構成する。
2）公開による発表は質疑応答を含めて３０分程度行う。
3）最終試験は、学位論文を中心に、その関連分野について口述又は筆記により行う。ただし、公開の学位論文発表会をもって、
口述試験に代えることができるものとし、必要がある場合は、更に口述試験または筆記試験を行う。
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英語試験成績、口述試験成績を点数化し、それらの結果を総合的に判定する。なお、所属長の推薦を受けた

学士取得見込み者に対する推薦入学試験と、社会的経験を有する者に対する社会人特別選抜では英語試験を

免除する。また、10月入学の英語受験者特別選抜では、口述試験にビデオ会議ツールを使用する。

・講義科目は、専門科目群から12単位以上、大学院共通科目、学術院共通専門基盤科目、研究群共通科目、
他学位プログラム科目、専攻の科目から8単位までを修得する。

・演習科目は、方法論的基盤科目群・実践指導科目群から6単位、研究指導科目群から4単位以上修得する。
原則的に、方法論的基盤科目群を1年次に履修することによって研究基礎力を固め、研究指導科目群を1・2
年次に履修することによって、研究基礎力を地盤とした研究遂行力を身に着ける。

・入試区分及び教授言語にかかわらず、所定の単位を修得した場合には、修了要件に含むことができる。

・教育課程は、大学院共通科目、学術院共通専門基盤科目、研究群共通科目および、本学位プログラム独自の

講義科目としてメディアサイエンス専門科目群、情報インタラクション専門科目群、図書館情報学専門科目群、

演習科目として方法論的基盤科目群、実践指導科目群、研究指導科目群から構成する。

・大学院共通科目、学術院共通専門基盤科目、研究群共通科目などにより知の活用力、マネジメント能力、コミュ

ニケーション能力、チームワーク力、国際性という汎用的知識・能力を身に着けさせる。

・メディアサイエンス専門科目群（講義科目）により、データの性質を読み取り、目的に適した方法を選択し、分析

する能力および、情報システムや社会システムへの応用を意識したうえで、新しいメディアを開発する能力を身

に着けさせる。

・情報インタラクション専門科目群（講義科目）により、人間の知情意とコンピュータの入出力の相互作用を多面的

に分析する能力および、情報サービスや多彩なWebサービスを設計する能力を身に着けさせる。

・図書館情報学専門科目群（講義科目）により、歴史・文化に関する資料の意味を読み取り、社会への理解を養

い、新たな社会を育てる能力および、図書館、文書館、博物館等の情報サービスや多彩なWebサービスを設

計する能力を身に着けさせる。

・方法論的基盤科目群（演習科目）は、研究法基礎、文献調査法、調査とデータ分析、実践指導科目群（演習

科目）は、研究計画、業務計画、コンテンツ開発、記録情報管理から構成し、研究を遂行するのに必要な研究

基礎力を実践的に身に着けさせる。

・研究指導科目群（演習科目）は、情報学特別演習から構成し、メディアの特性を活かしたデータ活用に関する

理論と応用、コミュニケーションに焦点を当てた情報利用に関する理論と応用、社会基盤としての知識資源の

マネジメントに関する理論と応用に関して、研究の実践によって、研究遂行力を身に着けさせる。
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ライフイノベーション（病態機構）学位プログラム（博士前期課程）
Master's Program in Life Science Innovation (Disease Mechanism)

ライフイノベーション博士前期研究I春，
博士前期インターンシップ，ライフイノベ
ーションチーム型演習（基礎），修士論
文作成，学会発表

ライフイノベーション博士前期研究I春，
博士前期インターンシップ，ライフイノベ
ーションチーム型演習（基礎），レギュラ
トリーサイエンス，達成度評価

ライフイノベーション博士前期研究I春，
ライフイノベーションチーム型演習（基
礎），バイオインフォマティクス基礎，博
士前期ライフイノベーションセミナー，学
会発表，T-LSI student workshop

ライフイノベーション博士前期研究I春，
ライフイノベーションチーム型演習（基
礎），学会での質問

レギュラトリーサイエンス，ライフイノベー
ションチーム型演習（基礎），博士前期ラ
イフイノベーションセミナー，修士論文作
成

バイオインフォマティクス概論，創薬概
論，食品科学概論，バイオリソース概論，
ライフイノベーション博士前期研究I春，
ライフイノベーション博士前期演習I春，
学会発表，セミナーへの参加
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ライフイノベーションチーム型演習（基
礎）， 博士前期ライフイノベーションセ
ミ ナ ー， 達 成 度 評 価，T-LSI student 
workshop，修士論文作成

・ 病態機構領域の教育課程は， 専門科目， 本学位プログラム６領域 （病態機構領域， 創薬開発領域， 食

料革新領域， 環境制御領域， 生物情報領域， 生体材料領域） 共通の基礎科目， および大学院共通科目

で構成される。 専門科目では， 病態機構に関する専門力を養うための講義のほかに， 各自の所属する

研究室において， 病態機構に関する研究指導を受ける。

・ 修士論文作成， 学会発表等により， 知の活用力を身に付ける。

・ 「レギュラトリーサイエンス」 等により， マネジメント能力を身に付ける。

・ 「ライフイノベーション博士前期演習」 等により， コミュニケーション能力を身に付ける。

・ 「ライフイノベーションチーム型演習 （基礎）」 等により， チームワーク力を身に付ける。

・ 「博士前期ライフイノベーションセミナー」 等により， 国際性を身に付ける。

・ 基礎科目， 「ライフイノベーション博士前期研究」 等により， イノベーション力を身に付ける。

・ 専門科目等により， 専門知識を身に付ける。

・ 基礎科目， 専門科目， 中間発表会等により， 高度英語実践力を身に付ける。
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・ 入学１年後に， 指導教員と２名の副指導教員から構成される達成度評価委員会が， 中間評価 （達成度評

価 I） を行う。

・ １年次末に主査と２名の副査が修士論文の作成に向けた研究の進捗状況に対する中間審査を行う。

・ 修了予定の４ヵ月前に， 指導教員と２名の副指導教員から構成される達成度評価委員会が， 最終評価 （達

成度評価 II） を行う。

・ 修了予定の２ヵ月前に行う最終試験において， 主査と２名の副査が， 修士論文の内容に関する発表およ

び質疑応答に基づき， 学位審査を行う。
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ライフイノベーション（創薬開発）学位プログラム（博士前期課程）
Master's Program in Life Science Innovation (Drug Discovery)

ライフイノベーション博士前期研究I春，
博士前期インターンシップ，ライフイノベ
ーションチーム型演習（基礎），修士論
文作成，学会発表

ライフイノベーション博士前期研究I春，
博士前期インターンシップ，ライフイノベ
ーションチーム型演習（基礎），レギュラ
トリーサイエンス，達成度評価

ライフイノベーション博士前期研究I春，
ライフイノベーションチーム型演習（基
礎），バイオインフォマティクス基礎，博
士前期ライフイノベーションセミナー，学
会発表，T-LSI student workshop

ライフイノベーション博士前期研究I春，
ライフイノベーションチーム型演習（基
礎），学会での質問

レギュラトリーサイエンス，ライフイノベー
ションチーム型演習（基礎），博士前期
ライフイノベーションセミナー，修士論文
作成

バイオインフォマティクス概論，創薬概
論，食品科学概論，バイオリソース概論，
ライフイノベーション博士前期研究I春，
ライフイノベーション博士前期演習I春，
学会発表，セミナーへの参加
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・ 入学１年後に， 指導教員と２名の副指導教員から構成される達成度評価委員会が， 中間評価 （達成度評

価 I） を行う。

・ １年次末に主査と２名の副査が修士論文の作成に向けた研究の進捗状況に対する中間審査を行う。

・ 修了予定の４ヵ月前に， 指導教員と２名の副指導教員から構成される達成度評価委員会が， 最終評価 （達

成度評価 II） を行う。

ライフイノベーションチーム型演習（基礎），
博士前期ライフイノベーションセミナー，達
成度評価，T-LSI student workshop，修士
論文作成

・ 創薬開発領域の教育課程は， 専門科目， 本学位プログラム６領域 （病態機構領域， 創薬開発領域， 食

料革新領域， 環境制御領域， 生物情報領域， 生体材料領域） 共通の基礎科目， および大学院共通科

目で構成される。 専門科目では， 創薬開発に関する専門力を養うための講義のほかに， 各自の所属する

研究室において， 創薬開発に関する研究指導を受ける。

・ 修士論文作成， 学会発表等により， 知の活用力を身に付ける。

・ 「レギュラトリーサイエンス」 等により， マネジメント能力を身に付ける。

・ 「ライフイノベーション博士前期演習」 等により， コミュニケーション能力を身に付ける。

・ 「ライフイノベーションチーム型演習 （基礎）」 等により， チームワーク力を身に付ける。

・ 「博士前期ライフイノベーションセミナー」 等により， 国際性を身に付ける。

・ 基礎科目， 「ライフイノベーション博士前期研究」 等により， イノベーション力を身に付ける。

・ 専門科目等により， 専門知識を身に付ける。

・ 基礎科目， 専門科目， 中間発表会等により， 高度英語実践力を身に付ける。
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教育学学位プログラム（博士後期課程）
Doctoral Program in Education

① 教育学の分野の研究者としてふさわしい倫
理観と倫理的知識を有しているか

② 専攻する特定分野に関する倫理観と倫理的
知識を有しているか
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心理学学位プログラム（博士後期課程）
Doctoral Program in Psychology

心理学を基礎とする研究職．具体的には，博士特別研究員、特任助教・助教、他大学の研

究推進員、科学警察研究所など公的研究機関、民間企業研究所研究員 ほか
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① 心理学の専門家として、他領域・他職種の専
門家と議論・協働・主導ができる（またはしよう
としている）か

② 心理学の専門性を活かして、他領域・他職種
の専門家と議論・ 協働・ 主導ができる（または
しようとしている）か

本学位プログラムでの学修目的は，学位論文作成のための研究活動の推進にある。このため、心理学特別研

究を置き、複数の指導教員によるチーム指導体制の下、実践的に研究を進めることにより様々な能力を涵養して

いく。加えて、心理学的情報発信力、多領域間コミュニケーション能力の育成のために、心理基礎科学サブプログ

ラム、心理臨床学サブプログラムをおいた上で、それぞれの領域に応じた実習科目を設置し、能力育成を図る。

「心理学先端研究」 によって、広く心理学研究について学ぶこと、および理学特別研究を中心とした学位論文

作成研究によって、心理学的問題発見と人間理解力ならびに心理学的問題解決力を育成する。

これらの専門コンピテンシーは知の創成力を身につける基盤となる。

博士論文に関する報告会の実践により，心理学的情報発信力ならびに多領域間コミュニケーション能力を身に

つける。これらは、マネジメント能力、コミュニケーション能力、チームワーク力の基盤となる。

また、心理基礎科学サブプログラムでは、心理学実験実習、心理学研究マネジメント実習1により、学士課程学

生のインストラクタを務めることにより、心理学的情報発信力ならびにコミュニケーション能力を身につける。心理臨
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床学サブプログラムでは実習科目により心理臨床実践力を身につける。

これらに加えて、学術院専門共通基盤科目、大学院共通科目を履修することにより、マネジメント能力、コミュニ

ケーション能力、チームワーク力、国際性を身につける。

学位プログラムの集大成ともいえる学位論文作成研究を中心に、必要な能力涵養のための学修機会を設置す

る。学位取得論文研究の段階的実施として、1年次に仮投稿論文の作成、構想発表、2年次以後、必要要件がそ

ろった時点で、学位論文予備審査を受け、本論文執筆・ 提出、最終口頭試問を行うが、こうした学位論文作成研

究については、指導教員と副指導教員がチームを組んで、複数教員研究指導体制により、幅広い視点からの研

究推進能力を獲得する。

・各授業科目では、担当教員による厳正な教育評価を行う。

・1年次には、6月に投稿論文形式レポートを提出し、論文発表の基本的技能の状態を評価する。また11月に博

士論文構想発表会を行い、研究全体の枠組構成の状況を把握する。

・各年次末に、研究経過報告ならびに研究業績一覧の提出を求め、1年間の研究活動について評価を行う。その

際、正副指導教員全員と個別に面談をし、複数の方向性からの評価を行う。

・ 学位論文提出予備審査では、学位プログラムで研究指導を行う全教員がプレゼンテーションに基づき、学位論

文のための研究の仕上がりについて、検討を行う。原則として予備審査会は毎年5月、10月、12月のいずれで

も実施可能な体制を作る。

・ 予備審査を通過した論文は、論文受理後に論文審査会を構成し、公開で口頭試問を行うことで、心理学研究と

しての総合的評価、ならびに学位取得に必要な諸能力の獲得について評価を行う。

・入学試験は、専門外国語（英語）ならびに口述試験により選抜を行う。

・心理学学位プログラム（博士前期課程）からの内部進学特別入試を実施し、特に優秀な人材の学位（博士）の修

得を促進する。
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障害科学学位プログラム（博士後期課程）
Doctoral Program in Disabil ity Sciences

視覚障害講究Ⅰ･Ⅱ･Ⅲ、聴覚障害講究
Ⅰ･Ⅱ･Ⅲ、 知的･発達･行動障害講究
Ⅰ･Ⅱ･Ⅲ、運動障害･病弱講究Ⅰ･Ⅱ･
Ⅲ、音声･言語障害講究Ⅰ･Ⅱ･Ⅲ、障
害福祉学講究Ⅰ･Ⅱ･Ⅲ、障害原理論講
究Ⅰ･Ⅱ･Ⅲ、博士論文作成、学会発表、
論文投稿（下線部は選択必修科目あるい
は修了要件）

障害科学研究実践法、 海外研究活動
Ⅰ･Ⅱ、博士論文デザイン・中間・最終
発表、学会発表（下線部は必修科目あ
るいは修了要件）
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・博士論文の指導においては、学位論文提出までには指導教員１名（研究指導担当、委員長）、副指導教員２名（委員）の計

３名で構成される研究指導委員会が指導にあたる｡研究指導委員会による指導を受けた上で全担当教員の出席のもとで1

年生の秋学期にデザイン発表会を行い、研究計画について審査を受ける。

・デザイン発表合格後、3年生の春学期に中間発表会を実施する。中間発表会実施の条件は、①博士論文全体の概ね７割程

度の主要な研究データの収集を終えていること、②博士論文を構成する研究の一部を、学術雑誌に投稿していること、とす

る。

・中間発表合格後、最終論文が提出された後に、学位プログラム内での予備審査に関する最終発表会を実施する。最終発表

会実施の条件は、 「博士論文を構成する筆頭著者の研究論文を2編以上、審査付きの日本の全国的な学会機関誌等また

は国際的な学術雑誌に発表していること（学位プログラム運営委員会が認めた研究論文と代替可）」とする。

・最終発表を希望する学生は、指導教員と相談の上、仮綴じ論文と論文目録を提出する。提出された仮綴じ論文は指導教員

を主査、副指導教員を副査とした予備審査小委員会の査読、審査を受け、最終発表（公開）を行った後、学位プログラム運

営委員会において、予備審査小委員会主査及び副査の論文査読結果報告書に基づく審査報告と審議を行う。

・博士論文の評価は、提出された論文の査読と最終発表における発表内容及び口頭試問の結果により、以下の観点から総合

的に行う。

1．関連分野の国内外の研究動向及び先行研究の把握に基づいて、障害科学分野における当該研究の意義や位置づけが明

確に述べられていること。

2．障害科学分野の発展に寄与するオリジナルな研究の成果が、学術論文とする相応しい量含まれていること。

3．研究公正についての十分な知識に基づき、研究結果の信頼性が十分に検証されていること。

4．研究結果に対する考察が妥当であるとともに、結論が客観的な根拠に基づいていること。

5．研究の背景、目的、方法、結果、考察、結論等が障害科学分野の博士論文に相応しい形式にまとめてあること。

①研究倫理申請を終了しているか
②障害科学に関する研究に必要な倫理観と倫

理的知識を習得し、分かりやすく伝えられるか
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・博士論文の指導においては、指導教員と副指導教員による指導を受けた上で全担当教員の出席のもとで1年

生の秋学期にデザイン発表会を行い、研究計画について審査を受ける。

・デザイン発表合格後、3年生の春学期に中間発表会を実施する。中間発表会実施の条件は、①博士論文全

体の概ね７割程度の主要な研究データの収集を終えていること、②博士論文を構成する研究の一部を、学術

雑誌に投稿していること、とする。

・中間発表合格後、最終論文が提出された後に、学位プログラム内での予備審査に関する最終発表会を実施

する。最終発表会実施の条件は、 「博士論文を構成する筆頭著者の研究論文を2編以上、審査付きの日本

の全国的な学会機関誌等または国際的な学術雑誌に発表していること（学位プログラム運営委員会が認めた

研究論文と代替可）」とする。

・博士論文の評価は、提出された論文の査読と最終発表会における発表内容及び口頭試問の結果により、以

下の観点から総合的に行う。

① 関連分野の国内外の研究動向及び先行研究の把握に基づいて、障害科学分野における当該研究の意義

や位置づけが明確に述べられていること。

② 障害科学分野の発展に寄与するオリジナルな研究成果が、学術論文として発表するのに相応しい量含まれ

ていること。

③ 研究公正についての十分な知識に基づき、研究結果の信頼性が十分に検証されていること。

④ 研究結果に対する考察が妥当であるとともに、結論が客観的な根拠に基づいていること。

⑤ 研究の背景、目的、方法、結果、考察、結論等が、障害科学分野の博士論文に相応しい形式にまとめてあ

ること。

本学位プログラムの教育課程は、博士論文作成のための科目構成となっている。7つの専門分野毎に講究科

目を配置し、大学院生は自分の専門とする分野の講究科目群（講究Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ）のいずれか一群を必修科目とし

て履修する。それぞれ講究Ⅰはデザイン発表会（1年次の10月）、講究Ⅱは学術論文への投稿、講究Ⅲは中

間発表会（3年次の6月）に臨む要件としている。

1年次の春学期には、研究倫理のための研修会を授業とは別に設けており、研究倫理に対する態度と、具体

的な研究倫理の審査手続きに関する研修を実施している。また、1年次の秋学期には、障害科学研究実践法に

おいて、自分の専門分野の研究法を、授業担当教員の指導のもとで、障害科学類開設の実習科目の授業補助

者として関与することで、大学教員として必要な教授能力の育成をしている。

また附属特別支援学校等をフィールドとした実践研究（特別支援教育実践研究）や国際学会での発表や国際

交流協定大学の大学院生との研究交流セミナーのための授業（海外研究活動）を通じて、研究者として必要な

コミュニケーション能力、国際性、研究発信力を育成する。

障害科学に関わる知識と研究の能力を備え、国内外の最先端の研究に強い関心をもち、将来、障害に関わ

る教育、福祉、臨床、行政、国際協力等の分野における研究者をめざす人材を求める。

・入学試験は1-2月期に実施する。修士論文等の審査、研究計画に関する口頭発表および口述試験により評

価を行う。

・入学試験を通じて、入学者の障害科学に関する知識と研究能力について審査する。
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カウンセリング科学学位プログラム（博士後期課程）
Doctoral Program in Counseling Science
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リハビリテーション科学学位プログラム（博士後期課程）
Doctoral Program in Rehabil itation Science
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ニューロサイエンス学位プログラム（博士後期課程）
Doctoral Program in Neuroscience

・正常および障害のある脳機能についての最高度の専門知識と解析技術を備え、基礎・応

用研究を推進できる人材

・神経科学分野の広範な領域の専門的および学際的見識をもとに、現代社会が抱える様々

な心や行動の課題に敏感かつ真摯に向き合い解決に寄与できる人材

・国内外の教育・研究機関において、人材育成や学際的研究を牽引できる人材

・研究者倫理に基づき、神経科学分野のプロフェッショナルとしての行動する意識、自己管

理能力、人間力を持った人材

1．知の創成力：未来の社会に
貢献し得る新たな知を創成す
る能力

キャリアプラン・研究者倫理・TF トレーニ
ングセミナー、神経科学専門研究インタ
ーンシップ、学会発表、投稿論文作成、
博士論文作成など

学術院共通専門基盤科目、神経科学専
門セミナー1・2・3、博士論文研究指導1・
2・3・4・5・6、学会発表、投稿論文作成、
博士論文作成など

キャリアプラン・研究者倫理・TF トレーニ
ングセミナー、高度専門科学英語1・2、
神経科学専門研究インターンシップ、学
会発表、一般の人が参加する講演会で
の発表など

高度専門科学英語 1・２、博士論文研究
指導 1・2・3・4・5・6、留学生との交流、外
国人との共同研究など

高度専門科学英語 1・2、神経科学専門
セミナー1・2・3、神経科学専門研究イン
ターンシップ、博士論文研究指導 1・2・
3・4・5・6、 学会発表、 学会での質疑応
答、セミナーでの質問など

神経科学専門セミナー1・2・3、神経科学
専門研究インターンシップ、博士論文研
究指導1・2・3・4・5・6、RAでの経験、学
会発表、博士論文作成など

7．高度研究実践スキル：研究
者倫理に基づき、神経科学
分野において、人や動物を
対象とした先端的な研究（実
験・ 調査） を実施できる能
力。
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高度専門科学英語 1・2、博士論文研究
指導 1・2・3・4・5・6、学会発表、博士論
文作成など

神経科学専門セミナー1・2・3、神経科学
専門研究インターンシップ、博士論文研
究指導1・2・3・4・5・6、 企業との共同研
究など

筑波大学大学院学則に規定された要件を充足した上で、学位論文が下記の評価項目について妥当と認められ、かつ、最終

試験によって以下の2つの基準を満たすことが確認され、合格と判定されること。

1．学位論文において、神経科学分野における新たな学術的知見が十分含まれる。

2．神経科学分野で自立した研究者として、研究活動を行うに必要な高い研究能力を有する。

（評価項目）

1．関連分野の国内外の研究動向及び先行研究の把握に基づいて、神経科学分野における当該研究の意義や位置づけが明

確に述べられていること。

2．神経科学分野の発展に寄与するオリジナルな研究成果が、学術論文として発表するのに相応しい量含まれていること。

3．研究公正についての十分な知識に基づき、研究結果の信頼性が十分に検証されていること。

4．研究結果に対する考察が妥当であるとともに、結論が客観的な根拠に基づいていること。

5．研究の背景、目的、方法、結果、考察、結論等が、神経科学分野の博士論文に相応しい形式にまとめてあること。

なお、学位論文の審査を願い出ようとする者は、事前に予備審査に合格しなければならない。

（審査委員の体制・審査方法）

学位プログラム内の３名の教員（主査は研究指導担当教員）および学位プログラム外の１名の教員等、計４名により学位論文

審査委員会を構成し、全員の出席のもと最終試験として学位論文およびその関連分野に関する口述試験を行ったうえで、合否

を判定する。

1）神経科学全般の専門的知識や研究手法の修得に基づく研究力、2）論理的思考力、文章力、高度な英語表現力、ディベ

ート力、3）他領域の専門家との協働に必要なコミュニケーション力、研究企画力、4）研究者倫理の理解と実践、研究者としての

自己管理能力及び研究指導力、5）基礎科学の研究成果を社会へ発信する力、社会が抱える心の課題に敏感かつ真摯に向

き合うプロフェッショナルとしての意識とそれを支える人間力を修得するためのカリキュラムとする。

・「キャリアプラン・研究者倫理・TFトレーニングセミナー」を必修科目とし、神経科学の専門研究者、教育者とし

ての基盤を養成する。特に、MyIDP などの活用によるキャリアプランの明確化、自己管理力の強化を促す。

・自由科目として、前期課程で未履修の「学術院共通基盤科目（科目は自由に選択）」、大学院共通科目の「研

究倫理」、 「応用倫理」などの履修を推奨し、より幅広い視野の涵養を図り、既存の学問体系にとらわれない柔

軟な思考力、研究企画力を養成する。

・専門基礎科目として「高度専門科学英語」を開講し、英文投稿論文・博士論文作成、国際学会や国際共同研

究の場でのコミュニケーション、ディベートに資する高度な科学英語力を養成する。

・学内・外の研究組織が開催する研究セミナーに参加する「神経科学専門セミナー」、国内外の教育・研究機関

が提供するトレーニングコースへの参加を奨励する「神経科学専門研究インターンシップ」を開講し、神経科

学の専門的研究に必須となる最先端の技法や知識の習得や、実践的現場での研究活動の実体験を促す。

・前期課程開設科目である神経科学基礎論のReview/Discussion、英語ジャーナルクラブ、神経科学先端研究

セミナーでのファシリテーターでのTF経験を通して、研究指導力を養成する。

・「博士論文研究指導」として、6つの必修科目の開設し、博士論文研究のテーマ決定、研究の実施、3回の博

士論文研究資格試験、博士論文作成、博士論文最終試験、博士論文最終公開発表、博士の学位取得まで

の過程を段階的に指導することにより、標準年限内での学位の取得と質の保証を図る。

1年次の学修

・入学直後開講される「キャリアプラン・研究者倫理・TFトレーニングセミナー」を履修し、博士取得までの学修計

画および修了後の進路計画を自ら考え策定する。また、研究者倫理について学習するとともに、前期課程開

設科目等（学士課程で開講する自由科目を含む）のTFとして指導に関わるための基礎講習を受講する。

・「学術院共通基盤科目（科目は自由に選択）」を履修し、研究者としての幅広い視点を身につける。

・「高度専門科学英語1」、 「神経科学専門セミナー1」の必修科目を履修し、高度な英語コミュニケーション力、

ディベート力、英語読解力および神経科学の専門的、先端的知識や研究手法を身につける。また、 「神経科

253



・「博士論文研究指導2～6」以外の科目の評価は、シラバスに記載する評価方法に従って行う。

・「博士論文研究指導2～6」の科目は、指導教員の評点に加え、下記により評価の上、単位認定する。

（1） 「博士論文研究指導2」：博士論文研究資格試験1（QE１）を行う。合格者にのみ博士論文研究指導2の

単位を認定する。

（2） 「博士論文研究指導3」：博士論文研究資格試験2（QE2）を行う。合格者にのみ博士論文研究指導3の

単位を認定する。

（3） 「博士論文研究指導4」：博士論文研究資格試験3（QE3）を行う。合格者にのみ博士論文研究指導4の

単位を認定する。

（4） 「博士論文研究指導5」：博士論文提出の要件となる、筆頭著者として発表する査読付き英語投稿論文1

編の採択済みまたはそれに準ずると判断された場合に博士論文研究指導5の単位を認定する。

（5） 「博士論文研究指導6」：博士論文研究最終試験を実施する。提出されたDissertation形式の博士論文に

基づく公開発表、口頭試問を行い、合否を決定する。

学専門研究インターンシップ」を履修し、国内・外の大学・研究機関での研究体験を積む。

・「博士論文研究指導1」 を履修し、博士論文研究のテーマ決定、文献研究、予備研究を実施する。「博士論

文研究指導2」では、博士論文研究を進める。合わせて、博士論文研究資格試験（QE1）の準備を進める。

2年次以降の学修

・「神経科学専門セミナー2」 の必修科目、自身の学修計画に応じて「高度専門科学英語2」、 「神経科学専門

セミナー3」 の自由科目、 「学術院共通基盤科目（科目は自由に選択）」 や他学位プログラムが開講する科

目を履修し、神経科学の専門研究者としての学修を進める。

・「博士論文研究指導 3」 を履修し、博士論文研究を進める。合わせて、博士論文研究資格試験 2 （QE2） の

準備を進める。「博士論文研究指導4」 では、博士論文研究を進める。合わせて、博士論文研究資格試験3

（QE3）の準備、国際誌投稿論文の作成を進める。

・「博士論文研究指導5」を履修し、博士論文作成を進める。「博士論文研究指導6」では、博士論文を完成する。

合わせて、博士論文最終試験、博士論文最終公開発表に向けての準備を行う。

博士前期課程において、神経科学、心理学、障害科学、生物学、基礎医学を専攻した者。前期課程で一定の

研究力をつけていることを前提とし、修了後研究者として自立する能力と意欲を有する人材。
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医学学位プログラム（医学を履修する博士課程）
Doctoral Program in Medical Sciences
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学位論文が満たすべき水準

1． 医学の発展に寄与するオリジナルな研究成果が、 科学論文として発表するのに相応しい量含まれていること。

2． 研究の目的、 方法、 結果、 考察が学位論文に相応しい形式にまとめてあること。

3． 研究成果の信頼性が充分に検証されていること。

4． 研究成果に対する考察が妥当であること。

5． 関連分野の世界における研究動向が把握され、 当該研究成果の意義が明確に述べられていること。

審査委員の体制

・ 学位論文審査委員会は、 主査 1 名および副査 3 名により構成される。 主査と副査の候補は、 医学学位プログラムリーダ

ーと教務委員会委員の合議により選出し、 人間総合科学学術院運営委員会において学位論文審査委員会の設置が決定

される。

・ 主査候補は人間総合科学研究群の研究指導教員から選出する。

・ 副査候補は、 人間総合科学研究群の研究指導教員または授業担当教員から選出する。 なお、 本学大学院の他研究科、

他大学の大学院教員、 またはそれと同等以上の研究業績を有すると医学学位プログラム運営委員会が認めた者を副査候

補に加えることができる。

・ 学位論文審査委員会は、 学位論文予備審査委員会と同一の主査 ･ 副査を候補者とすることを原則とする。

審査方法および項目

・ 標準的履修スケジュールにおいては、 3 年次前半に公開発表会が行われ、 学位論文研究の進捗状況を発表する。 主査

1 名、 副査 3 名により中間評価委員会が構成され、 発表内容および中間研究報告書に基づき、 学位論文作成に向けて

の評価と指導を行う。

・ 4 年次後半に、 主査 1 名、 副査 3 名により学位論文予備審査委員会が構成され、 公開発表会および予定される学位論

文の内容に基づき、 評価と論文作成指導を行う。

・ 中間評価に合格し、 審査制度の確立している学術雑誌に、 英文の原著論文 1 編以上を第一著者として発表 （印刷中を

含む） しており、 かつ、 学位論文予備審査委員会に合格と認定された場合、 学位論文提出資格が満たされる。

・ 学位論文提出を受けて、 学位論文審査委員会が設置され、 学位論文審査および最終試験が行われる。

最終試験合格基準

1． 博士 （医学） を授与するに値する人格とコミュニケーション能力が備わっていること。

2． 医学研究を行う際に準拠すべき法的及び倫理的要件について説明できること。

256



 医学、 生命科学のめざましい発展は、 医療の現場に着実な進歩をもたらしているが、 なお、 大多数の疾患において、 根本的

治療法、 予防法の開発が求められており、 このためには、 人間の生命現象全般の根本的理解に基づく疾患へのアプローチが

必要である。 これまで、 生命システム医学専攻は主として生命科学 ・ 基礎医学、 疾患制御医学専攻は主として臨床医学 ・ 社会医

学の観点から、 生命現象の理解と疾患の克服をめざした教育と研究を進めてきたが、 ヒトゲノム解析に基づくプレシジョン ・ メディ

スン、 幹細胞生物学に基づく再生医療の例にみられるように、 生命科学 ・ 基礎医学と臨床医学、 社会医学は不可分のものとな

っている。 医学学位プログラムでは、 今後の医学 ・ 医療分野において国際的に通用する研究者、 大学教員等を養成するため

に、 これまでの両専攻を統合し、 これまでのディシプリンを超えた教育 ・ 研究指導を行う。 具体的には、 主体的に研究課題を設

定し、 研究計画を立案して実行し、 研究結果を評価し、 研究成果を国際的に発信しうる能力の養成を目的とする必修科目群

と、 学生自身の研究成果に基づく討議を主体とする推奨科目群から構成され、 複数教員による研究指導体制、 留学生とともに

英語で学修する環境、 国際的研究教育活動を重視した教育課程を編成している。

これらにより、 生命科学、 基礎医学、 臨床医学、 社会医学における研究力 ・ 専門知識 ・ 倫理観とともに、 人間総合科学研究群

に属する、 広く 「人間」 を対象とする各学位プログラムからの教育 ・ 研究指導を確保し、 医学における幅広い基礎的素養、 人間

総合科学全般にわたる広い視野、 社会の多様な場での活躍を支える汎用的知識 ・ 能力を養う教育 ・ 研究指導を行う。
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看護科学学位プログラム（博士後期課程）
Doctoral Program in Nursing Science

看護科学の基盤と原理、看護科学特論、
看護科学演習Ⅰ、看護科学研究、博士
論文作成、学会発表

看護科学の基盤と原理、看護科学研究、
看護科学演習Ⅱ、論文作成、学会発表
など

看護科学の基盤と原理、看護科学研究、
看護科学演習Ⅱ、国際的な活動経験
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・ 既成の看護学領域にとらわれずに、 全教育課程を 1 領域 （看護科学） とし、 学融・学際的な発想を重視したカリ

キュラム編成とする。

・学生の専攻分野を軸として、関連する分野の基礎的素養や広い視野、汎用的知識・能力の涵養に資するよう、

大学院共通科目、 研究群共通科目、 学術院共通専門基盤科目から 2 単位以上を履修することを求める。

・ 専門的な分野での卓越した研究を実施するための科目として専門基礎科目を置き、 「看護科学の基盤と原

理」 により看護科学の専門知識を深める能力を身につけ、 「看護研究方法論」 により科学的根拠に基づき

知を創成する研究能力を身につける。 さらに 「応用統計学」 「看護学教育」 により研究 ・ 教育者としての

データ分析能力や倫理観を身につけ、 研究 ・ 教育者としての基本的な能力と資質の向上に向けて焦点化

する。

・ 専門基礎科目で身につけた知識 ・ 能力を基に、 専門科目の 「看護科学特論」 「看護科学演習Ⅰ」 「看護科学演

習Ⅱ」 等により、 看護に関する高度な知識と看護実践の基盤になる科学的根拠を創出する研究能力を醸成さ

せる。

・ 専門科目の 「看護科学研究」、 研究グループにおけるゼミナール、 学術協定校講師による特別講義等により、

学位論文に取り組む過程で国際水準の研究能力を身につける。

・ 大学院共通科目、 eAPRIN、 臨床研究における倫理講習、 「研究倫理学演習」 等からも、 確かな倫理観と価値

基準に裏付けられた研究能力を身につける。
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・ 修了に必要な単位数は、 25 単位以上とする。

・ 修了のために履修すべき専門基礎科目は、 「看護科学の基盤と原理」 （2 単位）、 「看護研究方法論」 （2 単位）

を必修とするほか、 選択科目 「看護学教育」 （2 単位）、 「応用統計学」 （2 単位）、 大学院共通科目、 研

究群共通科目、 学術院共通専門基盤科目の中から選択して、 あわせて 10 単位以上とし、 1 年次前半に

履修することを奨励する。

・ 修了のために履修すべき専門科目は、 「看護科学特論」 （2 単位）、 「看護科学演習Ⅰ」 （2 単位）、 「看護科学演

習Ⅱ」 （1 単位）、 「研究倫理学演習」 （1 単位）、 「看護科学研究」 （9 単位） を含む 15 単位以上とし、 博士論文

への取り組み状況に合わせて適宜履修する。

・ 研究課題について国内外の論文を検討し、 系統的 ･ 論理的に研究目的と研究方法を立案 ･ 発表し、 研究計画

書審査に向けて建設的に討議をする 「看護科学演習Ⅰ」 を 1 年次の後半に履修する。

・ 研究計画書を立案できた学生は研究計画書審査会で研究計画を発表し、 研究計画の審査を受ける。

・ 研究計画書審査に合格した学生 （2 年次後半を想定） は、 研究計画書に沿って研究を進めることができるように

「看護科学演習Ⅱ」 を履修し、 各自の研究課題の独創性や新奇性について根拠をもって発表し建設的に討

議をする。

・ 博士論文を作成するための科目である 「看護科学研究」 を必修とする。 １年次の４月に指導教員と副指導

教員 （2 名まで） を決定し、 学生が研究指導を受けられる体制を整える。 人を対象とする研究課題につい

ては、 研究の開始までに、 該当する倫理審査委員会から計画書の承認を得たうえで実施する。

・ 身につけるべきコンピテンスとその評価の観点を各科目のシラバスに明示する。

・ 成績評価は各科目担当者がシラバスの評価基準にそって評点し、 科目責任者が最終的な科目の達成度評

価を成績として報告する。

・ 国際性および国際通用性を目指す研究力 ・ 実践力については、 学術協定校講師による特別講義等への参加

度やその他の海外との研究 ・ 実践活動実績を通して評価する。

・ 授業科目以外に博士論文への取り組み状況を研究計画書審査にて評価する。 学生の状況に合わせて適時審

査申請できるように、 研究計画書審査会は、 4 月、 8 月、 12 月の年 3 回開催する。

- 研究計画書審査では、 主査１名、 副査１名で構成する審査委員会を組織し、 研究計画書と研究計画書審査

会での発表をあわせて審査する。 指導教員と副指導教員は、 審査委員にはなれない。 主査および副査は博

士の学位を有する研究指導担当教員とする。 ただし、 研究内容から判断してより質の高い適正な審査を行う

上で必要と判断された場合は、 副査に限りその限りではない。 研究計画書の審査委員会の委員は、 当該学生

の学位申請の際の学位論文審査委員会の委員を担う。

- 研究計画書審査会終了後、 審査委員会は評価基準に基づいて合か再審査かを判定する。 研究計画書審査

の評価基準は、 ①新規性かつ学術的価値のある研究か、 ②十分に先行研究を吟味し、 研究背景を示してい

るか、 ③研究の意義と目的が明確であるか、 ④適切な研究方法を選択できているか、 ⑤研究実施において倫

理的に問題がないか、 の 5 つとする。

- 再審査の判定を受けた者及び指導教員は、 審査委員からの助言を参考にして研究計画書を再作成し、 学期

毎に再審査を受けることができる （ただし再審査は発表から行い、 主査、 副査については原則変更しない）。

・ 博士論文の審査は以下の通りである。

- 学位論文の形式は原則 Dissertation 形式とする。 具体的には、 研究課題についての文献的考察、 当該研究

の目的、 対象、 方法、 結果、 考察、 結論及び文献が、 この順序に記述され、 原則としてＡ４判の用紙に邦文又

は英文で、 ワープロ等により印刷され、 簡易製本されたものであり、 元となる原著論文が共著論文の場合に

は、 当該論文を学位論文として提出することに関して共著者の承諾書を得るものとする。 これ以外の形式また

はその判断を要する場合は、 看護科学学位プログラム教育会議でその是非に関して審議する。

- 学位論文の合否は、 学位論文予備審査委員会 （以下、 予備審査会） による予備審査を経て、 論文審査委員

会による論文審査と最終試験によって判定する。

- 予備審査会の役割は、 申請資格の確認と、 申請論文が学位論文審査会における審査に値するレベルである

ことの確認、 とする。 必要に応じて、 非公開で、 申請学生から研究内容を説明させ、 質疑応答できる。 また、 論

文の質を高めるために、 指導助言し、 提出論文を一定の期間内に加筆修正させることを要求できる。

- 予備審査会は、 指導教員と副指導教員以外の看護科学学位プログラムの担当教員 3、 4 名で構成する。 その

うち主査と副査 1 名は、 研究計画書の審査委員会の委員が担う。 審査委員は原則博士の学位を有する者と

する。 ただし、 研究領域や研究手法等から判断して、 より適正な審査する上で必要と判断された場合は、 副査

においてその限りではない。

- 学位論文を提出して博士 （看護科学） の学位を取得しようとする者の標準的な資格は、 次のとおりとする。 ①

提出時に看護科学に関連する論文が学術雑誌に筆頭著者で１編以上掲載されていること。 または掲載される
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予定であり、 その内容が確認できること、 ②研究計画書の審査に合格していること、 ③看護科学学位プログラ

ムが定める履修方法にそって 3 年次終了までに 25 単位以上を取得 （見込みを含む） していること。

- 予備審査会は、 発表会を開催して申請者により研究内容を説明させ、 それに関連する事項について質疑応

答を行う。 発表会は原則公開として、 日時、 場所、 論文課題名、 申請者氏名等を事前に掲示する等して周知

する。 公開のため、 審査委員以外の者も質疑に参加できる。 発表会後の主査副査による合否の判定のための

審議は非公開とする。 審査委員の合意により、 提出論文に加筆修正が必要と判断された場合は、 一定期間内

に加筆修正を申請者に対して要求できる。

- 論文審査委員会は、 予備審査会を通った論文が博士の学位を授与するに相応しい論文であるか否か審査

する。

- 論文審査委員会は、 指導教員と副指導教員以外の看護科学学位プログラムの担当教員が原則 4、 5 名で構

成する。 主査は、 看護科学学位プログラムの研究指導を担当する教員とする。 主査と副査 2 名は、 当該学位

論文の予備審査委員会の委員が担い、 新たな副査として本学の他の学位プログラムあるいは学外の教員を１

名以上含める。審査委員は原則博士の学位を有する者とする。ただし、研究領域や研究手法等から判断して、

より適正な審査する上で必要と判断された場合は、 副査においてその限りではない。

- 論文審査委員会は、 発表会を開催して申請者により研究内容を説明させ、 それに関連する事項についての

質疑応答を行う。 発表会は原則公開として、 日時、 場所、 論文課題名、 申請者氏名等を事前に掲示する等し

て周知する。 公開のため、 審査委員以外の者も質疑に参加できる。 発表会後の主査副査による合否の判定の

ための審議は非公開とする。 審査委員の合意により、 提出論文に加筆修正が必要と判断された場合は、 一定

期間内に加筆修正を申請者に対して要求できる。

- 論文審査委員会は、 看護科学の領域において新規性、 独創性と十分な学術的価値を持つ自著の論文であ

ることを評価基準に沿って審査する。 評価基準として以下の 5 項目をあげる。 ①研究の内容が看護科学に寄

与するものであること、 ②論旨が独創的であり、 創意を支える論証が確かであること、 ③研究の意義、 目的を明

確に設定し、 適切な方法を用いて研究し、 適切な形式や表記で論文を記述できていること、 ④使用したデー

タは申請者が研究の目的に沿って収集したものであること。 一方、 データが従来 （博士後期課程入学以前） の

ものを含む場合は、 その分析が斬新であること、 ⑤研究の実施、 もしくはその結果の公開において倫理的な問

題がないこと。
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ヒューマン・ケア科学学位プログラム（3年制博士課程）
Doctoral Program in Human Care Science
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標準履修年次である 3 年間の修了 （学位取得） をめざし、 標準学修課程フローチャートにより計画的 ・ 継

続的に指導を行う。 指導は学際専攻である特徴を活かし複数の教員で指導を行う。

・ 学位取得のプロセスは大まかに　中間審査、 予備審査、 本審査であり、 これらに合格することにより学位取

得が認められる。

・ 学位取得のためには、 基本条件として①必修 6 単位を含め 12 単位取得していること、 ②倫理審査を受け

て研究を進めていること、 が求められる。

以上を踏まえ、 学修課程は具体的に以下のように進められる。

・ 1 年次は学位論文の研究計画の立案、 研究倫理審査を経て研究に着手する。

・ 1、 2 年次に専門基礎科目である 「ヒューマン ・ ケア科学特論Ⅰ～Ⅲ」 「パブリックヘルス特論Ⅰ～Ⅲ」 （6

単位） が必修となっており、 ヒューマン ・ ケア科学に関わる専門的知識と関連する学際的知識を修得する。

・ 2 年次以降は、 専門科目である 「ヒューマン ・ ケア科学演習」、 「ヒューマン ・ ケア科学特別研究」 により、

専門分野の最先端の知識と研究方法を修得するとともに、 指導教員 ・ 副指導教員より学位論文作成の指導

を受け、 学会発表や論文投稿を積極的に進める。

・入学直後、毎年度末、学位論文審査の申請時に、コンピテンス評価表 （ディプロマ・ポリシーに掲げる知識・

能力の獲得について、 学生による達成度評価ならびに教員による確認） を提出する。

・ 中間審査会に合格するまで、 3 ヶ月毎に学修指導記録 （指導教員 ・ 副指導教員による学修成果および研

究進捗に関する確認と指導の記録） を提出する。

・ 中間審査会、 予備審査会、 学位論文審査会にて審査を受け、 合格後は， 年度末に開催される博士論文

成果発表会においてプレゼンテーションを行い学際的学修成果の発表の場とする。

人間系 ・ 体育系 ・ 医学医療系および国立保健医療科学院の連携教員からなる分野横断の教員構成によ

って、 教育学、 心理学、 体育科学、 保健学、 医学、 看護学、 疫学 ・ 統計学など、 人間の生活と健康の支

援に関わる広範な専門分野の理論や研究法を学ぶとともに、 複数の専門分野の教員から研究指導を受け

る教育課程を編成する。 これにより個人、 社会、 環境という多角的な視点から 「ケア」 について研究を

行い、 ケアの本質的解明と応用を検討する。 学際融合の広い視座を身に着けるとともに、 ヒューマン ・

ケア科学に関わる高度な専門研究能力と課題解決能力を修得する。

・ 学際横断的な専門基礎科目 （「特論」 各科目 1 単位、 合計 6 単位必修） を開設し、 人間の生活と健康

の支援に関わる広範な分野の理論や研究法を学び、 学際融合の視座と専門知識を身に着ける。

・ 「ヒューマン ・ ケア科学特論Ⅰ ・ Ⅱ ・ Ⅲ」 では、 ヒューマン ・ ケア科学の各分野 （高齢者ケアリング

学、 共生教育学、 臨床心理学、 発達臨床心理学、 社会精神保健学、 ストレスマネジメント） に関わる専門

知識を、 「パブリックヘルス特論Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」 では、 公衆衛生学の各分野 （国際保健学、 保健医療政策学、

健康社会学、 へルスサービスリサーチ、 運動 ・ 栄養学、 生涯健康学、 生活環境学、 健康危機管理学） に

関わる専門知識を、 それぞれ修得する。

・ 専門科目 （「演習」 「特別研究」 各科目 3 単位、 必修 6 単位） では、 「ヒューマン ・ ケア科学演習」 に

よりヒューマン ・ ケア科学の専門分野に関する最先端の高度な専門知識を、 「ヒューマン ・ ケア科学特

別研究」 により論文作成と発表に係る高度な研究手法と倫理観を、 それぞれ修得する。 さらに、 複数の

教員から研究指導を受けることにより、 学際融合の広い視座にたつ研究能力と課題解決能力を修得す

る。
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・ ディプロマ ・ ポリシーに掲げる知識 ・ 能力について、 入学直後、 毎年度末、 学位論文審査の申請時にコンピテンス
評価表として提出し、 教育会議において各学生の達成度を教員間で確認し、 評価する。
・ 学修成果と研究進捗について 3 ヶ月ごとに学修指導記録として提出し、 教育会議において各学生の学修 ・ 研究の状
況を教員間で確認し、 評価する。
・ 中間審査会は学位プログラムで公開で行い、 学位論文の全体計画及び研究内容に関する論理一貫性、 研究倫理審
査との整合性、 研究全体の 5 割以上の進捗について主査と副査２名で審査する。
・ 予備審査会は公開で行い、 学位論文としての質や学術論文の投稿、 学位論文審査会に進めるか否かについて、 中
間審査会と同じ主査と副査２名で審査する。
・ 学位論文審査会も公開で行い、 予備審査会の主査と副査２名、 さらに本学位プログラム以外から副査 1 名を加え、 計
４名で学際的な視点から適正な審査を行う。
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パブリックヘルス学位プログラム（3年制博士課程）
Doctoral Program in Public Health
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標準履修年次である 3 年間の修了 （学位取得） をめざし、 標準学修課程フローチャートにより計画的 ・ 継続

的に複数の教員から指導を受ける。

・ 1 年次では学位論文の研究計画の立案、 研究倫理審査を経て研究に着手する。

・ 1、 2 年次に専門基礎科目である 「パブリックヘルス特論Ⅰ ・ Ⅱ ・ Ⅲ」 「ヒューマン ・ ケア科学特論Ⅰ ・ Ⅱ ・ Ⅲ」

により、 公衆衛生学に関わる専門的知識と学際的知識を修得する。

・ 2 年次以降は、 専門科目である 「パブリックヘルス演習」 と 「パブリックヘルス特別研究」 により、 専門分野の

最先端の知識と研究手法を修得するとともに、 指導教員 ・ 副指導教員より学位論文作成の指導を受け、 学会

発表や論文投稿を積極的に行う。

・ 入学直後、 毎年度末、 学位論文審査の申請時に、 コンピテンス評価表 （ディプロマ ・ ポリシーに掲げる知識 ・

能力の獲得について、 学生による達成度評価ならびに教員による確認） を提出する。

・ 中間審査会に合格するまで、 3 ヶ月毎に学修指導記録 （指導教員 ・ 副指導教員による学修成果および研究

進捗に関する確認と指導の記録） を提出する。

・ 中間審査会、 予備審査会、 学位論文審査会、 博士論文成果発表会において、 プレゼンテーションを行う。

人間系・体育系・医学医療系および国立保健医療科学院の連携教員からなる分野横断の教員構成によって、

教育学、 心理学、 体育科学、 保健学、 医学、 看護学、 疫学 ・ 統計学など、 人間の生活と健康の支援に関わる広範

な専門分野の理論や研究法を学ぶとともに、 複数の専門分野の教員から研究指導を受ける教育課程を編成す

る。 これにより、 個人、 社会、 環境の多角的な観点をふまえた公衆衛生学に関わる学際的な専門研究能力と課題

解決能力を修得する。

・ 学際横断的な専門基礎科目 （「特論」 各科目1 単位、 合計 6 単位必修） を開設し、 人間の生活と健康の支援に関

わる広範な分野の理論や研究法を学び、 学際融合の視座と専門知識を身に着ける。

・ 「パブリックヘルス特論Ⅰ ・ Ⅱ ・ Ⅲ」 では、 公衆衛生学の各分野 （国際保健学、 保健医療政策学、 健康社会

学、 へルスサービスリサーチ、 運動 ・ 栄養学、 生涯健康学、 生活環境学、 健康危機管理学） に関わる専門

知識を、 「ヒューマン・ケア科学特論Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」 では、 ヒューマン・ケア科学の各分野 （高齢者ケアリング学、

共生教育学、 臨床心理学、 発達臨床心理学、 社会精神保健学、 ストレスマネジメント） に関わる専門知識を、

それぞれ修得する。

・ 専門科目 （「演習」 「特別研究」 各科目 3 単位、 必修 6 単位） では、 「パブリックヘルス演習」 により公衆衛

生学の専門分野に関する最先端の高度な専門知識を、 「パブリックヘルス特別研究」 により論文作成と発表に

係る高度な研究手法と倫理観を、 それぞれ修得する。 さらに、 複数の教員から研究指導を受けることにより、

学際融合の広い視座にたつ研究能力と課題解決能力を修得する。

・ ディプロマ ・ ポリシーに掲げる知識 ・ 能力について、 入学直後、 毎年度末、 学位論文審査の申請時にコンピテンス評価表

として提出し、 教育会議において各学生の達成度を教員間で確認し、 評価する。

・ 学修成果と研究進捗について 3 ヶ月ごとに学修指導記録として提出し、 専攻教育会議において各学生の学修 ・ 研究の状況

を評価する。

・ 中間審査会は公開で行い、 学位論文の全体計画及び研究内容に関する論理一貫性、 研究倫理審査との整合性、 研究全

体の 5 割以上の進捗について、 主査と 2 名の副査が審査する。

・ 予備審査会は公開で行い、 学位論文としての質や学術論文の投稿、 学位論文審査会に進めるか否かについて中間審査会

での主査と 2 名の副査が審査する。

・ 学位論文審査会も公開で行い、 予備審査会の主査と 2 名の副査に本学位プログラム以外の副査 1 名も加わってさらに学際

的な視点から適正な審査を行う。
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スポーツ医学学位プログラム（3年制博士課程）
Doctoral Program in Sports Medicine

大学教員に加えて、行政機関や産業界において、スポーツ振興をグローバルな視点で推

進する研究者や指導者。
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・ １年次では、 スポーツ医学に関連する基礎的知識 ・ 能力、 汎用的知識 ・ 能力、 倫理観を学ぶとともに博士論文

の計画を立案し、 研究に着手する。 ２年次以降は、 より専門的にスポーツ医学を学ぶと共に研究を進める指導

を行い、 学会発表や学術誌における論文発表を積極的に行う。

・ １年次に基礎科目である 「スポーツ医学概論Ⅰ ・ Ⅱ」 を履修し、 スポーツ医学の基礎的な知識と研究方法論を学

ぶ。

・ １年次に 「博士論文研究指導Ⅰ」 を履修し、 博士論文の計画を立案する。 また、 当該科目では、 博士論文の研

究計画を発表し、 指導教員より研究指導を受ける。

・ １ ・ ２年次では、 「スポーツ医学セミナーⅠ・ Ⅱ」 を履修し、 最先端のスポーツ医学研究や研究手法を学び、 各自

の研究に生かす。

・ １ ・ ２ ・ ３年次において、 「スポーツ医学セミナーⅢ」 を履修し、 最先端のスポーツ医学研究に加え、 キャリアパス

形成についても学ぶ。

・ ２ ・ ３年次における 「博士論文研究指導Ⅱ ・ Ⅲ」 では、 博士論文の研究指導を指導教員より受ける。

スポーツ医学の基礎となる基礎的知識・能力、汎用的知識・能力、倫理観を養うとともに、既成の分野では包括できないカリキ

ュラムを体育系、医学医療系及び人間系に所属する教員が担当し、スポーツ医学の広範囲なカリキュラムを編成することで、ス

ポーツ医学に関する研究を自立して行うために必要な高度の研究能力を養う教育・研究指導を行う。
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体育科学学位プログラム（博士後期課程）
Doctoral Program in Physical Education, Health and Sport Sciences
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コーチング学学位プログラム（3年制博士課程）
Doctoral Program in Coaching Science
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スポーツウエルネス学学位プログラム（博士後期課程）
Doctoral Program in Sport and Wellness Promotion
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芸術学学位プログラム（博士後期課程）
Doctoral Program in Art 

芸術学特別演習ⅠA、芸術学特別演習Ⅰ
B、芸術学特別演習ⅡA、芸術学特別演習
ⅡB、国外での活動、 （留学生を含む） 国
際共同研究、TOEFL、TOEIC等受験、DC
展での企画・運営・作品発表、論文発表、
学会発表、国際コンクール等への応募など
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・ 出願期間を 12 月に設定し、 入学試験を 1-2 月期に実施する。 合格者は 2 月に発表する。

・ 選抜においては、 修士論文またはそれと同等と認められる研究内容、 および入学後の研究計画につい

て口述試験を行う。 またこれに基づき、 専門領域に関する質疑応答を行う。
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デザイン学学位プログラム（博士後期課程）
Doctoral Program in Design

当該学位プログラムの全ての学生に対し
て履修することを指導するデザイン学特
別研究Bを含むデザイン学特別研究査
読付き学術雑誌における論文発表審査
制度の確立している組織によって国際的
に評価された作品を参考にする
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・1 年次に、 「研究計画届」 を提出し、研究内容に応じた主指導教員と副指導教員を決定する。

・1 年次、2 年次の各学期に設定された特別研究を履修し学期末の発表によりその進捗を確認する。

・ インターンシップ、海外研修を計画的に履修し、研究の応用力、国際展開力を深める。

・ 査読付き学術雑誌での論文発表、審査付き国際コンペでの作品発表等を通じて研究の専門性を深める。

・2 年次中に博士論文中間指導を受け、3 年次 10 月に博士論文を提出する。

地域や文化の壁を越えたデザイン問題を理論的に解決する意欲および資質のある人材、常に新しい研

究課題を生み出すことに挑戦し、成果を生み出す粘り強さを身に付ける意欲のある人材を求める。

283



世界遺産学学位プログラム（博士後期課程）
Doctoral Program in Heritage Studies
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情報学学位プログラム（博士後期課程）
Doctoral Program in Informatics

情報学総合演習Ia、情報学総合演習Ib、
情報学総合演習IIa、情報学総合演習IIb、
博士論文作成など

研究インターンシップ、研究指導実践、
PBL、ジョブ型研究インターンシップ、TA
経験、TF経験など

PBL、情報学総合演習Ia、情報学総合演
習Ib、情報学総合演習IIa、情報学総合
演習IIb、ジョブ型研究インターンシップな
ど

情報学セミナーa1、情報学セミナーa2、情報学
セミナーb1、情報学セミナーb2、研究インター
ンシップ、研究指導実践、グローバル研究演
習IIIa、グローバル研究演習IIIb、グローバル
研究演習IVa、グローバル研究演習IVb、グロ
ーバル研究演習Va、グローバル研究演習Vb、
ジョブ型研究インターンシップ、学会発表など

情報学セミナーa1、情報学セミナーa2、情報学セミナーb1、

情報学セミナーb2、グローバル研究演習IIIa、グローバル研

究演習IIIb、グローバル研究演習IVa、グローバル研究演

習IVb、グローバル研究演習Va、グローバル研究演習Vb、

大学院共通科目（国際性養成科目群）、外国語の演習科目、

国際的な活動を伴う科目など

情報学セミナーa1、情報学セミナーa2、情報学セミナーb1、

情報学セミナーb2、研究インターンシップ、研究指導実践、

PBL、情報学総合演習Ia、情報学総合演習Iｂ、情報学総

合演習IIa、情報学総合演習IIｂ、グローバル研究演習IIIa、

グローバル研究演習IIIb、グローバル研究演習IVa、グロー

バル研究演習IVb、グローバル研究演習Va、グローバル研

究演習Vbなど

情報学セミナーa1、情報学セミナーa2、情報学セ
ミナーb1、情報学セミナーb2、研究インターンシッ
プ、研究指導実践、PBL、情報学総合演習Ia、情
報学総合演習Ib、情報学総合演習IIa、情報学総
合演習IIb、グローバル研究演習IIIa、グローバル
研究演習IIIb、グローバル研究演習IVa、グローバ
ル研究演習IVb、グローバル研究演習Va、グロー
バル研究演習Vbなど

研究指導実践、情報学総合演習Ia、情報学総合
演習Ib、情報学総合演習IIa、情報学総合演習
IIbなど
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 以下の評価項目すべてが妥当もしくは達成されたと認められる学位申請論文を、最終試験又は学力の確認を経た上で、博士

論文として合格とする。

1．研究テーマの新奇性と意義

2．先行研究の把握と理解

3．研究方法の妥当性

4．結論とそれに至る論理の妥当性

5．結論の新奇性・独創性

6．体裁・構成の適切さ

7．文献・資料の適切な引用

8．学術的貢献

 論文審査の方法は以下のとおりとする。

 論文審査は、学位論文ごとに設置される学位論文審査委員会が論文の内容、公開による学位論文発表会、最終試験を総合

的に判断して行う。

1）学位論文審査委員会は、主査１人と、学位プログラム外有識者（学内の他学位プログラムの教員、他大学の大学院担当教員、

研究機関等の研究者） １人を含む４人の副査から構成される。

2）学位論文発表会は質疑応答を含めて６０分程度とする。

3）最終試験は、学位論文を中心として、その関連分野について口述または筆記で行う。試験は非公開で６０分以上とする。

・ 教育課程は、大学院共通科目および、本学位プログラム独自の研究指導科目群と実践指導科目群から

構成する。

・ 大学院共通科目などにより高度な知の創造力、マネジメント能力、コミュニケーション能力、チームワーク

力、国際性という汎用的知識 ・ 能力を身に着けさせる。

・ 研究指導科目群は、情報学セミナーおよび、指導教員による情報学総合演習 I、情報学総合演習 II から

構成する。情報学セミナーでは、インタラクティブな研究指導を行い、コミュニケーション能力や国際性、

情報学の専門的知識を身に着けさせる。情報学総合演習では、研究指導を受けることで、知の創成力や

マネジメント力、情報学の研究力を身に着けさせる。

・ 実践指導科目群は、研究指導実践、PBL、研究インターンシップから構成する。研究指導実践は、将来、

大学教員になって研究指導を行うことを想定し、学群生の卒業研究指導を当該学生の指導教員の監督下

で行い、リーダーシップ力や倫理観を身に着けさせる。PBL は、専門職につくことを想定した問題解決型

のプロジェクトを実践することで、研究インターンシップは国際研究機関、国立研究所、企業の研究所、大

学の研究室等、所属する学位プログラム以外の組織で研究活動に従事することで、実践的な研究方法と

リーダーシップ力を身に着けさせる。

・ 大学院共通科目、学術院共通専門基盤科目、研究群共通科目、他学位プログラム科目、専攻の科目は必要に
応じて選択して学修する。

・ 研究指導科目は情報学総合演習Iで研究の基盤を固め、情報学セミナーで多方面の研究に接し、情報学総合
演習IIで研究成果の集約を行う。

・ 実践指導科目は2科目以上を必要に応じて選択して学修する。
・ 入試区分及び教授言語にかかわらず、所定の単位を修得した場合には、修了要件に含むことができる。

・ 各科目はシラバスに記載している評価方法に従って評価する。

・ 汎用及び専門的知識 ・ 能力を有することは、年度毎に科目の修得状況及び論文や学会発表を含む活

動状況をもとに、専門委員会が確認する。

・ 学位申請論文の受理の条件は、中間発表を行い、博士論文の核となる査読付学術論文２本以上を有す

ることである。

・ 学位申請論文の審査に先立って、正副研究指導教員を含む学位論文予備審査委員会により、論文が

学位申請論文にふさわしいかを検討する。予備審査委員会は、学位申請論文ごとに設置され、委員会

設置から１年以内に合否を判定する。
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口述試験成績を点数化し、その結果を総合的に判定する。一般入学試験のほかに、研究業績を有する者あ

るいは推薦を受けた成績優秀な修士取得見込み者に対する推薦入試、社会的経験を有する者に対する社会

人特別選抜、10月入学の英語受験者特別選抜を実施している。英語受験者特別選抜では、口述試験にビデ

オ会議ツールを使用する。

・ 学位申請論文は、本学位プログラム外の有識者 （学内の他学位プログラム担当の教員、他大学の大学

院教員、研究機関等の研究者） １人以上と正副研究指導教員を含む５人からなる学位論文審査委員会

によって、学位論文としてふさわしいかを審査する。

288



ヒューマンバイオロジー学位プログラム（一貫制博士課程）
Doctoral Program in Human Biology

１） 世界のサイエンスリーダーズセミナー、
２）ヒューマンバイオロジーのセレンディピテ
ィ、３）博士論文作成など

１）イニシエーションセミナー、２）ヒューマン
バイオロジー特論I, II、起業家マインド育
成・実践コース、３）ヒューマンバイオロジー
演習I、IIなど

１）世界のサイエンスリーダーズセミナー、２）ド
ミトリーでの外国人（留学生を含む）との共同
生活、３）完全英語プログラム、４）適正技術、
起業家マインド育成、ヒューマンバイオロジー
の国際討論I，II、海外企業におけるインター
ンシップ、国際研究室ローテーションなど

１）世界のサイエンスリーダーズセミナー、ビジ
ネスリーダーズセミナー、２）適正技術、起業
家マインド育成、海外企業におけるインターン
シップ、国際研究室ローテーションなど
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学位論文が満たすべき水準

ヒトの生物学において、独創的で優れたテーマの設定を行い、博士の学位に相応しい成果が得られ、相応しい体裁にま

とめられていること、および当該分野の社会のニーズを理解し、必要とされる実施目的を設定して、自らの力で研究・

実践を推進する能力、総括する能力、産業界または学術界から国際的に高い評価を得られる学術論文を公表する能力を

有すると認められること

審査委員の体制（専門委員会の体制）

専門委員会は、主査１名と副査３名以上で構成する。主査は学位プログラムの研究指導教員の中から、副査は学位プロ

グラムの研究指導教員、研究指導補助教員、または授業担当教員の中から、審査委員会が指名する。副査には申請者の

主指導教員を含めるものとし、また学位プログラムの教員のほか、他学術院、他大学の大学教員、またはそれと同等以

上の研究業績を有すると審査委員会が認めたもの、副指導教員となっている海外からの教員または産業界からの教員 1

名を加えることができる。

審査方法及び項目等

学位論文をもとに口頭発表・質疑応答による。審査項目は、以下のとおりである。(1)地球航海を先導できる世界トッ

プリーダーにふさわしい人間力（2）企画力・独創性（テーマの設定、計画の意義、独創性、実現可能性、期待される

成果を説明する能力）（3）実践における成果（研究・活動成果の質と量）（4）プロジェクト推進能力（成果の信頼性、

結果の意義の理解、計画性）（5）総括力（結果を重ねて企画提案書または学術論文を構成する能力、論理的で説得力の

ある文書作成能力、プレゼンテーション能力）

・基礎科目等により、①世界で活躍する強い意欲、②誠実な精神、倫理観、国際交渉力、リーダーシップ

及びアントレプレナーシップの基礎、③環境に適応する能力の育成と錯綜した現実から解決すべき問題

を抽出する地球航海型学修の実践力を身に付ける。

・専門基礎科目「医科学」「分子科学」「数学と計算科学」により、①日本の医師と同等の水準のヒト生物

学の知識、②化学物質に関する専門知識とその研究手法、③計算機を援用した生物学研究の演習を行う。

実験研究が制限されるヒトを対象とする研究における計算機援用型複合研究法を身に付ける。

・専門基礎科目「その他」により、ヒト生物学の最新の成果と生命科学の研究方法について系統的に学修

する。

・専門科目により、学生個々の専門性を向上させることを目的として、選択した分野における専門知識及

び技能を深め、研究力を養成するとともに、計算科学を導入して動物実験の成果をヒトに外挿する方法

を学ぶ。

・3 年次から 5 年次は、各学生がそれぞれの個性を伸ばし、世界をフィールドとして自らの目指す将来の

キャリアを確立する。

・専門的研究において、主指導教員 1 名のほか、海外の大学、産業界または独法研究所から 1 名を含む副

指導教員 2 名以上を選び、メールやインターネット等の通信手段も活用して定期的な複数教員指導によ

り専門的な研究を行う。
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ライフイノベーション（病態機構）学位プログラム（博士後期課程）
Doctoral Program in Life Science Innovation (Disease Mechanism)
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・病態機構領域の教育課程は，専門科目，本学位プログラム６領域（病態機構領域，創薬開発領域，食料革新

領域，環境制御領域，生物情報領域，生体材料領）共通の基礎科目，および大学院共通科目で構成される。

専門科目では，病態機構に関する研究指導を受ける。

・博士論文作成，学会発表等により，知の創成力を身に付ける。

・「博士後期インターンシップ」等により，マネジメント能力を身に付ける。

・「博士後期ライフイノベーションセミナー」等により，コミュニケーション能力を身に付ける。

・「ライフイノベーション博士後期研究」により，リーダーシップ力を身に付ける。

・「博士後期ライフイノベーションセミナー」等により，国際性を身に付ける。

・基礎科目，専門科目等により，イノベーション力を身に付ける。

・「ライフイノベーション博士後期演習」等により，専門知識を身に付ける。

・中間発表会，国際学会発表等により，高度英語実践力を身に付ける。

・ 入学１年後に，指導教員と２名の副指導教員から構成される達成度評価委員会が，初期評価（達成度評価I）

を行う。

・ 入学１年６ヵ月後に行う中間発表会において，主査と３名の副査が，博士論文の作成に向けた研究の進捗状況

に対する中間審査を行う。

・ 修了予定の１年前に，指導教員と２名の副指導教員から構成される達成度評価委員会が，中間評価（達成度

評価II）を行う。

・ 修了予定の５ヵ月前に，指導教員と２名の副指導教員から構成される達成度評価委員会が，最終評価（達成度

評価III）を行う。

・ 修了予定の５ヵ月前に行う予備審査会において，主査と３名の副査が，博士論文に対する予備審査を行う。

・ 修了予定の３ヵ月前に行う最終試験において，主査と３名の副査が，博士論文の内容に関する発表および質

疑応答に基づき，学位審査を行う。
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ライフイノベーション（創薬開発）学位プログラム（博士後期課程）
Doctoral Program in Life Science Innovation (Drug Discovery)
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・ 創薬開発領域の教育課程は，専門科目，本学位プログラム６領域（病態機構領域，創薬開発領域，食料革新

領域，環境制御領域，生物情報領域，生体材料領）共通の基礎科目，および大学院共通科目で構成される。

専門科目では，創薬開発に関する研究指導を受ける。

・ 博士論文作成，学会発表等により，知の創成力を身に付ける。

・ 「博士後期インターンシップ」等により，マネジメント能力を身に付ける。

・ 「博士後期ライフイノベーションセミナー」等により，コミュニケーション能力を身に付ける。

・ 「ライフイノベーション博士後期研究」により，リーダーシップ力を身に付ける。

・ 「博士後期ライフイノベーションセミナー」等により，国際性を身に付ける。

・ 基礎科目，専門科目等により，イノベーション力を身に付ける。

・ 「ライフイノベーション博士後期演習」等により，専門知識を身に付ける。

・ 中間発表会，国際学会発表等により，高度英語実践力を身に付ける。

・入学１年後に，指導教員と２名の副指導教員から構成される達成度評価委員会が，初期評価（達成度評価I）

を行う。

・入学１年６ヵ月後に行う中間発表会において，主査と３名の副査が，博士論文の作成に向けた研究の進捗状況

に対する中間審査を行う。

・修了予定の１年前に，指導教員と２名の副指導教員から構成される達成度評価委員会が，中間評価（達成度

評価II）を行う。

・修了予定の５ヵ月前に，指導教員と２名の副指導教員から構成される達成度評価委員会が，最終評価（達成度

評価III）を行う。

・修了予定の５ヵ月前に行う予備審査会において，主査と３名の副査が，博士論文に対する予備審査を行う。

・修了予定の３ヵ月前に行う最終試験において，主査と３名の副査が，博士論文の内容に関する発表および質

疑応答に基づき，学位審査を行う。
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スポーツ国際開発学共同専攻（修士課程）
Joint Master's Program in International Development and Peace through Sport

開発学原論、社会開発のための公共政策、
経済開発論など

スポーツ国際開発学課題演習、ＪSCセミナー、
JSCプロジェクト、国外大学セミナー、国際カ
ンファレンス・セミナー、スポーツ国際開発論
Ⅱ、経営マネジメント論、プロジェクトマネジメ
ント論、異文化交流・コミュニケーションなど

スポーツ国際開発論Ⅰ、オリンピックムーブ
メント論、スポーツマネジメント論、スポーツ・
文化・ 社会、ヘルスプロモーション論、上級
コーチ教育論、研究方法論、スポーツ国際
開発論Ⅱ、経営マネジメント論、プロジェクト
マネジメント論、セラピューティックレクリエー
ション概論、研究データ管理、分析法など
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学位に相応しい専門的能力を身につけるため、以下の専門科目を実施している。また、関連する分野の基礎的

素養や広い視野、汎用的知識・能力の涵養に資するよう、関連科目を設置している。今後は関連に加えて、研究群

共通科目、学術院共通専門基盤科目、大学院共通科目からも2単位を履修することを推奨することでさらなる汎用

的知識、能力を涵養する。

■講義科目（14 単位以上履修）

・基礎科目（スポーツ国際開発論Ⅰ、オリンピックムーブメント論、スポーツマネジメント論、スポーツ・文化・社会、ヘ

ルスプロモーション論、上級コーチ教育論、研究方法論など）において、獲得すべき能力の基盤となる知識を身に
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・ 指導体制は主指導教員1名、副指導教員2名（副指導教員のうち1名は本籍大学以外の教員）

・ 1年次において、各自の志望領域の課題演習を履修する。

・ 1年次後半から2年次にかけて、国外On the Job Practice （16週間）を実践。

・ 2年次において、課題研究を履修する。

・ 2年次において、中間発表会（10月）、論文（または特定課題レポート）テーマ提出（11月）、論文（または特定課題

レポート）提出（1月）、最終試験（1月）を実施する。

つける。平成31年度より、比較体育科教育論を加えてさらなる充実を図る予定である。

・応用科目（スポーツ国際開発論Ⅱ、経営マネジメント論、プロジェクトマネジメント論など）において、グローバルな

俯瞰力と実践現場で発揮できるリーダーシップ能力、スポーツ・体育・健康に関する実践力、そして国際貢献のた

めのコミュニケーション能力とマネジメント能力を身につける。

・関連科目（開発学原論、社会開発のための公共政策、社会開発論、経済開発論など）において、国際情勢と政策

及び地球規模課題に対する知識と分析力を身につける。

■演習科目（10～12 単位履修）

・学内科目（課題演習）では、スポーツを通じた開発と平和、スポーツを通じた教育・青少年育成、スポーツとジェンダ

ー・人種・民族、健康と環境、アダプテッドスポーツ・高齢者の5領域を各自の研究テーマに合わせて選択し、獲得

すべき能力についての専門的な知識とともに、グローバルな俯瞰力と実践現場で発揮できるリーダーシップ能力を身

につける。

・学外科目（ JSCセミナー、JSCプロジェクト、国外大学セミナー、国際カンファレンス・セミナーなど）では、グローバ

ルな俯瞰力と実践現場で発揮できるリーダーシップ能力を身につける。

■実践科目（6～8 単位履修）

・国内OJP （4週間）と国外OJP （16週間）により、獲得すべき能力の実践現場での知識と実践力を身につける。

■キャリアパス形成

本専攻は、筑波大学・鹿屋体育大学の両大学の特徴を活かし、かつJSCとの協働によって、講義・演習・実践と

が橋渡しされ、キャリアパス形成に直結するような教育課程編成と実施がなされている。JSCが展開している事業に

学生が参加する「JSCセミナー」 「JSCプロジェクト」のほか、国内OJP （4週間）を実践する機関のひとつにJSCが位

置づいており、国外OJP （16週間）実施の際にもJSCの情報やネットワークを活用している。国外OJPは、学生のキ

ャリアパス形成にとって重要であり、協定締結機関である国際協力機構（JICA）の長期ボランティア制度を利用できる

ほか、国外のNGO、IF、NF、大学等と連携を取って実施している。
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大学体育スポーツ高度化共同専攻（３年制博士課程）
Joint Doctoral Program in Advanced Physical Education and Sports for Higher Education

ディプロマ・ポリシーに掲げる
知識・能力

評価の観点 対応する主な学修

1．知の創成力：未来の社会に
貢献し得る新たな知識を創
生する能力

① 新たな知の創成といえる研究成果等があるか
② 人類社会の未来に資する知を創成することが

期待できるか

大学体育研究演習、体育スポーツ実践的
研究方法論、体育スポーツ実践的研究演
習Ⅰ/Ⅱ/Ⅲ、博士論文課題演習Ⅰ/Ⅱ、
最先端スポーツ科学理論

2．マネジメント能力：俯瞰的な
視野から課題を発見し解決
のための方策を計画し実行
する能力

① 重要な課題に対して長期的な計画を立て、
的確に実行することができるか

② 専門分野以外においても課題を発見し、俯
瞰的視野から解決する能力はあるか

大学体育論、大学体育授業演習Ⅰ/Ⅱ/
Ⅲ、体育スポーツ実践的指導演習、大学ス
ポーツマネジメント演習Ⅰ/Ⅱ/Ⅲ、コーチ
ングの哲学と倫理

3．コミュニケーション能力： 学
術的成果の本質を積極的か
つわかりやすく伝える能力

① 異分野の研究者や研究者以外の人に対して、
研究内容や専門知識の本質をわかりやすく倫
理的に説明することができるか

② 専門分野の研究者等に自分の研究成果を積
極的に伝えるとともに、質問に的確に答えるこ
とができるか

大学体育研究演習、大学スポーツマネジメ
ント演習Ⅰ/Ⅱ/Ⅲ、つくばサマーインステ
ィテュート、国際インターンシップ、コーチン
グの哲学と倫理

4．リーダーシップ力： リーダー
シップを発揮して目的を達成
する能力

① 魅力的かつ説得力のある目標を設定すること
ができるか

② 目標を実現するための体制を構築し、リーダ
ーとして目的を達成する能力があるか

つくばサマーインスティテュート、大学スポ
ーツマネジメント演習Ⅰ/Ⅱ/Ⅲ、コーチン
グの哲学と倫理

5．国際性：国際的に活動し国
際社会に貢献する高い意識
と意欲

① 国際社会への貢献や国際的な活動に対する
高い意識と意欲があるか

② 国際的な情報収集や行動に十分な語学力を
有するか

つくばサマーインスティテュート、国際インタ
ーンシップ

6．実践的教育能力：大学体育
スポーツの指導現場におけ
る教育実践能力

① 対象者の特性に配慮した適切な授業やトレ
ーニングの実施計画が立案できるか

② 立案した計画を実施，検証，改善する能力が
あるか

大学体育論、大学体育授業演習Ⅰ/Ⅱ/
Ⅲ、体育スポーツ実践的指導演習

7．実践的研究能力：大学体育
スポーツ現場における事象を
対象として、実践的かつ有用
な研究を実施する能力

① オリジナリティが高く，有益な研究テーマを設
定できるか

② 的確な仮説の創出と論理的かつ客観的な仮
説の検証が行えるか

大学体育研究演習、体育スポーツ実践的
研究方法論、体育スポーツ実践的研究演
習Ⅰ/Ⅱ/Ⅲ、大学スポーツマネジメント演
習I/II/III、 博士論文課題演習Ⅰ/Ⅱ、 最
先端スポーツ科学理論

8．倫理観：体育・スポーツ・健
康・コーチング分野の基礎的
な研究能力を有する人材ま
たは高度専門職業人にふさ
わしい倫理的知識と倫理観

① 指導・ 研究対象の人権を尊重し，常に公平
公正な指導が行えるか

② 社会的規範を遵守し，指導者・研究者として
の自覚を常に持っているか

大学体育研究演習、体育スポーツ実践的
研究方法論、博士論文課題演習Ⅰ/Ⅱ、
国際インターンシップ、コーチングの哲学と
倫理
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国際連携食料健康科学専攻（修士課程）
International Joint Degree Master's Program in Agro-Biomedical Science in Food and Health

食料健康科学概論、キャリアパス・ セミナー、
医学英語、基礎分子栄養学、食料健康科学
グループセミナー、食料健康科学演習、国際
科学セミナー、フィールドと実験室の融合（台
湾）、フィールドと実験室の融合（フランス）、企
業インターンシップ、達成度自己評価、特定
課題研究レポートの作成と発表

アントレプレナーシップトレーニング、バイオアント
レプレナーシップトレーニング、キャリアパス・セミ
ナー、食料健康科学グループセミナー、就職キャ
リア支援セミナー、食料健康科学研究、生物医科
学研究の橋渡しのためのブートキャンプ、フィール
ドと実験室の融、企業インターンシップ、達成度自
己評価、特定課題研究レポートの作成と発表

アントレプレナーシップトレーニング、バイオアントレプレナ
ーシップトレーニング、キャリアパス・セミナー、食料健康科
学グループセミナー、就職キャリア支援セミナー、食料健
康科学研究、生物医科学研究の橋渡しのためのブートキ
ャンプ、フィールドと実験室の融合、企業インターンシップ、
達成度自己評価、特定課題研究レポートの作成と発表

食料健康科学概論、基礎分子栄養学、オミク

スとバイオインフォマティクスの食料健康科学

への応用、橋渡し研究概論、地球規模課題と

国際社会：環境汚染と健康影響、食料システ

ム学特論、メタボロミクス、グローバルヘルス諸

課題、分子栄養学、食品安全と健康、応用微

生物学、水性及び食源性微生物病と食習慣、

栄養、マイクロバイオーム、免疫、栄養・ 生体

制御と主要疾患、欧州における食品安全・保

健政策、達成度自己評価、特定課題研究レポ

ートの作成と発表
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食料健康科学概論、基礎分子栄養学、基礎毒
性学、ガンの生物学、人体病理学・ 腫瘍学、地
球規模課題と国際社会： 環境汚染と健康影響、
保健医療政策学、メタボロミクス、生体分子の細
胞ネットワーク健康研究メソッドの原理と応用、グ
ローバル環境衛生学、疾病負荷の測定：方法と
応用、創薬、疾患、健康におけるDNAプロセッ
シング、達成度自己評価、特定課題研究レポー
トの作成と発表

食料健康科学概論、基礎分子栄養学、グロー

バルフードセキュリティー特論、台湾農業、乳

製品のバイオテクノロジー、農業生産への環

境ストレスの影響、植物育種学の最先端とその

利用、グリーンバイオテクノロジー、動物性食

材の品質管理、達成度自己評価、特定課題

研究レポートの作成と発表
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・ 健康と食資源に関する専門力、 アジアの社会 ・ 自然環境における課題発見 ・ 解決能力、 アジア企業における

 R&D やプロジェクトマネジメントの基本

【第 3 セメスター／ボルドー大学】

・ 健康と食資源の結びつき及び食資源の評価開発に関する専門力、 欧州の社会 ・ 自然環境における課題発

見 ・ 解決能力、 欧州企業事情 ・ 食料安全政策、 キャリア形成 ・ 職業意識

【第 4 セメスター／ 3 大学から選択】

・ 研究テーマに応じた一層の専門力、 企業インターンシップを介したキャリアパスの充実、 修了後の進路に応じ

た実践力

＜授業科目の配置の方針＞

【基礎科目】

・ 本専攻で身に着けるべきコンピテンスと学修内容を俯瞰的に把握し、 ２年間の学修計画を立てるため、 「食

料健康科学グループセミナー」 を必修科目として配置する （第１セメスター／筑波大学）

・ 系統的基礎知識と俯瞰的理解力 ・ 思考力を養うために、 「食料健康科学概論」 を必修科目として配置する。

（第 1 セメスター／筑波大学）

・ 専攻共通の専門基礎力を養うために、 「基礎分子栄養学」 を必修科目として配置する。 （第 1 セメスター／筑

波大学）

・ マネジメント等の基礎を養うために、 「アントレプレナーシップ」 に関する科目を配置し、 4 単位以上必修とす

る。 （第 1 セメスター／筑波大学、 第 2 セメスター／国立台湾大学）

・ キャリア形成 ・ 職業意識を養うために、 「就職キャリア支援セミナー」 を必修科目として配置する。 （第 3 セメス

ター／ボルドー大学）

・ 専門英語を 1 単位以上必修とする。 （第 1 セメスター／筑波大学）

【専門科目 I】

・ 自国と異なる社会 ・ 自然環境において課題発見 ・ 解決能力を養うために、 連携外国大学院 2 大学で 「フィー

ルドと実験室の融合」 を配置する。 （第 2 セメスター／国立台湾大学、 第 3 セメスター／ボルドー大学）

・ 共通の演習科目として、 「食料健康科学演習 I」 「基礎毒性学」 （第 1 セメスター／筑波大学）、 「食料健康科

学演習 II」 （第 2 セメスター／国立台湾大学）、 「国際科学セミナー」 （第 3 セメスター／ボルドー大学） を

配置する。

・ 共通の実習 ・ 実験系科目として、 「食料健康科学研究 I」 （第 1 セメスター／筑波大学）、 「食料健康科学研究

II」 （第 2 セメスター／国立台湾大学）、 「オミクスとバイオインフォマティクスの食料健康科学への応用」 （第 3

セメスター／ボルドー大学） を配置する。

・ 企業における R ＆ D の実際やプロジェクトマネジメントの基本を学ぶために、 「企業インターンシップ」 を 3 大

学で開設し、 1 つ以上必修とする。 また、 R&D における社会関連 ・ 環境関連の課題に取り組むスキルを強化

するために、 「生物医科学研究の橋渡しのためのブートキャンプ」 （第 2 セメスター／国立台湾大学） を配置

する。

【専門科目 II】

・ 物質の生体への効用 ・ 安全性評価に関する専門知識を中心に、 健康と食資源に関する専門力を養うため

に、 第 1 セメスター （筑波大学） に、 『健康と食資源科目群 I』 として、 「橋渡し研究概論」 「ガンの生物学」 「人

体病理学 ・ 腫瘍学」 「保健医療政策学」 「グローバルフードセキュリティー特論」 「食料システム学特論」 を配

置する。

・ 生体及び食資源にかかわるバイオ科学 ・ 技術に関する専門知識を中心に、 健康と食資源に関する専門力を

養うために、 第 2 セメスター （国立台湾大学） に、 『健康と食資源科目群 II』 として、 「グローバルヘルス諸課

題」 「生体分子の細胞ネットワーク」 「健康研究メソッドの原理と応用」 「環境と産業衛生」 「疾病負荷の測定：

方法と応用」 「分子栄養学」 「台湾農業」 「乳製品のバイオテクノロジー」 「応用微生物学」 を配置する。

・ 健康と食資源の結びつき及び食資源の評価開発を中心に健康と食資源に関するより深い専門力を養うため

に、 第 3 セメスター （ボルドー大学） に、 『健康と食資源科目群 III』 として、 「水性及び食源性微生物病と食習

慣」 「栄養、 マイクロバイオーム、 免疫」 「栄養 ・ 生体制御と主要疾患」 「欧州における食品安全 ・ 保健政策」

「農業生産への環境ストレスの影響」 「植物育種学の最先端とその利用」 「グリーンバイオテクノロジー」 「動物

性食材の品質管理」 を配置する。

・ 第 4 セメスターには、 『専門科目 II』 として本専攻の授業科目は配置していないが、 特定課題研究のテーマ

等に関連して必要と認められる場合には他専攻開設の授業科目を履修する。
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・ 学生は、 第 1 セメスターは筑波大学、 第 2 セメスターは国立台湾大学、 第 3 セメスターはボルドー大学、 第

4 セメスターは学生の選択により 3 大学の中から 1 カ所にて学修する。

・ 単位の取得については、 第 1 セメスターから第 3 セメスターの間に、 必修科目および選択科目を合わせて、 各

大学にて 15 単位以上、 トータル 45 単位以上を取得する。 加えて、 第 4 セメスターに 3 大学で開設されるイ

ンターンシップ科目のうちから必ず 1 科目以上を取得する。

・ それぞれの学生に対して各大学より 1 人ずつ計 3 名の指導教員が配置され、 各セメスターにて指導教員の

指導のもと、 特定課題研究のテーマに沿った学修と研究を進める。

・ 学生は第 1 セメスターに特定課題研究テーマ案を提出し、 指導教員が適切な助言 ・ 指導を行う。

・ 学生は第 2 セメスターに特定課題研究計画案を提出し、 指導教員が適切な助言 ・ 指導を行う。

・ 学生は第 3 セメスターに特定課題研究の進捗状況について口頭発表 ・ 口頭試問を実施し、 学位審査委員会

から選ばれた審査員 3 名 （各大学より 1 名ずつ） および指導教員が、 特定課題研究の完成に向けた適切な助

言 ・ 指導を行う。

・ 学生は第 4 セメスターに特定課題研究のレポートを提出し、 且つ、 提出されたレポートをもとに口頭発表 ・ 口

頭試問を行う。 学位審査委員会から選ばれた審査員 3 名 （主査 1 名、副査 2 名。 各大学より 1 名ずつ選考）

がレポート ・ 口頭発表 ・ 口頭試問の結果をもとに学位審査を行う。

出願書類の受付は各大学で行う。 受付に際しては、 志願者が出願資格を満たしていることを 3 大学で相互

に確認する。 第 1 次選考として、 出願受付を行った大学において書類審査とグループ討論を、 第 2 次選考と

して 3 大学の教員による面接試験を行い、 それらの結果を 3 大学合同で総合的に評価して合否を判定する。

出願書類の作成、 グループ討論、 面接はいずれも英語により行う。 第 1 次選考及び第 2 次選考の内容及び

実施方法は次のとおり。

＜第 1 次選考＞

出願受付を行った大学において、 出願書類に基づき書類審査を行い、 その後グループ討論を実施する。 な

お、 第 1 次選考については、 3 大学共通に定めるもののほか、 第 1 次選考を行う大学の判断により、 予備面接

等の必要な選考を行うことができるものとする。

書類審査は、 志望動機、 研究計画書、 出身大学 （学士課程） の成績 ・ 卒業証明書、 推薦書、 英語能力を証

明する書類等とする。 これらの書類により、 受験者の学士課程における学修の内容 ・ 成果、 本専攻での学修の

目的・計画、 修了後のキャリアプラン、 英語能力等を確認し、 受験者の 「食と健康」 に関するバックグラウンド、

「食と健康」 に関する地球規模課題の解決への意志、 国際性と学際性への適性等を評価する。 評価項目は、

志望動機、 研究計画、 学修計画、 キャリアプラン、 文章力とし、 複数の審査員が採点する。 英語能力について

は、 TOEFL-iBT ： 61 以上、 TOEIC ： 600 以上、 IELTS ： 5.0 以上を出願要件とする。

グループ討論は、 「食と健康」 に関する地球規模課題をテーマとして行う。 グループ討論の開始前に話題を

提供し、 数名の受験生と１名の教員がグループを作って、 その解決策について議論する。 これにより、 受験者

の持つ医科学又は生物資源科学のバックグラウンドの課題への活用能力、 共同で物事を進めるコミュニケー

ション能力等を評価する。 評価項目は、 「食と健康」 に関する地球規模課題の理解度、 発言力、 他者への傾

聴、 発言の首尾一貫性、 討論への貢献度合とし、 複数の審査員が採点する。

受験者の 「食と健康」 に関する学問的素養については、 学士課程における履修科目とその成績、 研究計画

書、 グループ討論の内容から医科学や生物資源科学の分野において基礎的な素養を有することを評価する。

＜第 2 次選考＞

3 大学の教員による面接試験を行う。 面接試験は出願受付を行った大学で開催し、 他 2 大学はテレビ会議

システム等により参画する。 面接試験では、 本専攻での学修の目的 ・ 計画、 「食と健康」 に関する基礎知識、 修

了後のキャリアプラン、 課外活動 ・ 社会活動の経験等に関する質疑応答により、 本専攻への適合性を評価す

る。 評価項目は、 志望動機、 研究 ・ 学修計画、 キャリアプラン、 プレゼンテーション、 質疑応答とし、 複数の審査

員が採点する。

最後に、 書類審査、 グループ討論、 面接試験の結果を 3 大学合同で総合的に評価して合否を判定する。

以上の選考を通じて、 「食と健康」 に関する学問的素養と協働性 ・ 学際性 ・ 国際性をもって課題解決に向かう

強い意志を備えた、 本専攻の人材養成目的及び教育課程に相応しい入学者を確保する。
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ヒューマニクス学位プログラム
Ph.D. Program in Humanics

筑波大学大学院学則で規定された要件を充足したうえで、生命医科学に加えて、理・工・

情報学のいずれかの分野を融合した独創的で優れたテーマ設定のもと、博士の学位に相応

しい、質の高い成果が得られ、また相応しい体裁にまとめられている博士論文であること、な

らびに最終試験において以下の基準を満たすと認定された者に博士（医学）を授与します。

・医学医療分野の社会的ニーズを理解して、生命医科学に加えて、理・工・情報学のいず

れかを駆使することで解決が可能になる課題を学位論文の研究課題として設定している。ま

た、学位論文の成果に基づき今後解決が求められる研究課題を自立して設定できる。

・未知の問題の本質を突き詰めようとする確固たる意志及び真摯な態度を持ち、設定した課

題を解決するために、自らの力で研究した成果が学位論文としてまとめられている。

・国際社会で自在に交渉することができる英語力とコミュニケーション能力をもつ。

・研究成果の学術的、社会的意義を説明でき、その事業化を構想する能力をもつ。

ディプロマ・ポリシー
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未知の問題の本質を突き詰めようとする確固たる意志、生命医科学に加え、理・工・情報学を横断したバイディシプリンの専門

知識、ヒューマニクス研究の基本技術とこの分野の世界の状況を理解し、パラダイムシフトとなりうる課題を自立して設定する能

力、誠実かつ真摯な態度でその課題を解決する能力を涵養するための教育課程を編成します。
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・ 1年次のイニシエーションセミナーとヒューマニクスフォーラムにより、大学院での学習計画の確認を行いま

す。

・ 2年次末までにQualifying Examination （QE）を行います。バイディシプリンの専門知識の確認、及びヒュー

マニクス分野の研究を推進できる能力等の審査を行います。

・ 5年次に最終試験（口頭試験）を行い、ヒューマニクス領域における専門力、研究力、ならびに課題を発見

する能力等の確認を行います。

【学位授与の体制】

Qualifying Examinationは次のとおり行います。

・ 所定の35単位以上を修得している者を対象に、原則2年次終了時までに行います。

・ 生命医科学と理・工・情報学のいずれかの分野において、バイディシプリンの専門知識を有し、ヒューマニ

クス研究の基本技術とこの分野の世界の状況を理解し、ヒューマニクス課題に対するリサーチプランを提案で

きる能力を評価します。

博士（医学）の学位審査は次のとおり行います。

・ 課程修了に必要な授業科目を履修して45単位以上を修得（修得見込）し、QE及び予備審査に合格、なら

びに学生の自己成長を促進するポートフォリオ型達成度評価法における規定以上の達成度に到達した者を

対象に行います。

・ 学位論文審査と最終試験（口頭試験）を行い、これらの審査に合格した者には、博士（医学）の学位を授

与します。

・ 生命医科学と、理学、工学、あるいは情報学の複数分野と企業からの審査委員で構成される学位審査専

門委員会によって審査します。ヒューマニクス領域において、バイディシプリンの専門知識を有機的に結び付

け、新たな問題の解決に取り組むことができる能力、パラダイムシフトになりうる課題を自立して発見する能力、

誠実かつ真摯な態度で課題を解決し、その成果を社会に発信して社会貢献に応用できる能力等を審査しま

す。
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未知の問題の本質を突き詰めようとする確固たる意志、理学と生命医科学を横断したバイディシプリンの専門知識、ヒューマニ

クス研究の基本技術とこの分野の世界の状況を理解し、パラダイムシフトとなりうる課題を自立して設定する能力、誠実かつ真

摯な態度でその課題を解決する能力を涵養するための教育課程を編成します。

・ 1年次のイニシエーションセミナーとヒューマニクスフォーラムにより、大学院での学習計画の確認を行いま

す。

・ 2年次末までにQualifying Examination （QE）を行います。バイディシプリンの専門知識の確認、及びヒュ

ーマニクス分野の研究を推進できる能力等の審査を行います。
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・ 5年次に最終試験（口頭試験）を行い、ヒューマニクス領域における専門力、研究力、ならびに課題を発見

する能力等の確認を行います。

【学位授与の体制など】

Qualifying Examinationは次のとおり行います。

・ 所定の35単位以上を修得している者を対象に、原則2年次終了時までに行います。

・ 理学と生命医科学の分野において、バイディシプリンの専門知識を有し、ヒューマニクス研究の基本技術と

この分野の世界の状況を理解し、ヒューマニクス課題に対するリサーチプランを提案できる能力を評価します。

博士（理学）の学位審査は次のとおり行います。

・ 課程修了に必要な授業科目を履修して45単位以上を修得（修得見込）し、QE及び予備審査に合格、な

らびに学生の自己成長を促進するポートフォリオ型達成度評価法における規定以上の達成度に到達した者

を対象に行います。

・ 学位論文による審査と最終試験（口頭試験）を行い、これらの審査に合格した者には、博士（理学）の学位

を授与します。

・ 生命医科学と、理学、工学、あるいは情報学の複数分野と企業からの審査委員で構成される学位審査専

門委員会によって審査します。ヒューマニクス領域において、バイディシプリンの専門知識を有機的に結び付

け、新たな問題の解決に取り組むことができる能力、パラダイムシフトになりうる課題を自立して発見する能力、

誠実かつ真摯な態度で課題を解決し、その成果を社会に発信して社会貢献に応用できる能力等を審査しま

す。
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未知の問題の本質を突き詰めようとする確固たる意志、工学・情報学と生命医科学を融合したバイディシプリンの専門知識、ヒ

ューマニクス研究の基本技術とこの分野の世界の状況を理解し、パラダイムシフトとなりうる課題を自立して設定する能力、誠実

かつ真摯な態度でその課題を解決する能力を涵養するための教育課程を編成します。

・ 1年次のイニシエーションセミナーとヒューマニクスフォーラムにより、大学院での学習計画の確認を行いま

す。

・ 2年次末までにQualifying Examination （QE）を行います。バイディシプリンの専門知識の確認、及びヒュ

ーマニクス分野の研究を推進できる能力等の審査を行います。
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筑波大学は、学士課程教育と大学院教育に係る2

つの「筑波スタンダード」を策定し、本学の教育宣言
として広く社会に公表しています。
▎学群スタンダード

学士課程の教育目標とその達成に向けた全学的方
針を掲げるとともに、教養教育の目標とその達成に
向けた具体的な教育内容、各教育組織における学
位授与の方針と教育課程編成・実施の方針、教育
の質の保証の方策等を明示しています。
▎大学院スタンダード

大学院の教育目標とその達成に向けた全学的方針
を掲げるとともに、各教育組織における学位授与の
方針、教育課程編成・実施の方針、教育の質の保証
の方策等を明示しています。

筑波スタンダード

筑波大学
ホームページ http://www.tsukuba.ac.jp/

住所 〒305-8577
 茨城県つくば市天王台 1-1-1

大学院スタンダード
発行日 令和5（2023）年 4月
編集・発行 筑波大学教育推進部
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